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プロローグ　Ｆｒｉｅｎｄｓ







　□【聖剣姫セイクリツド・プリンセス】アルティミア・Ａ・アルター




　これが夢の中であることには、すぐに気づいた。

　これまでに幾いく度ども見た、過去の出来事を思い起こす夢。

　けれど今見ているものは、あの日からよく見ていた父との別べつ離りの夢ではない。

　父が亡なくなった日よりも過去。未いまだ皇国との戦争が起きていなかった……否いな、戦争になるとすら考えられていなかった五年前。

　戦争の前段となる【三さん極きよく竜りゆう　グローリア】の事件よりもずっと前の……〈マスター〉の増加すら起きていない平へい穏おんだった日々。

　私が……皇国の学園に留学していた頃ころの記き憶おくだ。




　その日、私は学園寮りようの談話室で図書室から借りた本を読んでいた。

　私が王国の第一王女であるためか、談話室に他の寮りよう生せいはほとんどいない。留学してから一年近く経たち、嫌けん悪おではなく恐おそれから距きよ離りをとられることにも慣れていた。

「アルティミア。少しよろしいかしら？」

　けれどそんな日々の中でも、私に話しかけてくる人はいる。

「どうしたの、クラウディア」

　彼かの女じよの名前は、クラウディア。

　留学中の数少ない友人で、きっと親友と言ってもいい相手だった。

　……王国にいた頃でも親友と呼べるのは父同士が親友であるリリアーナと、【大賢者アーチ・ワイズマン】様の徒と弟ていで一番年若かったインテグラしかいなかったけれど。

「今日の午後なのですけれど、ショッピングに行きませんこと？　それとカフェでお茶もいたしましょう。今日あたりから秋のスイーツが並ぶ頃ですの」

「……アナタは本当に街に出向くのが好きね、クラウディア」

　クラウディアは皇国の第三皇子の息女であり、皇国の皇位継けい承しよう者しやの一人だった。

　加えて、留学した学園での私のお世話係チユーターでもある。

　年ねん齢れいが近い上にとある共通点もあって、私達たちはすぐに意気投合して友人となった。

「ところで買い物は何を見るのかしら？」

「服ですわ！　特にアルティミアの！」

「私の？」

「アルティミア、また胸が大きくなられたでしょう？　このままでは季節が変わる頃には胸が窮きゆう屈くつになりますわ」

「成長期だもの。それより、よく見ているわね」

「……ふふふ、人は自分が欲ほつしてやまず、しかし持てないものには敏びん感かんになるのですわ」

　そう言ってクラウディアはわきゃわきゃと手を動かす。

　そうする彼女の胸部は控ひかえめであり、成長期の兆きざしはない。全くない。

　羨うらやましそうに私の胸を見ているので、放っておくと手を伸のばしてくるかもしれない。

「……そうね。行きましょう。私もちょうど本屋を回りたいと思っていたから」

「まあ！　それでは午後一時に門の前で待ち合わせしましょう！　楽しみだわ！」

　午後一時を指定した彼女に少し疑問を覚える。

　時計を見ると、まだ朝の十時前。待ち合わせまでは三時間以上ある。

「それで、どうして午後から？　私は今から出かけてもいいのだけれど、何かあるの？」

「お兄様の工こう房ぼうでお手伝いを頼たのまれておりますの！　もう！　ステータスが高いからってレディを部品運びに付き合わせるだなんて……」

「部品運び……」

　クラウディアが言うように彼女のステータスは高い。

　なぜなら、彼女のジョブは【衝神ザ・ラム】。

　クラウディアは、十三の若さにして空位となっていた【衝神】を継けい承しようした天才だった。

　それが【聖剣姫】……表向きは【剣聖ソードマスター】である私と意気投合した部分でもある。互たがいに王族の娘むすめでありながら武術を練れん磨まする者同士、話が合った。

　それこそ、三日に一度は模も擬ぎ戦を行うくらいには。

「そのお兄様もお手伝いは他の人に任せてもいいのではないかしら？」

　そんなクラウディアも女性であり、なおかつ姫ひめと呼ばれる身分。部品運びという力仕事を任せるのは、流石さすがに不適当であると思えた。

　彼女の兄が、どうしてわざわざ彼女に頼んだのか不思議に思った。

「駄だ目めですわ。お兄様は極度の人見知りだから、私かバルバロス家母の実家の人達でないと安心して作業が出来ませんの」

「そう……」

　そういうこともあるだろう、と納なつ得とくした。

　クラウディアは早くに両親を亡くしている。

　死因は、皇族の何者かが陰かげで糸を引いた暗殺であるとも噂うわさされていた。

　そんな出来事があってもクラウディアは持ち前の天てん真しん爛らん漫まんさで陰を見せない。

　しかし、彼女の兄は信しん頼らいできる者以外を信用しなくなったのだろうと、私は察した。

「それなら私は待っていても大だい丈じよう夫ぶだから、あなたのお兄様を手伝ってあげて」

「ありがとうございますわ！　すぐに片付けてきますからお待ちくださいな！」

　そう言ってクラウディアは談話室を飛び出し、超ちよう音おん速そく機動で廊ろう下かを走っていった。

　寮則違い反はんどころではないけれど、そんなそそっかしすぎる友人に私はクスリと笑った。

　そうして、彼女との約束の時間まで本を読んで時間を潰つぶすことにした。




　それから二時間ほど経って、本も読み終えた。

　約束の時間まではあと一時間もないけれど、まだ彼女が寮に戻もどってきた様子はない。

　少し気になってクラウディアが言っていた工房――機械の国であるドライフらしく学まなび舎やに機械系生産職用の施し設せつが併へい設せつされている――に足を運んだ。

　そうしてすぐに、渾こん然ぜんとした工房の廊下で見知った顔……クラウディアを見つけた。

「あら、クラウディア、……？」

　けれど近づくにつれて、私はその人物がクラウディアとは別人であると気づいた。

　顔立ちはよく似ているけれど、表情と目つきがまるで違ちがう。

　あの明るく快活で、戦せん闘とう系超ちよう級きゆう職らしく覇は気きも併あわせ持もつ姫ひめ君ぎみであるクラウディアに対し、眼前の人物はあまりに陰いん鬱うつだったのだから。

　クラウディアに酷こく似じした可か憐れんな顔立ちもその陰鬱な表情と、加えて髪かみや頬ほおに付着した油汚よごれで台無しになっている。衣服も制服ではなく、薄うす汚よごれた作業着だ。

　何より『この世の全すべてに熱を感じていない』とでも言うようなその冷めた眼まな差ざしは、クラウディアのものではありえない。

　けれど、顔立ちからクラウディアと無関係とはとても思えなかった。

「アナタは……クラウディアのお兄様？」

「……ええ、アルティミア殿でん下か」

　彼かれからの返事は声こわ音ねこそ低いが、兄きよう妹だいらしくクラウディアとよく似ていた。

　顔のこともあるし、双ふた子ごなのだろうと思い至った。

　同時に、相手の方は私のことを知っていたらしいとも悟さとる。クラウディアから話を聞いていたのかもしれない。

「いつもクラウディア……殿下にはお世話になっています」

「……私にそんな言葉は不要です。妹も好きでやっていることですから。それと、私や妹に敬けい称しようは不要ですよ」

　言葉はどこか投げやりだったけれど、それまでの雰ふん囲い気きとは少し違うものを感じた。

「クラウディアがどこにいるかご存ぞん知じありませんか？　そろそろ約束の時間なのに姿がないので捜さがしていたのですけど」

「……今いま頃ごろは風ふ呂ろにでも向かっているのでしょう。何分、作業に付き合わせたので、今の私と似たような有り様になっていますから……そのままでは出かけられません。もう少し、あの子を待っていていただけると助かります」

「そうなのですか」

　陰鬱であったけれど、彼の言葉からは妹に対する優やさしさや、妹の友人である私への気き遣づかいが感じられる。その眼差しも、最初に見たときよりも温かい。

　悪い人物ではなさそうだと、私は彼について考えを改めた。

　ふと、視線を落とすと、彼が金属製の手て提さげ……工具箱を持っていることに気づいた。

「工具箱……」

「……これでも、【機械王キング・オブ・メカニズム】のジョブを頂いています。それもあって、色々な機械の修理を任されていますから。この学園内や【皇玉座エンペルスタンド】の整備など、ですね」

　彼のジョブ、【機械王】とは整備士系統の超級職だったはずだ。

　肉体を扱あつかう戦闘職よりも、技術者が多いドライフ皇国。クラウディアの【衝神】ならばともかく、整備士系統の超級職ならば競争相手も多かったはず。

　クラウディアと双子の兄妹ならばその座に就つくにはあまりに若いけれど、彼が【機械王】に就いた事実が彼の天才性を証明している。

　……皇位継承者の一人である彼が作業員のように機械の修理を任されている……ということに少し違い和わ感かんはあったけれど。

「それでは、私はこれで失礼します。……今後とも、妹のことをよろしくお願いします」

「はい。こちらこそ」

　そう言葉を交かわして私は彼と別れた。

　ただ、その後に図書室に本を返してから、私はようやく気づいた。

「……ああ。名前を伺うかがうのを忘れていたわ」

　彼は何という名前だったのか。

　私は、まだ知らなかった。




　それから数十分経って、クラウディアは待ち合わせのラウンジにやって来た。

「御ご免めんあそばせ！　遅おくれてしまいましたわ!!」

「いいわよ。大変だったのでしょう、気にしてないわ」

「ああ！　アルティミアは優しいですわね！　大好き！」

　駆かけつけてきたクラウディアは、まるで幼い子がそうするように私の腕うでに抱だきついた。

　クラウディアの髪からは、落としきれなかった機械の油の臭においがした。

　ああ。この臭いを落とそうと頑がん張ばってお風呂で洗っていたのでしょうね。

　ただ、私がクラウディアの臭いに気づいたことを、彼女もまた気づいた。

　そのまま飛とび退のいて、……戦闘系らしく一跳とびで二十メートルも距離を取っていた。

「ご、ごめんあそばせっ!?　……もう！　お兄様ってばよりにもよって今日あんな作業を手伝わせなくてもいいのに！　普ふ段だん使っている消しよう臭しゆうの薬でも臭いが落ちませんわ！　これではアルティミアの隣となりを歩けません！」

「一いつ緒しよにショッピングにいくのにそんなに離はなれていたら意味がないわ。臭いなんて気にしないから、もっと近づいても大丈夫よ」

「アルティミア……。あ、ありがとう、ですわ！」

　そうして私達は並んで歩いて、予定通りにショッピングに向かった。

　肩かたを並べて、色々な話をした。

　その中で、私は気になっていた彼女の兄について尋たずねた。

「あら、お兄様に会いましたの？」

「ええ。それで、失礼ながらお名前を聞きそびれてしまって」

「お兄様は自己紹しよう介かいなんてほとんどしませんものね」

　それから「やれやれですわ」と言いたげに少し大げさにクラウディアは首を振ふって、

「では代わりに紹しよう介かいしますわ！　お兄様の名前は――ラインハルトですわ！」

　その名前を聞いた瞬しゆん間かんに……夢は止まった。




◇




　記憶の夢から目を覚まし、私は体を起こす。

　わずかに汗あせばんだ額へと手を伸ばしながら、息を吐はく。

「今になって、彼女の夢を見るなんてね……」

　夢から覚めた私は、ただそれだけを呟つぶやいた。

　けれど、あの夢を見た理由は分かっている。

　それは、きっと皇国からの講和の打だ診しんがあったから。

　あるいはこのまま戦争が終わり……元の関係に戻れるのかもしれないと淡あわい期待を抱いたから、皇国での思い出を……友人との楽しかった思い出を夢に見たのだろう。

　今度の講和は、事がなれば両国の戦争が終わる。

　しかし、講和が破は綻たんすれば……いよいよ戦争が再開される。私が国王代理として治める王国と、彼女の兄であるラインハルトが治める皇国の、国家の生存を賭とした戦争になる。

「…………」

　私達の間には確かな友情があった。

　けれど……皇国との戦争で父が死んだ。

　私個人だけでなく、国家としても、二つの国の溝みぞはあまりにも深くなってしまった。

　講和がならなければ、雌し雄ゆうを決するほかにない。

　私と彼女は親友。

　けれど同時に、お互いに相手よりも大切なものが……守るべきものがある。

　私が【聖剣姫】という王国の剣けんであり、彼女が【衝神】という皇国の槍やりであるように。

　私が妹達を護まもりたいと願うように、彼女が兄を支えたいと願うように。

　きっと、お互いが大切なもののために……私達は矛ほこを交えることになるだろう。

　あるいは、どちらかが相手の命を奪うばうことにもなるかもしれない。

「けれど……」

　これから何が起ころうとも。

　これから何が遭あったとしても。

　これから、私が死んだとしても。

「クラウディアとは……親友のままでいたいわね」

　懐なつかしい夢を見た私はそう考えて……覚かく悟ごを新たにした。




◆◆◆




　■ドライフ皇国・皇王執しつ務む室しつ




　王国の決けつ闘とう都市ギデオンにおいて、〈超級〉である【狂王キング・オブ・ベルセルク】ハンニャと【超闘士オーヴアー・グラデイエーター】フィガロの騒そう動どうがあった日、皇国元げん帥すいギフテッド・バルバロスは皇王の前にいた。

「以上が、先のカルチェラタン事件の報告です」

　今回、ギフテッドが皇王に呼び出された用件は二つ。

　一つは、先のカルチェラタン事件の最終報告。

〈遺い跡せき〉の調査、及および強大な兵器が王国の手に渡わたることを避さけるべく動いたあの任務の結果について、元帥自身の所見を述べれば失敗の範はん疇ちゆうになる。

　決戦兵器【アクラ・ヴァスター】が王国の〈マスター〉と、【聖剣姫】アルティミア・Ａ・アルターの手で破は壊かいされたことは良い。

　しかし、現在あの〈遺跡〉で見つかった設備で王国が戦力を拡かく充じゆうしているという報告が上がっている。制せい御ぎよ不能の煌こう玉ぎよく兵へいではなく、煌玉馬のプラントが見つかった、と。

　あの事件では【猫神ザ・リンクス】トム・キャットとの交戦や【アクラ・ヴァスター】との戦闘など、参加したギフテッド自身も緊きん急きゆう事態の連続であった。

　だが、この結果は作戦に当たった自分のミスであると判断し、包つつみ隠かくさず報告を上げた。

「報告は受け取りました、叔お父じ上。それとあまり堅かた苦くるしく話さなくても結構ですよ」

　しかし返ってきた言葉は、淡たん々たんとして感情の波を感じさせない声音だった。

　彼を叔父上と呼ぶのは、現在のドライフで皇王の職務を担になう者……ラインハルトだ。

「叔父上はミスと言いましたが、これはミスではありません。最優先目標である決戦兵器破は壊かいは為なされています。決戦兵器の確保あるいは生産設備の完全破壊が最上ではありましたが、こだわって最優先目標をしくじり、王国の手に残るよりは余程良い」

　ラインハルトの言葉に何と答えたものかとギフテッドが考えていると、

「けれどお兄様、件くだんの【アクラ・ヴァスター】は制御不能の兵器ですわよ？　皇国でも制御出来そうにないのだから、王国では尚なお更さら制せい御ぎよできないのではありませんこと？　手に残るなんて最初からありえませんわよ」

　ラインハルトに似ているが……少し異なる声が室内に発せられた。

「制御不可能の兵器を制御可能にする。そういった芸当は〈エンブリオ〉なら可能だよ、クラウディア。前例があるだろう？」

「ああ、地下都市を一つ駄目にしてくれた【器神ザ・ウエポン】を忘れていましたわ」

　ギフテッドとの会話よりも幾いく分ぶんかは感情の波を感じさせる声音で、ラインハルトは彼女――妹であるクラウディアと会話していた。

　ギフテッドは無言のまま、二人の会話を聞く。まるで機械のようなラインハルトだが、『昔からクラウディアのことは大切にしていたな』と思い出しながら。

　ギフテッドと二人は親族関係である。バルバロス家の養子であるギフテッドにとって二人の母は義理の姉であり、ギフテッドの妻は二人の従姉いとこであるからだ。

　複雑な関係ではあったが、その縁えんもあってギフテッドは皇国元帥をしている。

　二人にとって、心から信頼できる軍人など彼しかいなかった。

　叔父であり、クラウディアの師であるギフテッドしか……信頼できない。

「ところで叔お父じ様さま。叔父様はアルティミアにお会いになられたのでしょう？　アルティミアは、元気にしていましたか？」

『なぜその質問を？』と考えたところで、ギフテッドはクラウディアと王国の第一王女が学友であったことを思い出した。

「体調の不良は見られなかった。しかし……」

「しかし？」

「顔を仮面で隠し、アズライトと名乗っていた」

「ぷふー!?」

　何を想像したのか、クラウディアは口を手で隠しながら腹を抱かかえて大笑いし始めた。

「顔に仮面……！　アズライトって……それミドルネーム……あはははははは！」

　余程ツボに入ったのかクラウディアは笑い転げ、豪ごう奢しやな執しつ務む服が皺しわになっている。

「そ、そうでしたわ！　あの子、『やんごとなき身分の娘が正体隠して世直しする』小説大好きでしたわ！　でも実じつ践せんって……ぷふー！　あはははふふー！」

「……クラウディア。笑うのもいいけれど、呼吸が乱れすぎてはしたないよ。それに、クラウディアも彼女のことを笑えないだろう」

「……あ。そ、それもそうですわね」

　見るに見かねて、あるいは聞くに聞きかねてラインハルトが窘たしなめると、ようやくクラウディアは落ち着いたようだった。

「叔父上との話は私だけで続けるから、大人しくしていてほしい」

「それならアルティミアを想定して模擬戦のイメトレでもしていますわ！」

　クラウディアがそう言い残すと、室内から彼女の気配が消えた。

「さて、話を切きり替かえましょう、叔父上」

「……ああ」

「カルチェラタンの事件についてはこれで結構です。二つ目の用件に入りましょう。叔父上の方にも情報は行っていると思いますが、王国に五人目の〈超級〉が加わります」

「…………」

　今日という日に、王国のギデオンで起きたとある騒動は〈超級〉同士のぶつかり合いという、ともすれば王国に甚じん大だいな被ひ害がいを及ぼすものだった。

【光王キング・オブ・シヤイン】エフと管理ＡＩが仕組んだ両者の激げき突とつ。

　しかし騒動は終結。両者は和解し、【狂王】ハンニャが王国に所属する。

　こうなれば、王国と皇国の〈超級〉の数は互ご角かく。他の準〈超級〉や〈マスター〉の数では勝っているが、戦力バランスの変化は軽視できるものではない。

（ただでさえ、カルディナがいつ介かい入にゆうしてくるか不明な状態だ）

　このままぶつかれば、王国と皇国が疲ひ弊へいしたタイミングでカルディナが介入する。

　王国も皇国もカルディナが平らげることになるだろう。考えうる限り最悪の想定だ。

「さて、王国と皇国の戦力がこれで五分。加えて、虎こ視し眈たん々たんとカルディナも動いている。現状で何が得策だと思いますか？」

　カルディナを牽けん制せいするために武力を見せながら、速すみやかに王国を併へい合ごうする元帥派の初期のプランは最も早はや達成不可能だ。【破壊王キング・オブ・デストロイ】がその力を見せた段階で危あやうい問題ではあったが、【狂王】が加入すればいよいよ戦力の差が縮まりすぎる。

（【破壊王】だけならば【獣王キング・オブ・ビースト】が抑おさえ、打だ倒とうできる。その間に他の〈超級〉で一挙に制圧できるはずだったが……あちらの頭数が揃そろってしまえば不可能）

　また、宰さい相しよう派とフランクリンの失敗で王国を降こう伏ふくさせることも不可能になっている。

　元帥派と宰相派、両方が最善だと判断したプランは現時点でどちらも破綻していた。

「残された手は……ここで王国との戦争を止めることだ」

　王国と相対しながらカルディナとも戦うことはできない。

　王国の戦力がここまで増えてしまってはもはや戦争に生路はなく……止めるべきだ。

「その通りです、叔父上」

　ギフテッドの返答に、ラインハルトは頷うなずいた。

「はっきり言ってしまえば、この戦争には既すでに勝っているのですから」

「……そうだな」

　皇国が戦争に踏ふみ切った最大の要因は、国内の土地が痩やせ衰おとろえたことに伴ともなう飢き餓が。

　カルディナや王国との食糧取引も止まり、このままでは皇国の民たみの大多数が餓が死しするという極限状態こそが最大の要因。

　しかしそれは先の戦争で旧ルニングス領を制圧したことで変わった。

　あの【グローリア】によって住民が全ぜん滅めつした忌いまわしい来歴はあるものの、旧ルニングス領の大地は肥ひ沃よくだ。皇国は旧ルニングス領の占せん領りよう後、すぐさま農耕を始めた。成長の早い作物は既に収しゆう穫かくされ、皇国の飢餓を癒いやす一助となっている。

　旧ルニングス領で収穫できる食糧さえあれば皇国の飢餓の危機は去り、皇国側には戦う最大の理由がなくなる。

「問題は王国が我々の勝ち逃げを許すか、ということです」

　土地を奪われたまま、王を含ふくめた多くの人間を殺されたまま、そこで王国が止まるかという話だ。『戦争が終わるならそれでいい』と全てを諦あきらめてくれるのか。

「はっきり言って、半々だと思っています。国王代理を務める彼女自身は、ここで止めることも考えると思います。ただ、不利益を被こうむったままの貴族や国民がどう思うか……」

「……それは」

「おや？　何か誤りがありましたか、叔父上？」

「……何でもない」

　ギフテッドは指し摘てきしなかった。ラインハルトは第一王女が戦争をここで止めると考えているが、本当にそうであるかは分からない、ということを。

　なぜなら、彼女は父を殺されている。彼女に限らず、家族を喪うしなった者が全てを忘れて『止めましょう』と言えるかどうか。それは非常に難しく、判断しづらい問題であったが……ラインハルトはそのことを口にしない。

　考えが抜ぬけ落おちているか……あるいは考こう慮りよする必要がないかのように。

「それに、止めるにしても……こちらもまだ必要なものを手に入れていませんからね」

「必要なもの、とは」

「国のために必要であったのは、旧ルニングス領。けれど戦争と、私達と、世界のために必要なものがまだ手に入っていない」

「…………」

　その言葉に、ギフテッドは思案する。

『戦争に必要なもの』は分かる。王国の〈超級〉だ。王国を併合して、王国の〈マスター〉を皇国に加えることもプランには含まれていた。

　そうでなければ、カルディナとの戦争を五分にはできないのだから。

『私達に必要なもの』は恐らくは王国の第一王女であろうと考えた。

　彼女に対して個人的な思し慕ぼを抱いていることは知っている。

　また、王国との併合を諦めないならばやはり必要である。

（だが、『世界のために必要なもの』とは……何だ？）

　そんな話は、叔父であり元帥であるギフテッドすらも聞いたことがない。

　それについてラインハルトが何を考えているのかは……彼にすら分からない。

　昔から周囲とは異なる視座を持っていたのがこのラインハルトであり、それを理解できる者はクラウディアしかいなかったのだから。

「世界のために……何を必要とする？」

　ギフテッドの問いに、ラインハルトは暫しばし思案してから口を開き、

「それは……。すみません、叔父上。急な来客のようだ。席を外していただけますか？」

　何かを話そうとしてから……、それを止めてギフテッドに退席を促うながした。

「何……？」

　ギフテッドは予あらかじめ周辺に配していた小型の人形で周囲を探さぐるが、何者の姿もない。

　あるいは『ラインハルトが人ひと払ばらいをしなければならないような相手がこれから来るのだろうか』とギフテッドは考えた。

「二つ目の案件について、王国とは講和を行うことにします。皇国からの条件は後で草案を作って叔父上とヴィゴマ先生宰相に相談しますので、ここは下がってください」

「……ああ」

　その声に促されて、ギフテッドは退室した。

　執務室に人形を残して何者と会談するのかを探ろうかとも考えたが、それは止めた。

　あのラインハルトの態度は、恐らくギフテッドが存在を知るだけでまずいような相手との会談であるのだろうと察したからだ。

　義ぎ姉しの子であり、家族として二十年近く接してきた相手ではある。

　言わずとも理解できることはあった。




　そしてギフテッドが退室した少し後、執務室の空間が歪ゆがみ……一人の人物が現れた。




◆◆◆




　■【機皇インペリアル・マシン】■■■■■■・■・■■■■




　ご存知のように、〈超級〉に絞しぼれば皇国と王国の戦力はほぼ互角になりました。

　とはいえ、人格を考慮した連れん携けいを含めるとあちらの方が幾分マシかもしれません。私が言えた義理でもないですが、皇国の〈超級〉は誰だれもが人格面に問題を抱えていますから。

　自身の天才性を過信した者。

　他者との交友を最初から否定した者。

　マードックは比ひ較かく的てき真っ当ですが、あれも自分の浪ろ漫まんに行動を乗せすぎています。

　ゼタ？　彼女は厳密には我わが国くにの〈超級〉ではありません。

　獅し子し身中の虫どころではないのでしょうが、代わりにとある仕事だけは果たしてくれると思っています。それは構いません。考慮済みです。

　え？　ああ、フランクリンは……彼女は小心者ですよ。

　そして、小心者でありながら自身の望みと信念、……『作りたい』、『負けたくない』という願いにブレーキを掛かけられない破綻者でもあります。

　だから、あんなにも過か剰じように策さく謀ぼうを重ねる。自分で自分を止められないのに誰かとぶつかって敗れるのが恐ろしく、許容できない。それゆえ、眼前に現れた障害物全てをなくしてしまおうとしているのでしょう。

　それが上う手まくいかないと、いよいよ手段を選ばなくなる。

　だからレイ・スターリングという存在は、彼女にとって最大の障害物であり、最も忌まわしいものです。強大さは彼の兄である【破壊王】シュウ・スターリングが遥はるかに上ですが、力の強弱なんて関係ない。

　レイ・スターリング個人を忌まわしく思っているのだから、強かろうと弱かろうとフランクリンは彼の存在を許容できない。

　けれど、先も言ったように小心者だから……再び接せつ触しよくすることも恐れている。

　間接的に危害を加えることすら及び腰ごしになる。

　だから「これなら本当に大丈夫だ」という準備を終えるまで、彼女はレイ・スターリングに手を出さないつもりでしょう。

　きっと本人に聞けば、あの道どう化け染じみた振る舞まいで誤ご魔ま化かしてくれるのでしょうけど。




　どうしてそこまで何もかも分かったように分ぶん析せきできるのか、ですか？

　機械弄いじりと同じようなものです。先々期文明の機械の回路を弄ることと、人が持つ心という回路の動きを見ることは私には然さ程ほど変わりがありません。

　……専門家にこんなことを言うのは、畏おそれ多おおい気もしますが。

　何か言いたそうですが、何を言いたいかは分かっていますよ。

『そんなに分かっているのに、どうしてお前は彼女に絡からんだことだけはまるで理解できていないのか』ということでしょう？

　仕方ないことです。彼女に対する思いは私の内にある回路を過剰に動かし、人格というプログラムに重大なバグを生じさせる。この脳のう髄ずいか……あるいは魂たましいが抱えたバグ。

　そして私自身はそのバグを愛いとおしく思っています。

　彼女への愛に関する何事についても、脳という名の演算装置は正しく値を算出しない。

　だから、王国との戦争で彼女の父親を死なせたことも、正しくないと自覚はしている。

　自覚しても、否定はしません。

　その通り、自分でも狂くるっていることは自覚しています。冷静に分析する私と、彼女の愛に狂った私が、肉体というマシンの中で並列に起動しているようなものです。

　他者から見れば、狂きよう人じんよりも性た質ちが悪いでしょうね。

　けれど私は、このままでいいと考えています。

　この身が彼女への愛に狂っていることはもう仕方がないことです。

　さて、私からもあなたに一つお尋ねしたいことがあります。

　あなたが誘導した戦争が、何を目的としたものかについて、です。

　……ふふ。やはり答えてはくれませんか。

　あなたはあなたの理由で動いているのでしょうからね。今回の訪問も、私がここで戦争を止めるつもりだったならば、新たな火種を作るつもりで来られたのでしょう？

　ご安心を。戦争は起きますよ。

　それが王国を相手としたものとは限りませんが、問題はないでしょう。

　あなたが必要なのは戦争という事象であって、その内容は問題ではないのでしょうから。

　戦争とは、〈マスター〉の言う一大イベントであり……管理者にとっても重大事。

　六〇〇年前の二大強者の戦いに、異常な力の〈エンブリオ〉を用いる【猫神】が介入したように。戦争が起きれば、管理者は何らかのアクションを起こす。

　だからこそ、あなたは管理者を探るために戦争を引き起こしたかったのでしょう？

　そう驚おどろかないでください。

　見み透すかす者は、あなたやカルディナの議長だけではありませんよ。

　いずれにしろ、皇国の戦争は再び起きます。

　だから、こちらはご心配なく。暗あん躍やくするなら他国でどうぞ。

　ああ、けれどクラウディアから一つだけご忠告があります。




「――アルティミアの暗殺を謀はかれば、地の果てに逃げてもブチ殺しますわ」




　だ、そうです。

　ええ、それだけはお忘れなきように。

　では、おさらばです。また縁があれば会いましょう。

　ああ、言い忘れていましたが。




　その姿はよくお似合いですよ――【大賢者】殿。







Re Open Episode 【私アイのカタチ】







第一話　第三のジョブ







　□【煌騎兵プリズム・ライダー】レイ・スターリング




　ハンニャさんの事件から、デンドロの時間で一週間近くが経過した。

　あの事件の後、王国を取り巻く情勢には大きな変化が生じた。

　国王代理であるアズライトから、『皇国と講和会議を行う』と発表されたからだ。

　日時はこちらの日付で今からおよそ二週間後。リアルでは土日に掛かるので参加しやすいのは助かった。

　場所は、皇国に実効支配された旧ルニングス領との国境に敷ふ設せつされた施設となる。

　講和会議に際して、王国は護衛役の〈マスター〉を広く募ぼ集しゆうしていた。

　講和会議で終わらなければそのまま戦争に雪な崩だれ込む恐おそれもあるし、講和自体が打診してきた皇国の罠わなである恐れもある。そうなった際、アズライトをはじめとした王国側の参加者を護るのが〈マスター〉の仕事となる。

　俺おれ達たちのパーティもアズライトから直接依い頼らいされており、既に引き受けている。

　何事もなければいいが、何かあったときにアズライトの傍そばにいることができなければ後こう悔かいするだろうから。この決定について、パーティメンバーのみんなも承しよう諾だくしてくれた。




　ただ、問題もある。今度の講和会議で戦闘になる場合、相手はまず間ま違ちがいなく皇国でも熟練の〈マスター〉になるだろうが……俺おれ自身の戦力が余り高くはない。

　むしろ、レベルで言うなら会議参加者の中で最も低いことすらありえた。

　パーティ内でも超級職のマリーやベテランの先せん輩ぱいは言わずもがな。ルークもいつの間にか合計レベルが四〇〇に迫せまっていたが、俺だけが一五〇で頭打ちになっている。

　……正確には、今朝一五〇になったのだが。

　そう、俺は二つ目のジョブである【煌騎兵】のレベルをカンストした。そこで三つ目のジョブを選せん択たくしようとしていたのだが……。

「【カタログ】でいくつか候補は出てきたが……やっぱり決めきれないな」

　兄から譲ゆずり受うけた【適職診しん断だんカタログ】は、こちらの取得ジョブが増えるとビルドのパターンに応じて複数ピックアップしてくれる仕様だった。

　今ピックアップされているのは基き礎そを上げる【騎士ナイト】、回復能力を上げる【司祭プリースト】、便利な各種汎はん用ようスキルを上げる【斥候スカウト】などだ。

「たしかに。御お主ぬしのジョブにしては普ふ通つうすぎてしっくりせぬな」

「いや、普通なのはいいと思うが……決め手に欠けるんだよ」

　ネメシスの意見に頷きながら、俺はピックアップされたジョブを選べずにいた。

　どれを選んでも、【聖騎士パラデイン】や【煌騎兵】になったときほどの変化は期待できそうにない。叶かなうなら、覚えることで大きく変化が生まれるジョブを選びたかった。

　少しだけ【煌騎兵】の上級職にも期待したかったが、表示されない。

　まだ誰も転職していないのか、ロストジョブ扱いで条件も定かになっていないのだ。

　結局、カタログの転職可能なジョブから選ぶしかないのだが……。

「ここは【騎士】でいいのでは？　レイ君は切り札である《応報は星の彼方かなたへ》と《シャイニング・ディスペアー》を除けば、近接戦闘がメインです。それは今後も変わらないでしょうから、使えるアクティブスキルを増やすことは無む駄だにはなりません」

　先輩は【騎士】を推おし、

「いえいえ。ここはやっぱり【斥候】ですよ。レイさんってばいっつも危険に突っ込むんですから、汎用スキルの《看破》や《殺気感知》はあって損しませんって」

　マリーは【斥候】を推し、

「ダメージを受ける前提のビルドなのだから、僕ぼくは【司祭】が良いと思います」

　ルークは【司祭】推し……というようにうちのパーティメンバーの意見もバラバラだ。

　ちなみに最初は俺とネメシスでいつものカフェで【カタログ】と睨にらめっこしていたのだが、そうしているうちにパーティメンバーが集まった形だ。

　いっそ全部に就くという手もあるのだが、結局アズライトの護衛までにカンストできるのは一つか二つがいいところだ。それを考えると、どの下級職を選ぶかは非常に重要なのだが……重要であるがために決め辛づらい。

　そんな風に決められないまま相談していると、

「おや？　色と腹が黒い連中が集まってると思ったら、ビースリーとお仲間達たちかい」

　通りから聞き覚えのある声が聞こえた。

　声の主は最も早はや見慣れた筋肉質で狼おおかみ耳の女性。ＰＫクラン〈Ｋ＆Ｒ〉のサブオーナー、【伏姫ダウン・プリンセス】の狼桜ローザだった。

「……狼桜、いきなりなお言葉ですね」

「ハハハ、自覚があるようで何よりだよ」

　先輩はどこか不満そうな顔でそう言った。

　先輩の衣服は黒くないので、暗に腹黒いと言われたことを気にしたのだろう。

　そして狼桜の発言も挑ちよう発はつ混じりだったようだ。

「で？　そんなところで【カタログ】眺ながめて何してんのさ？　またビルドを弄るのかい？　アンタは優ゆう柔じゆう不ふ断だんだねぇ。さっさと超級職スペリオル・ジヨブを取ればいいのにさ」

「……超級職はそう簡単に取れるものではないでしょう」

　先輩も【鎧巨人アーマー・ジヤイアント】や【盾巨人シールド・ジヤイアント】の超級職の情報は探しているらしいけれど、〈ＤＩＮ〉や〈月げつ世せいの会〉でも把は握あくしていなかった。

　そういったジョブは何か奇き妙みような条件が絡んでいることが多いらしい。

　兄のジョブも対オブジェクトダメージが一定以上、なんて条件があったそうだし。

「それに今日は私ではなく、レイ君の次のジョブを相談していたのです」

「ん？　ああ、〝不屈あんた〟はまだレベル一五〇だったのかい。今あるジョブは【聖騎士】に【煌騎兵】。じゃあ次が三職目かい」

　何でジョブを完かん璧ぺきに把握されているのかと思ったけど、狼桜と戦った時はまだ【聖騎士】だった。今のメインジョブである【煌騎兵】は《看破》で把握されたのだろう。

「診断結果は……【騎士】に【司祭】に……なんだいこれ。つまらないビルドだねぇ」

「覗のぞき込まないでください。マナー違い反はんですよ。それにこれがつまらないなら、貴女あなたの考える面おも白しろいビルドは何ですか？」

「初撃特化の王道野伏。槍スキルと気配遮しや断だん重視で」

「……単に貴女のビルドでしょう。それなら私は耐たい久きゆう型巨きよ人じん構成を面白いと言います」

「うわ、出たよ耐久穴あな熊ぐま。根暗すぎるんじゃないかい？」

「テメエだって前にやった時は必殺スキルでガチガチに防ぼう御ぎよ固めてただろうが、アァ？」

　先輩、またバルバロイモードが漏もれてますよ。

「この二人、矛と盾たてなのにガラが悪くて年下趣しゆ味みなのはそっくりですよねー」

「……マリー。火に油を注ごうとするなよ」

　あと先輩って年下趣味なの？

「ま、この話はやめようか。〝ガードナー獣戦士理論〟でもない限り、最高ビルドが何かなんて平行線になるからね」

「……そうですね」

　噂うわさの〝ガードナー獣戦士理論〟か、……前にも聞いた覚えはあるな。

「それよりも、ビースリーは何であれを〝不屈〟に勧すすめないんだい？」

「あれ？」

「【死兵デス・ソルジヤー】」

「……正しよう真しん正しよう銘めいの馬ば鹿かですか、あなたは」

　狼桜が口にしたのは聞き慣れないジョブだ。

　先輩はバルバロイモードから戻もどった上に開いた口が塞ふさがらないという顔をしているし、マリーは何かを思い出そうとしている。

　気になったので、【カタログ】から索引すると、ちゃんと記き載さいされている下級職だった。

「あれはステータス上じよう昇しようが低く、覚えられるスキルは汎用が一つだけ。トドメに死ぬことが前提のジョブですよ？」

　……死ぬことが前提？

「誰も取らないために、汎用下級職なのに半ばロストジョブになる代しろ物ものです」

「でも、あれって〝不屈〟にはピッタリのスキルじゃない？」

「【死兵】のスキルを使わなければいけない状じよう況きようになること自体が問題でしょう……」

「そこの〝不屈〟はそういう状況に頻ひん繁ぱんになりそうなタイプだろ？　物もの凄すごく無む茶ちややって、『生存率？　安全ライン？　何それ？』ってタイプだ」

「……それは否定できませんが」

　なんだかひどい評価をされた気がする。

　しかも先輩の視線に「確かにレイ君なら……」みたいな納なつ得とくが見みえ隠れする。

「あの、そもそも俺はその【死兵】がどんなジョブかも知らないんだけど」

「……簡単に言えば、大昔にティアンの刑けい罰ばつ用として使われたジョブです」

「刑罰？」

「爆ばく弾だんを抱えたまま敵てき陣じんに特とつ攻こうさせる時に用いられました」

　なにそれこわい。

「設定上は六〇〇年前、主に死し刑けい囚しゆうに就つけさせて使用していたそうです」

「……何でそんな運用に？」

「【死兵】が唯ゆい一いつ覚えられる《ラスト・コマンド》というスキルの効果を考慮した運用でしょう。このスキルは端たん的てきに言えば、死んだ後に動けるスキルです」

「……それって、アンデッドになるってことですか？」

「違ちがいます。ＨＰがゼロになってから、スキルレベルに応じてほんの僅わずかな時間だけ動ける。それだけのスキルです。もちろんその時間が過ぎれば死にますし、【死兵】で取れる最大のスキルレベル五でも一分と動けません」

「…………」

　それはまた……文字通り捨て身なスキルだ。

「ＨＰがゼロであっても動ける。この特性ゆえに相手の弓の掃そう射しやの中を【死兵】に駆かけさせ、矢で射い貫ぬかれて死んだとしてもそのまま敵陣に突とつ撃げきできたという訳です。もっとも、死後に動けるのは脳と繋つながっている部位だけらしいので、抱えた爆弾が爆ばく発はつした【死兵】は細切れになったまま数十秒も死を待つことになったらしいですが。ＨＰがゼロになると蘇そ生せい以外の回復はできなくなりますし」

　…………怖こわすぎる。というか、脳と繋がっている部位だけ動くって、それアンデッドでなくても完璧にゾンビの類たぐいだと思う。

「そんな恐ろしい逸いつ話わが知られているので、ティアンでは就く者がまずいません。デスペナルティで済む〈マスター〉にしても同様です」

「〈マスター〉も？」

「ログイン不可のデスペナルティは軽くありませんし、低ステータスで死亡確定後に動き回れるジョブよりも、真っ当なステータス上昇やスキルがあるジョブを優先すれば死亡率も下がりますから。それもあって非常に不人気なジョブです」

「……あー、ボクも思い出しました。けど、天地には【死兵】に就いたティアンいましたよ。全員が南なん朱しゆ門もん家……リアルの歴史で言うと島しま津づ家みたいな命知らずでしたけど」

　……大学の友人達が言っていた「戦国時代で言うと島津家」って比ひ喩ゆは、領地の立地じゃなくて精神性の一いつ致ちだったのだろうか。

「……【死兵】に関しては概おおむね分かった」

「な？〝不屈〟にはぴったりだろ。あの技わざも使いやすくなるしさ」

「あの技？　……ああ」

　狼桜が何のことを言っているか少し考えて、すぐに思い出す。

　狼桜に使用し、名づけられてしまった衝撃即応反撃インパクトカウンターだ。たしかに、あれを使うなら【死兵】のスキルは有用だ。場合によっては、威い力りよくも引き上げられる。

　これは思案のしどころだ。たしかに【死兵】の《ラスト・コマンド》は俺にとって有用なものだ。汎用スキルであるなら、他のジョブでも活用できるだろう。

　代わりに他の候補よりステータスの上昇やスキルの数は劣おとることになるが……。

　俺が求めた大きな変化のあるジョブではある。

「……よし。次のジョブは【死兵】にする」

　俺は決心して、みんなにそう言った。

「レイ君、考え直した方がいいですよ」

　先輩が心配そうな顔でそう言ってくれるが、俺は首を振ふった。

「もうじき講和会議があります。もしも皇国が何か企たくらんでいるなら、少しでも強くなっておく必要はある。だけど俺が熟練の〈マスター〉に比ひ肩けんできるほど基礎能力を上げる時間はない。だったら、上手く嵌はまれば格上にも手が届くかもしれない選択を選びます」

　俺がそう言うと、先輩は諦めたように息を吐はいた。

「……レイ君のビルドなので、決定権はレイ君自身のものです」

　先輩がそう言うと、ルークとマリーも頷いた。

「レイさんがそう仰おつしやられるなら、僕もいいと思いますよ」

「あ、《ラスト・コマンド》のスキルレベル……発動後の活動時間はジョブレベルに連動してるので、しばらくは【死兵】のレベル上げに専念した方がいいかもしれませんね」

　マリーは思い出したようにそう言った。

　……まぁ、使用回数でスキルレベルが上がるタイプだとどうしようもないからな。

　何回も死ぬなんて真ま似ねはティアンにはできないし。

「けど、何だかんだでレイさんはこれまで一回しかデスペナになってませんから。【死兵】のスキルも無駄になるかもしれませんねー」

「……まぁ、その一回の下手人はマリーなのだがのぅ」

「それはもう追及しないでくれると助かります」

　ジト目でツッコミを入れたネメシスに、マリーがキリッとした顔でそう言った。

　何にしてもこれでジョブは決まり、俺の三つ目のジョブは【死兵】となった。

　前二つのジョブは語感がキラキラしてたので落差がすごい。

『格好にはぴったりの字じ面づらだがの』

　……ネメシスは相変わらず俺のファッションに厳しかった。

「ところで講和会議がどうって話だけど、ビースリー達も参加するってことかい？」

　次のジョブが決まった後、狼桜がそんなことを質問してきた。

「ええ。……その口くち振ぶりだと狼桜も参加を？」

「ああ。アタシもランカーの一人だから打だ診しんは来てたしね」

　今回の依頼には、もちろん俺達以外の〈マスター〉も参加する。決けつ闘とうランカーの知り合いではジュリエットとチェルシー、ライザーさんとビシュマルさんが参加するらしい。

　アズライトに聞いた話では女おんな化け生しよう先輩と月つき影かげ先せん輩ぱいも参加するそうだ。何でもハンニャさんの事件で出来た借りの一部を早さつ速そく返済させる心積もりらしい。

　さらに今回は兄も参加する。最近はギデオンからあまり出たがらなかった兄の申し出を疑問には思ったが、それでも兄が傍にいてくれるならば心強い。

　この時点で、王国側の布ふ陣じんは強力だ。先輩も『前回の戦争よりも戦力は揃っていますね』と言っていた。

　ただ、不在の人もいる。フィガロさんは先日のプロポーズ後にリアルで発ほつ作さを起こし、入院中のため参加できない。ハンニャさんもフィガロさんにリアルで付つき添そっているらしく、こちらにログインしている様子がない。

　レイレイさんは元々ログインが不定期な人なので、今回も不在だ。

　結果として、〈超級〉の参加者は五人中二人となった。

「カシミヤは？」

「ダーリンはちょうどその日に家の用事があるらしいからね。時間までにログインできるか分からないみたいさね」

　フィガロさんと並んで王国最強格の個人戦せん闘とう型であるカシミヤの不在は痛い。

　だが、リアル都合での不在は仕方のない問題でもある。

　また、トムさんも諸事情で参加できないと言っていた。あの人は「運営側ではないか？」という噂が前からあるらしいので、その柵しがらみなのかもしれない。

「狼桜が参加となると……私と狼桜、それに〈超級殺し〉の共同戦線になりますね。……三月の王都を思い出します」

　そういえばここにいる三人は、あの封ふう鎖さ事件の中心人物だった。

　かつて何らかの陰いん謀ぼうで王国と敵対していた三人が、今度は揃って王国を護まもるために戦う。

　そう考えると、多少の感かん慨がい深ぶかさもある。

「残りのアイツ……〈ゴブスト〉のエルドリッジはどこに行ったのかねぇ」

「あ。〈ＤＩＮ〉の方にちょっと情報入ってますよー。あの事件の後は【尸解仙マスター・キヨンシー】迅じん羽う、【地神ジ・アース】ファトゥム、【大提督グレイト・アドミラル】醤しよう油ゆ抗こう菌きん、【斬神ザ・セイバー】無む量りよう大たい数すう沙さ希きと、各地の〈超級〉と戦いながら転々としていたそうです」

「最後の人は初めて聞いたけど……すごくスケールの大きい名前だな」

　無量大数一〇の六八乗って……。

「ボクも最初に聞いたときはそう思いましたねー。ちなみに苗みよう字じはともかく名前の沙希は本名だって前に言ってましたよ」

「マリーの知り合いなのか？」

「あっちでの修しゆ行ぎよう時代の知り合いですよ。今は天地の〈超級〉ですしねー」

　天地か……。大陸挟はさんで反対にあるせいかあっちの話ってあんまり聞かないんだよな。

　リアルの友人達もそこまで大事件には巻き込まれてないらしいし。

　……いや？　夏なつ目めは何か口ごもってたっけ？

「〝応龍〟、〝魔ま法ほう最強〟、〝人間爆弾〟、トドメに〝断界〟か。……エルドリッジの奴やつ、何でやばい相手にばかり喧けん嘩か売ってんだい？　もっと慎しん重ちような奴じゃなかったか？」

「あの事件をきっかけに私達の〈凶城〉が解散しましたが、〈ゴブリンストリート〉の方も痛手が大きかったのでしょうね。それをカバーしようとして、敗北を重ねてしまったのでしょう。……自分の苦手な相手とばかり戦ってしまっているのがその証左です」

「彼かれがいれば戦術の幅はばも広がるんですけどね。得意な相手にはとことん強いですし」

　逆を言えば、それだけの〈超級〉と戦い続け、挑ちよう戦せんし続けてきた人ということか。

　以前聞いた戦術の件といい、やはり相当の猛も者さに違いない。

「まぁ、アイツのことはいいさ。なんにしても、次の仕事じゃお仲間だ。前は殺りあった仲だけど、仲良くしようじゃないか」

「ああ。よろしく」

　そんなことを話して、握あく手しゆを交かわした。

　狼桜も気の良い人ではあるんだよな……ＰＫで猪ちよ突とつ猛もう進しんだけど。




◇




　□【死兵】レイ・スターリング




　その後、俺はすぐ【死兵】に転職した。【死兵】は転職条件もなく、ほとんどのクリスタルで転職可能な汎用職だったため転職は簡単だった。

　そうして今は、パーティで少し遠出してレベル上げ中だ。俺とルーク、【記者ジヤーナリスト】にジョブ変へん更こうしたマリーと【盾巨人】に変更した先輩、あとの二枠わくはマリリンとオードリー。レベル上げするときは概ねこんな編成でやっている。

「そういえばマリリンとオードリー、最初に見たときより大きくなってないか？」

『太ったのか？』

　ネメシスの言葉に、マリリンとオードリーは『ＶＡＭＯＯ』や『ＫＩＥＥ』と鳴いて抗こう議ぎする。性別はメスらしいので、「太った」という言葉がＮＧだったのかもしれない。

「マリリンもオードリーもかなりレベルが上がっていますからね。その内に種族が変わるのかもしれません」

　そういえば以前、『モンスターは個体によってはレベルアップにともなって種族まで変更されるものがいる』と聞いたことがある。モンスターをボールに入れて育てる長ちよう寿じゆＲＰＧみたいな話だが、〈ＵＢＭ〉の一部はそうしてモンスターが強くなっていった結果であるらしい。今は亜あ竜りゆうクラスの二匹ひきももっと上のクラスになるかもしれないということか。

「二週間後の講和会議までに成長できれば戦術の幅を広げられますが……間に合うかは分かりませんね。でもレイさんが頑がん張ばってますし、僕も出来るだけ強くなっておきます」

「ありがとうな、ルーク」

　でもレベルではお前が倍以上なんだよ。……俺ももっと頑張ろう。

「ところでレイさん。二週間後の講和会議に焦しよう点てんを合わせているみたいですけど、話がそこで終わらないのは分かってます？」

　竜車の荷台に座すわりながらマリーがそんな言葉を投げかけてくる。

「ああ。二週間後の講和会議で何かが起きたなら、そのまま戦争にもつれこむ公算が大きいって話だろ？」

「そのとおりです。あ、戦争中の特別仕様……〈戦争結界〉の話は知ってますか？」

「知ってる。フランクリンの事件の後に調べたからな」




　戦争は戦争当事国の国家元首が、同意の上である仕組みを起動することで始まる。

　それは〈戦争結界〉とも呼ばれ、発動と同時に戦争当事国の領土に、そしてデンドロ全体に三つの特別仕様を施ほどこす。

　一つ目は、『〈マスター〉の戦争当事国でのログイン制限』。

　戦争開始と同時に、戦争当事国で戦場と指定されたエリアには〈戦争結界〉が展開される。

　ランキング外の〈マスター〉は結界内に入ることができず、展開時に内部にいたとしても強制的にログアウトとなる。

　討とう伐ばつや決闘のランキングは人数が限られるが、クランランキングに入ったクランに戦争期間中だけでも属していれば、弾はじかれることはなくなる。

　この仕様の狙ねらいは二つある。

　第一に、被ひ害がいの縮小。制限がなければ必然的に戦争に参加する〈マスター〉は増大し、両国共に戦争で受ける被害も増大する。それを抑おさえるためというのが理由の一つだ。

　ただしこの仕様では戦争当事国以外のランカーも、戦争当事国に入ることができる。

　実際、前回の戦争においてカルディナがドライフにランカーを送り込んでいる。

　第二の狙いは、犯罪の防止。戦争に乗じて犯罪を行う〈マスター〉を弾くためだ。

　例えば有名な〈ＩＦ〉というクランのメンバーのように、国際指名手配されているような〈マスター〉は国に属しておらず、必然的にランキングにも入っていないため、戦争中は結界によって弾き出される。

　この仕様によって戦争中に各地で犯罪を起こされることを防いでいるのだという。

　これに関しては普ふ段だんからすればいいのではとも思うが、〈戦争結界〉を連続起動できる時間に限りがあるらしく、実行できないらしい。




　二つ目の特別仕様は、『内部時間の増大』。

　通常、デンドロ内部はリアルの三倍の時間で経過するが、戦争中は三〇倍に加速する。これはデンドロ全体に適用されるので、戦争当事国以外の〈マスター〉にとってはボーナスタイムに近いものであるらしい。

　しかし、一日で一ヶ月げつの時間が経過するということの意味は非常に重い。

　それは「戦争中にデスペナルティになれば、戦争中には再ログインできない」ということと同義だ。途と中ちゆうで死ねば、もう戦争が終わるまでできることはなくなってしまう。




　三つ目の特別仕様は、『勝利条件』。

　起動の際に両国は勝利条件と要求を提示する。

　敗れた側は相手の提示した要求を呑のまなければならない。

　これは以前聞いた最高クラスの【契けい約やく書しよ】を上回るものであり、反ほ故ごにすれば戦争で全土を滅ほろぼされるよりも惨むごい結果が待つと言われている。

　これは公平を期するものでもあるらしい。デンドロは【契約書】や『勝利条件』の仕様があるためにリアルの戦争よりも騙だましや反故が少なく、真っ向勝負になるそうだ。

　あるいは、そのように仕組まれているのか。

　前回の戦争では皇国は王都の陥かん落らく、王国は皇国軍の撃げき退たいを掲かかげたが、結果としてどちらも達成できないまま終しゆう了りようした。

　しかし、皇国は侵しん攻こう途と上じようにあった旧ルニングス領の実効支配を果たしている。




　そうした特別仕様を齎もたらす〈戦争結界〉を、起動せずに戦うこともできるだろう。

　けれど、その先に待つのは「どこまで戦争を続けるか」の線引きすら失われた総力戦。

　また、ギデオンでフランクリンが起こした事件や、カルチェラタンで【魔将軍ヘル・ジエネラル】が起こした事件のように、民間の人々も数多あまた巻き込まれ……犠ぎ牲せいとなることが目に見えている。それゆえにデンドロの歴史上でも、まるでゲームのような『勝利条件』付きの〈戦争結界〉を使用してきたらしい。

　そして、今回も講和会議で両国が決けつ裂れつしたときは、時期を申し合わせた上で〈戦争結界〉を使用することになるだろう。




「では、戦争になる場合の私達の最大の問題は何だと思いますか？」

「……誰だれもランカーじゃないことだな」

　仕様の一つ、『〈マスター〉の戦争当事国でのログイン制限』によって、ランカー以外は戦争当事国である王国と皇国に滞たい在ざいできない。

　俺達は誰だれ一人ひとりとしてランカーではないため、このままでは弾き出されてしまう。

　しかし、今からランク入りするのは難しい。モンスター討伐の累るい計けいポイントを競きそう討伐ランキングは広域殲せん滅めつ型や古参〈マスター〉の独どく壇だん場じよう。

　決闘はランカーと順位を賭かけて勝てばいいが、そもそもランキング最下の三〇位に挑戦するまでに決闘で一定以上の成績を収めなければならない。

　必然、討伐と決闘は時間が足りず、残された道はクランランキングだけだ。

　クランランキングは、メンバー全員分の『これまで達成してきたクエスト難易度』を集計し、順位付けしているらしい。それも単純に集計するのではなく難易度に応じたポイント制で、難易度が高くなるほどポイントも高くなるそうだ。

　難易度一で二ポイント、二で四ポイント、三で八ポイントと倍々に増えていき……途中省略して、九が五一二ポイント。最高難易度の一〇のポイントはその都度変動するが、最低でも一〇二四〇ポイントであるらしい。

『……のぅ、数字の法則性からすると一〇は一〇二四ではないのか？　桁けたが違わぬか？』

　俺もそう思わないでもないが、どうもクエストの難易度一〇は難易度もポイントも跳はね上あがる仕様だそうだ。

　なお、ポイントはクエストをクリアするために関かかわった人間の人数で割り、それぞれに均等に配布される仕組みらしい。ソロで難易度一〇をいくつもクリアすればそれだけでクランランキングに入れるとまで言われているが、そんな人はほとんどいないだろう。

　クランランキングに入るクランというのは、大たい抵ていの場合は沢たく山さんの人数でクエストをこなしたクランだ。中には精せい鋭えいで八や九などの高難易度クエストを解決していくクランもいるらしいが、少数派と言える。

　王国の一位が女化生先輩の〈月世の会〉であるのも納得だ。所属人数は最大。そのほとんどがデンドロこそをリアルと考える廃はい人じん集団である。むしろ一位でない方がおかしい。

　戦争になりそうな今は、ランキングに入るためにも一時的なメンバーを募集するクランも多く、順位も変動しやすい。それでも、〈月世の会〉の一位は不動だろう。

　ちなみに、クランランキングはリアルの一ヶ月、こちらの三ヶ月ごとに更こう新しんとなるが、次の更新日はこちらの時間で一週間後だ。

　ちょうど戦争に繋がるかもしれない講和会議の前なので、ギデオンの市街でもクランのメンバー募集が増えている。

　なお、前回の皇国では、戦争参加目当ての一時的メンバーは自分の加入したクランが入れなかった場合、見切りをつけてランキング内のクランに移動したりもしたらしい。

　それがアリなので、戦争前にランキング内のクランにさえ入れれば参加は可能だ。

「今から討伐や決闘でランカーになるのは難しいので、戦争になったときはクランに一時加入して参加することになると思います」

「まぁ、それしかないでしょうね。ボクとビースリーも、モンスター討伐や決闘には精を出していませんでしたから」

「……〈凶城〉が健在だった頃ころならクランランキングの下位には入っていましたが、今はどのランキングにも入っていませんね」

　そうか。〈Ｋ＆Ｒ〉がランキング上位にいるのだから、同格のＰＫクランだった先輩の〈凶城〉もランキングには入っているのか。もう解散してしまっているけれど。

「会長の〈月世の会〉に間借りしますか？　頼たのめば加入させてくれると思いますよ？」

「それは……正直避さけたい」

　思いっきり借りを作ることになりそうだし後が怖い。

「他に知り合いでは……カシミヤの〈Ｋ＆Ｒ〉もランキングに入っていますが、あれは実質的にはカシミヤとそのファンクラブだから難しいですね」

　ＰＫクランなのを差し引いても、女化生先輩のところより良さそうなんだけど駄だ目めか。

　だが、俺にも考えはある。

「実は、チェルシーのクランに間借りさせてもらうかもと打診はしていたので、そっちを当たってみます」

「ああ。〈黄金海かい賊ぞく団〉ですか。それなら安心ですね」

〈黄金海賊団〉は、決闘ランキング八位の〝流る浪ろう金海〟チェルシーがオーナーを務めるクランだ。彼かの女じよと一いつ緒しよにグランバロアから渡わたってきたクランで、決闘からクエスト、ダンジョン探たん索さくまで幅はば広ひろく活動している。

　クランランキングは一〇位から二〇位の間を行ったり来たりしている。次のランキングの公示日も十中八九入っているだろう。

「パーティでも大だい丈じよう夫ぶとは言われてるからさ。何とかなると思う」

「そうですか。念のためにギデオンに戻ったら聞いてみてくれませんか？」

「分かった」




　その後、俺達はその日の狩かりを日が傾かたむく程度にまで続けて、ちょうど日が沈しずんだ頃にはギデオンに戻った。

　その足で俺はネメシスと二人、チェルシーにクラン加入の話をしに行った。

　目当ての人物であるチェルシーは行きつけの食堂にいた。

　……が、アルコールのジョッキを片手にやさぐれていた。

「ウゥゥ……恋れん愛あいなんて……恋愛なんてクソだ……」

　普段の豪ごう快かいで朗ほがらかな彼女とは思えないほど、濃のう厚こうな負のオーラを放って俯うつむいている。

「チェルシー……元気出して」

「……ジョッキと皿がドンドン積み上がってくな」

　傍では決闘ランカー仲間のジュリエットが、慰なぐさめるように頭を優やさしく撫なでている。

　また、以前見み掛かけた女性の決闘ランカーがちょっと引いた様子で同席していた。

　なお、彼かの女じよ達たちはリアルが未成年らしく、コップにはジュースが入っている。

「ジュリエット……とマックスだっけ。チェルシーは何があったんだ？」

「……！　其は人が背負った情感の業ごうによる諍いさかい」

「あ。格好と二つ名がやべー奴だ」

　声をかけると、俺達の存在に気づいたのかジュリエット達はハッとこちらを向く。

　あとその二つ名って〝不屈〟じゃなくて〝黒紫紅ぐ蓮れんを纏まといし光と闇やみ合わさりし勇者〟の方？　その二つ名で呼んでるのジュリエットだけだぞ？

「で、情感の業による諍い恋愛関係のトラブルって何があったんだ？」

「然しかり。金色の集団の破は滅めつは愛により訪おとずれ、今日という日の黄昏たそがれと共に全すべては去った」

「……痴ち情じようの縺もつれでクランが崩ほう壊かいしはじめて、今日の夕方に解散した？」

　俺の確かく認にんに、ジュリエットがコクコクと頷うなずいた。

　だが、肯こう定ていされても困ってしまう。

　なにせ、〈黄金海賊団〉が解散していてはこちらの予定も何もあったものではない。

「……チェルシー、一体なんでまたそんなことに？」

「…………それ聞く？」

　チェルシーは顔を上げて、据すわった目をした赤い顔を俺に向ける。正直、怖い。

「……でも、レイとは戦争の際のクラン一時加入の話もしてたし、説明しないのは不義理だね」

　そう言って、チェルシーは溜ため息いきを吐いて説明し始めた。

「事の発ほつ端たんは、クラン内で二十股またしてた野や郎ろうがいたことよ」

「にじゅ……」

　……それはまた、随ずい分ぶんと手を広げすぎたものだ。

　ていうか物理的に可能なのかその多重浮うわ気き。

「随分と上う手まくやってたらしいけど、この前の愛闘祭でついにバレたみたい」

　カップルの祭りだから、デートがブッキングしまくったのだろうか。むしろよく愛闘祭までバレなかったものだ……と疑問に思っているとマックスが情報を付け足した。
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「浮気されてた連中がヘンな光についてったら、他の女とデートの真っ最中だったらしいぞ。で、言げん及きゆうからの修しゆ羅ら場ばだってさ」

　愛闘祭と変な光……心当たりあるな。

　ハンニャさんの一件以外にもトラブル起こしてたのか、【光王アイツ】。

「浮うわ気き野や郎ろうは逃にげるようにうちを辞やめたんだけど、そこから亀き裂れつが広がって……とうとう本日、うちのクランは解散だよ」

「それはまた、何と言うか……」

　強きよう豪ごうクランの最後がそれだと思うと、何だか悲しくなる。結局は人間の集まりだから、その関係が崩くずれるとどうしようもないのかもしれないけれど。

「それでさ……この件であたしが一番腹を立てていることがなんだか分かる？」

「いや、全く……」

　俺おれが首を振ると、チェルシーは一層恐おそろしい顔になった。




「――その恋れん愛あい絡がらみのゴタゴタにあたし自身が欠片かけらも噛かんでなかったことだよ」

　彼女の言葉には悲ひ哀あいとも怒いかりとも区別がつかない感情が篭こもっていた。




　正直、何と言えばいいのか分からない。

　ジュリエットもどこかおろおろとした様子だし、マックスは引いている。

『……二十人と付き合うようなナンパ男に、アプローチすらされなかったのだな』

　お前それ絶対に口に出すなよ？

　最悪、この食堂ごと液状黄金ポセイドンで粉ふん砕さいされるぞ。

　多分、二十股男もチェルシーの強さにビビって粉かけなかったんだろうし。

「……恋愛なんてクソだ……」

「チェルシーは……かわいい、よ？」

「あー、飯奢おごってやるから元気出せって。……財さい布ふの中身足りるかな？」

　再び負のオーラを発しながら俯いたチェルシーの頭をジュリエットが優しく撫で、マックスも慰めている。……とりあえず、ここは二人に任せるしかない気がした。

　しかし、これは本当に参った。頼たよりの〈黄金海賊団〉がなくなってしまった今、クランの問題はどうすればいいのか……。

『……あやつの〈月世の会クラン〉に入るしかないのでは？』

　…………なんてこった。







第二話　クラン







　□王都アルテア・国王執しつ務む室しつ




　その日、アルター王国の第一王女であるアルティミアは国王代理として多くの執しつ務むをこなしていた。ハンニャの事件の後は皇国との講和会議の件もあったため、すぐに王都へと戻り、講和会議に向けて様々な案件を片付けている。

「カルチェラタンでの【セカンドモデル】の増産は順調で、近衛騎き士し団だんと王都の騎士団にはもうすぐ配備完かん了りようね。例の件は、まだ難航しているようね。次の報告書は、……？」

　カルチェラタン伯はく爵しやく夫人からの報告書を読み終えた後、次の書類に手を伸のばしてアルティミアはその内容に首を傾かしげた。

　そこには、『【炎王キング・オブ・ブレイズ】フュエル・ラズバーン師、消息不明』と書かれている。

　それはアルティミアが〈マスター〉に協力を仰あおぐよりも前、有力なティアンを頼ろうとしていた時期に出していた指令の報告書だった。

　王国内に住んでいるものの王国の組織とは関わりなく生活していた超級職スペリオル・ジヨブのティアンは幾いく人にんかおり、アルティミアは彼らを勧かん誘ゆうするために使者を送っていた。

　しかしながら、人里離はなれて隠いん棲せいしている者も多かったためにその結果は芳かんばしくはなかった。何人かは既すでに自然死し、他も有力な〈マスター〉に超級職を譲ゆずるなどしていた。

　そしてまだ報告を受けていなかった最後の一人が【炎王】フュエル・ラズバーンだった。

　彼はかつて【大賢者アーチ・ワイズマン】とも腕うでを競ったほどの実力者であり、今も山深き地で修行を重ねていると世間の噂うわさになっていた人物だったが……。

「消息不明、それも庵いおりが全ぜん焼しよう……？」

　報告書によれば、ラズバーン師が住むという深き山中の庵に使者は赴おもむいたらしい。

　しかし、庵は全焼しており、庵の周りの木々もほとんどが炭化していた。

　全焼した庵の周囲に新たな雑草が生おい茂しげっていたことからかなり前……少なくとも半年以上前に燃えたのではないかと報告書には記載されている。

「…………」

　その報告書の内容を、アルティミアは訝いぶかしむ。

　庵を焼やき払はらい、どこかへと旅に出た可能性はある。

　老ろう齢れいであったラズバーン師が死期を悟さとり、自らを庵ごと焼き尽つくした可能性もある。

　だが、アルティミアはこれに何か奇き妙みような策さく謀ぼうの気配を感じていた。

　知らぬ間に蛇へびが自身の足に巻き付いているようなゾッとする不快感と危機感がある。

「……これまでも皇国の策謀、ということはないと思いたいけれど」

　いずれにしろ、注意しなければならない事こと柄がらが増えたとアルティミアは考えた。




　アルティミアはその後も仕事を続け、一ひと先まず彼女の確認や決済が必要な書類は全て片付けた。最後の書類は講和会議の護衛依い頼らいに関する報告書だった。

「講和会議に備えて〈マスター〉への依頼も出したけれど、参加状じよう況きようは良好、ね」

『かつての戦争でもこれだけ集まってくれていれば……』と思う気持ちはあったが、『きっとあのときにも同じようにしていれば集まってはくれたのだろう』と結論づけた。

　結局、前回の不参加理由の多くは王国側にある。

　しかし、だからこそ彼女には腑ふに落ちないことがある。

「どうしてお父様は、あそこまで頑かたくなに……」

　先代国王のエルドルは彼なりの信条を持って、〈マスター〉を特別な存在と考え、戦争の道具としない判断をした。アズライトも己おのれの耳で聞いているし、理解もした。

　けれど、『そもそも何な故ぜそのような信条を持ったのか』がアルティミアには不明だった。

　国王代理としてエルドルの仕事を執とり行おこなえばその意味も見えてくると考えていたが、今もって分からない。

　むしろ、レイ達たちと直ちよく接せつ触ふれ合あうことで、〈マスター〉との協力は必ひつ須すであると理解した。

　人と……レイと触れ合ったことで、アルティミアの考えは変わったのだ。

「……お父様も？」

　あるいは、エルドルも誰かと接したことで、あの思想を持つに至ったのかもしれない。

「そちらも、少し調べてみようかしら。……あら、もうこんな時間なのね」

　時刻は既に夕暮れになっており、じきに夕食の時間となるだろう。

　今日のアルティミアは、エリザベートやテレジアとも一緒に夕食をとる予定だった。

　先週のエリザベートとの一件で和解し、エリザベートがこの王都に戻もどってからは姉妹揃そろって夕食をとることも増えている。

　あるいはそれは、遠からず黄こう河がへと嫁よめに行くことになるだろうエリザベートとの思い出を作るためなのかもしれない。

　エリザベートと黄河の第三王子ツァンロンは、予定では講和会議が成った翌日には黄河へと旅立つことになる。それがギリギリのリミット。

　会議が決裂したとしても、〈戦争結界〉を発動するまでには共に黄河へと旅立つ。

　それに、もしも会議でアルティミアが暗殺されれば、エリザベートが王国の第一王位継けい承しよう者しやとなる。そうなったときは、黄河との縁えん組ぐみの形も変わることになるだろう。

　全ては二週間後の講和会議の結果次し第だい。自分が死ぬ可能性にも考えを巡めぐらせながら、アルティミアはできることをしようと考えていた。

「殿でん下か。ご在室でしょうか？」

　不意に、執務室のドアがノックされた。

　ノックしたのはアルティミアの腹心でもあるフィンドル侯こう爵しやくだった。

「ええ。入室を許可します」

「失礼いたします」

　そうして執務室に入ったフィンドル侯爵は、その手に一通の手紙を携たずさえていた。

「それは？」

「殿下に宛あてて届けられたお手紙にございます。差出人は……インテグラ殿です」

　その名前にアルティミアは驚おどろき、目を微かすかに見開いた。

　インテグラ。インテグラ・セドナ・クラリース。

　先の戦争で亡なくなった【大賢者】の徒と弟ていの一人であり……唯ゆい一いつの生き残りだ。

　彼女は徒弟の中で最も年若かったが、【大賢者】から才能を認められ、多くのことを直接教わっていた。その才は、紛まぎれもなく多くの徒弟の中で抜ぬきん出でていただろう。

　そして二年前より、【大賢者】からの最終課題として七ヶ国こくを周遊する旅に赴いていた。

　そのため、徒弟が全ぜん滅めつした【三極竜　グローリア】との戦いにも、【大賢者】が亡くなった戦争にも参加していなかったのだ。

　しかし世界を回る彼女とは連れん絡らくを取る手段もなく、これまで生死も定かではなかったのだが……今こうして彼女からの手紙がアルティミアに届いた。

「…………」

　アルティミアは少しの思案の後に、フィンドル侯爵から手紙を受け取った。

　アルティミアにとってのインテグラは、リリアーナやクラウディア同様に数少ない友人であり、親友でもある。

　しかし、この二年の間に王国の情勢は大きく変化し、彼女の兄あに弟で子し達たちや師である【大賢者】も亡くなってしまった。

　そのことについて考え、彼女からの手紙の内容を少しだけ恐れた。

　けれどアルティミアは意を決し、彼女からの手紙の封ふうを切り、中身を確かめた。

「…………え？」

　そこには、アルティミアの意図しない文言のみが書かれていた。




『この度たび、インテグラ・セドナ・クラリースは師の後を継つぎ、【大賢者】となりました。王国に帰き還かんした後は、アルティミア・アズライト・アルター殿下の下で師同様に力を尽くしたいと思います』




◇◇◇




　□【死兵デス・ソルジヤー】レイ・スターリング




「どうしたものかな……」

　当てにしていた〈黄金海賊団〉解散の報を聞いてから、俺は悩なやんでいた。

　女おんな化け生しよう先せん輩ぱいの〈月げつ世せいの会〉に入るか、ギリギリまで他の方法を模も索さくするか。

「他に当てがあれば良いのだが……それも難しいか」

「そうだな……。ランキング内で伝つ手てのあるクランもあまり多くはないし」

　幅広く戦争時の傭よう兵へい……一時加入メンバーを募ぼ集しゆうしている上位クランもある。

　クランランキング二位の〈ＡＥＴＬ連合〉というクランがそうだ。

　ランキング上位ではあるが、〈超級〉の女化生先輩がいる一位の〈月世の会〉や、決けつ闘とうランカーのカシミヤと狼桜ローザがいる三位の〈Ｋ＆Ｒ〉と違ちがい、目立ったメンバーはあまりいない。

　代わりに、人数は〈月世の会〉に次ぐ規模を誇ほこる。

　クランの活動は、端たん的てきに言えばファンクラブだ。アズライトを始めとした三人の王女と、何時だったか兄が言っていたように王国のティアンでも絶大な人気を誇るリリアーナ。

　彼女達四人のファンクラブが結集したのが〈ＡＥＴＬ連合〉だ。クラン名は彼女達の頭かしら文も字じである。彼らは『彼女たちを護る！』という目的に沿っていれば誰でも一時加入を認めていた。前回の戦争に参戦した王国の〈マスター〉では最大勢力であり、王国が完全な崩壊を迎むかえなかった一因とも言われている。

　彼らは『また戦争が起きても同じ目的を抱いて戦いに臨のぞむ』と常々宣言していた。

　俺も目的は同じであったため、実は〈黄金海賊団〉より先に打だ診しんしていたのだが……。

「……〈ＡＥＴＬ連合〉には断られたんだよな」

「あれはのぅ……」

　その最大の要因はフランクリンの中ちゆう継けいしていたギデオンの事件の映像である。

　あの戦いで俺はリリアーナ（及およびリンドス卿きよう）と肩かたを並べて戦った。

　天敵である【ＲＳＫ】を倒たおした後は、リリアーナに介かい抱ほうされもした。

　それが彼らの逆げき鱗りんに触れたらしい。

　クランのサブオーナー（リリアーナファンクラブのトップ）と直接話したのだが、「リリアーナ殿と肩を並べて……まして直接手当てされるなどあまりにも距きよ離りが近すぎる!!　しかも治ち療りようしている時の彼女のあの真しん剣けんな表情……ぐああああああ!!　お前なんか絶対に入れてやらん！　ペッ！」と断られてしまった。

「ファンクラブというのは、抜け駆がけを嫌きらうものなのだな……」

「組織によるだろうけどな」

　あの〈ＡＥＴＬ連合〉ではアウトだったらしい。

　まぁ、闇やみ討うちとかしてこないだけ、まだ理性的な人達ではあるのだろうけど。

　今からでも頼めば入れてくれないものか……。

「というか、今はアズライトとも仲が良いのだから余計に加入は不可能では？」

「……それもあったな」

「…………しかも混浴までしたのぅ」

「…………それ、内ない緒しよな」

　知られたら今度こそ闇討ちされるかもしれない。

　……やはり当面は〈ＡＥＴＬ連合〉に入るのは無理そうだ。

「……〈月世の会〉の場合、頼めば入れてはくれるんだよな」

　なにせ、一度は俺を誘ゆう拐かいしてまでクランに加入させようとしていたのだから。俺が自分から「加入させてください」と言えば、二つ返事でＯＫされてしまうだろう。

　しかし、その後が問題だ。〈月世の会〉に入る理由は戦争に参加するため、つまりは傭よう兵へい枠わくの一時加入だが……向こうがそれで済ませてくれない可能性は高いと見ている。

　あれこれと理由をつけて、逃がしてくれないだろう。

　しかもこちらはリアルも割れている。ちょっと逃げられない。

　だが……戦争に参戦できないというのは論外だ。今度の講和会議で王国と皇国が決裂すれば、待っているのは戦争。アズライトやリリアーナ、多くの友人の命運が賭かかった凶きよう事じに、その場にいることすらできないというのは、あまりに後味が悪い。

「……やっぱりそうするしかないか」

　背に腹は代えられないという言葉もある。

　虎こ穴けつどころか虎こ口こうに入ることになったとしても、〈月世の会〉に加入するしかない。

　でもパーティメンバーのみんなにはどう話したものか……。

「ン？　レイじゃないカ。そんなに思いつめた顔をしてどうしたんダ？」

　覚かく悟ごを決めながら歩いていると、特とく徴ちよう的てきな声と身長の知人……迅じん羽うに出くわした。

　彼女は兄の屋台のポップコーンのカップを手に持っていた。

　……あの手でよく器用にポップコーンをつまめるものだ。

「迅羽……」

「本当にどうしたんだヨ。なんだか、『服脱ぬいで、金属外して、酢すをつけて、塩もみこんで、扉とびらの向こうに逝いってきます』ってツラだゾ」

　……それどこの注文の多い料理店ですかね。

　しかし俺はそんなに悲ひ壮そうな顔をしていたのか……。

「何かあったなら言ってみろヨ。ダチのよしみで相談に乗るゼ？」

「迅羽……」

　何だかすごく頼りたくなる……相手は小学生の女の子だけど。

「実は……」

　俺はさっきの出来事と、〈月世の会〉への加入を頼もうと考えていることを告げた。

　それを聞いて迅羽は首を傾げた。

「なぁ、何で〈月世の会〉に入るんダ？」

「もう他にランキング内のクランに伝手がないからだよ」
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「そうじゃなくてナ」

　迅羽はそこで言葉を切って、




「お前らでクラン作ればいいだロ？」

　寝ね耳みみに水みずな言葉を投げかけてきた。




「……俺おれ達たちが？」

　今からクランを作っても、ランキング入りなんてとても無理なように思えるが……。

「お前絡がらみのクランならあのクマも入るし、パーティメンバーのＰＫ連中も入るよナ？　で、お前やクマと仲がいいフィガロも入るだろうし、フィガロが入るならあのハンニャも入るだロ。決闘ランカーでヒマしてる連中も誘さそえば来るだろうシ。こんだけ揃えば普ふ通つうにランキング入るんじゃないカ？　量より質デ」

「…………」

　その発想はなかった。

　人の数は多くないが、俺の知り合いは大半が歴戦の猛も者さ。クリアしてきたクエスト難易度に応じたポイント、その合計で決まるクランのランキングならば……可能性はある。

「はっきり言ってお前の兄貴だけでお釣つりが来ると思うゾ。ランク入りに必要なクエストの達成ポイント」

　流石さすがにそれはと思ったが、兄からは過去の話として、難易度一〇を始めとする高難易度のクエストをクリアした話を何度も聞いている。

　それも、少人数やソロで解決したものもあったらしい。

　ならば、ありえなくはない。

「……ありがとう、迅羽。そっちの方向で相談してみる」

　選せん択たく肢しが女化生先輩のところしかなかったときはどうなるかと思ったが、少し希望が見えてきた。気づかせてくれた迅羽には感謝しかない。

『絶望の権ごん化げのように扱あつかわれるあやつに少し同情するが、最初が最初だったからのぅ』

　拉ら致ち監かん禁きん、ダメゼッタイ。

「まぁ、講和会議とか戦争とか大変そうだけど頑がん張ばれヨ」

「そういえば、迅羽はどうするんだ？」

「講和会議の護衛はしねーヨ。ツァンの護衛もあるし、何より傭兵として参加する戦争ならともかく会議の護衛に他国の〈マスター〉がいても問題だロ。『お前らそんなに戦う気満々なのかヨ』って会議の空気悪くしてもナ」

「……たしかに」

　戦争のためにクランランキングに入ろうとはしているが、必ずしも戦争になるとは限らない。平和的に会議が終わる可能性も十分にある。

　迅羽はそのあたりに気を遣つかっているのだろう。

「その後は……講和会議の流れ次第だナ。戦争になるなら第一王女と改めて交こう渉しよう。ならねーならツァンと一緒に黄河に帰るゼ」

「そっか。そうなると寂さびしくなるな」

「今度はそっちが黄河まで来ればいいサ。名所も多くて観光も楽しいしナ」

「黄河か……」

　しばらくは王国を離れられないだろうけど、一段落したら各国を回るのもいいかもしれない。兄も多くの国を旅したと言うし、俺にもそうしたい気持ちは少しある。

「……いつかは黄河にも行きたいな」

「来たら案内してやるヨ」

「ああ、そのときは頼む」

　そうして、その日は迅羽と別れた。

　けれど、少ししてからとある疑問を抱いた。

　迅羽が王国に雇やとわれた場合……ツァンロンの帰りの護衛は誰がやるのだろうか、と。




◇




　迅羽と別れた後、俺はまず先せん輩ぱい達たちの待つ食事処どころに向かい、〈黄金海賊団〉が解散していた旨むねを報告。それから兄を含ふくめたメンバーで新規にクランを作り、次のランキング更新でクランランキングに入ろうと考えていることも話した。

　かつてクランを率いていた先輩の反応は、「可能性は十分にありますが、レイ君のお兄さんのポイントがどの程度かを確かめる必要があります」というものだった。

　ポイントはウィンドウの戦歴画面からチェックできる。それを見ればランキングに入っていた頃の〈凶城〉の合計ポイントと比ひ較かくして、可否がある程度見み極きわめられるそうだ。

　ただ、戦争が起きるかもしれないと考えてランキング更新前に傭兵を募集するクランも多いため、最低でもかつての〈凶城〉より多くないと難しいとも言っていた。

　ひとまず参加の意思を含めて兄に聞かなければならない事柄が多かったので、兄に連絡を取る。ウィンドウからフレンドのログイン状況をチェックすると兄はログイン中らしく、【テレパシーカフス】で連絡を取ると繋つながった。

　クランの創設についての話をすると今どこにいるか聞かれたので、俺達がいる食事処の場所を教えた。

　そして待つこと三〇分、兄は食事処に現れた。

『お待たせクマー』

「わぁ。レイ君久しぶりダヨー」

　――レイレイさんを伴ともなって。

「レイレイさん!?」

〝酒池肉林〟のレイレイ。

　王国四人目の〈超級〉であり、会うのは俺が初めてログインした日の歓かん迎げい会かい以来だ。

　一服盛られたときのことは、今でも時折飲み物を飲むときなどに思い出す。

〈超級〉の中でも飛びぬけてログイン頻ひん度どが低く、不定期な人がどうしてここに……。

『今日は久しぶりにレイレイさんとクエスト行ってたクマ』

「私がたまにログインしても最近のシュウはポップコーン作ってばっかりだったから、久しぶりの共同作業ヨー」

　そういえば、兄はレイレイさんとも時々クエストに行くとは聞いてたな。

　でもそれが今日だったとは……。

　パーティのみんなも、エンカウント率が群を抜いて低い〈超級〉であるレイレイさんとの遭そう遇ぐうに驚いている様子だ。

『で、クランについての話があるんだろう？』

「あ……、そうなんだよ」

　予期せぬレイレイさんの登場に呆あつ気けにとられていたが、本題はそちらだ。

　兄とレイレイさんに同じテーブルについてもらい、順を追って今の状況を説明した。

『なるほどな。ま、雌め狐ぎつねに借り作るのはやめとくのが正解クマ』

　兄の言葉に頷く。先輩を見ると……少し考えてから頷いて同意していた。

『さて、まずはクランのランキングに入るために必要なポイントについてクマ。これが俺のポイントクマ』

　そう言って兄はウィンドウの戦歴画面を開き、俺達にポイントを見せた。

　それは俺とは桁が幾いくつも違っていたが、ランカークランの合計ポイントと比較したときはどうなのだろうかと思って先輩を見ると、

「……………………」

　無言で目を見開いていた。

「先輩、このポイントは……？」

「……解散前の私達の合計ポイント……その倍以上ありますね」

「「「「…………」」」」

　俺も、ネメシスも、ルークも、マリーも、言葉をなくす。

　先輩の率いてきた〈凶城〉は王国でも名うてのＰＫクランであり、フィガロさんという強すぎる相手に敗れはしたものの、数も質も揃えていた。

　きっとクエストだって数多くこなし、ポイントも稼かせいでいただろう。

　しかし兄は個人でその倍以上のポイントを有するという。

　……〈超級〉が規格外というのは分かっていたが、これほどか。

「……傭兵によるランキング全体の増加分を踏ふまえても、十二分に足ります」

「そうか……」

　兄の協力さえ得られればクランランキングに入ることは確実ということか。

『俺が名義だけでも貸せば、ランキング入りしてお前はランカーになれるクマ』

　兄はそこで言葉を切って、

『――そうする前に俺の質問に答えてもらうクマ』

　続く言葉で兄の雰ふん囲い気きが変わったことを感じた。

　けれど、他のみんなは気づいていない様子だ。

　俺だけに分かるような……そんな些さ細さいな変化なのだろう。

「……何だよ、兄貴」

『お前が初めてログインした日に、お前は俺から戦争の話を聞いて「ランカーを目指す」って宣言したクマ』




　――まずはレベルを上げて……ランカーでも目指してみようか。




　そんな言葉をあの日の俺は確かに述べて、目標とした。

　けれどその翌日に初めてのデスペナルティとなり、自分達の力不足を知った。俺達は、敗北からの立ち上がりをスタート地点として、これまで多くの事件を駆かけ抜けてきた。

　それでも、最初の目標が「ランカーになる」ことであったのは変わらない。

『ここでクランを作り、俺が加入すればまず間ま違ちがいなくお前はランカーになれるクマ。あるいは俺が入らなくても知り合いを集めればできるかもしれないクマ。そうでなくても、今のお前のネームバリューとポケットマネーで傭兵を集めてもいけるかもしれないクマ』

　言われて気づく。

　たしかに……兄の協力を得られなくても、解決策はあるように思える。

『でも、それでいいクマ？』

「…………」

『自分の力ではなく、他者の力でランカーになって……お前は後味良く納なつ得とくできるクマ？　何より俺というメンバーを交えてクランを作る覚悟はあるクマ？』

　兄の口調は普ふ段だんと何ら変わらないけれど、分かる。

　これが、兄からの真剣な問いであることが。

　兄に問われ、俺はランカーとなることについて今一度考える。

　きっと、始まりの日の俺が目指したランカーはクランランキングではなかった。

　自分の実力を引き上げて、討とう伐ばつか決闘で辿たどり着つけると思っていたはずだ。

　けれど、累るい計けいの討伐数が物を言う討伐ランキングで上位に入る見込みはなく、決闘ランキングで実績を重ねて挑ちよう戦せんする時間も実力も足りない。

　クランランキングでなければ、俺はランカーになれない。

　逆に、クランランキングならばきっと可能だろう。ランキングに入るようなクランを結成することも、扶ふ桑そう先せん輩ぱいのクランに入ることも、きっとできる。

　それが他力本願ではないかと言われれば……否定はできない。最初に「ランカーになる」という目標を抱いた頃ころの俺は、それを後味が良い結果だとは思わないだろう。

　けれど……。

「…………」

　俺はネメシスへと視線を向ける。

　ネメシスは言葉でも、心でも、何も言わない。

　ただ、真まっ直すぐに俺を見ていた。

「……そうだな。答えは、既に出てる」

　俺は一度目を閉じ、息を吐はいて……、着ぐるみ越ごしに兄の両目を見み据すえる。

「……兄貴の言っていることは、間違いじゃない。その目標を立てた頃、俺はこんな風にランカーになるとは思っていなかったはずだ」

　兄の言うように、俺にとって目標を曲げるというのは後味の良いことじゃない。

　きっと昔から俺を見てきたからこそ、それがよく分かっているのだろう。




「だけど、それは……今の俺にとっては大おお間ま違ちがいなんだ」




　だけど、本当に大切なものはそうじゃない。

　あのときの俺と今の俺では、見えているものがあまりに違う。体感でもほんの二ヶ月げつ程度の時間に過ぎないけれど、それでも重ねてきた時間が違うから。

「手段を選んで、王国の……友達アズライトのために何もできない。そんな最悪に後味の悪いことになるくらいなら、今の俺は手段なんて選ばない」

　最も優先すべきことが、今の俺には見えているから。

「死しに物もの狂ぐるいで、今の俺に見えている可能性を掴つかんでやる」

　望む可能性を掴むために、己の全すべてを駆く使しする。

　それに……俺はこの道を他力本願だとは思わない。

「兄貴でも、仲間でも、友達でも、……今の俺と力を合わせてくれる人達と一いつ緒しよにクランを作って、ランカーになる」

　他者の力かもしれないけれど、その人達と力を合わせることができるのは俺が重ねてきた時間の、……かつての俺が今の俺になるまでに通ってきた思い出の結果だと思うから。

「『この縁えんも俺の力だ』と胸を張って、アズライトと一緒に戦ってやる」

　俺は今の俺の全てで目の前の困難にぶつかり、可能性を掴むと既に決めたのだから。

「それが、俺の選せん択たくだ！」

　俺達でクランを作り、クランランキングでランカーになる。

　その道を選ぶことに対し……今の俺には一いつ片ぺんの悔くいもありはしない。

『…………』

　俺の宣言の後に、静せい寂じやくが店内に満ちる。

　兄も、ネメシスも……誰だれもが言葉を発さず、時だけが過ぎる。

　その静かな時間の後に、兄がゆっくりと口を開く。




『――合格だ』

　そう一言で述べた兄は……着ぐるみの向こうで笑っている気がした。




『俺の名義と戦力、お前のクランにくれてやるクマ。クランオーナー』

「ありがとう、兄……え？」

　兄に感謝を述べて……その言葉の最後に付いた文言に気づく。

　クランオーナー？

「……俺が？」

『そりゃそうクマ。俺は名義を貸しはするが、実際に運営するのはお前クマ。だったらお前がクランオーナークマ』

　……そうだった。クランを作るとは決意していたが、オーナーが誰になるかまでは考えが回っていなかった。

　先輩達の方を見ると、先輩はゆっくりと頷うなずいた。

「このパーティや【破壊王彼】、これからレイ君が声をかけようとしている人々もですが、レイ君だからクランメンバーになるのです。他の誰がオーナーになっても筋が通りません」

「ええ、その通りです」

「まぁ、こんな滅め茶ちや苦く茶ちやなメンバーになってるのはレイさんの類友……げふんげふん、人望のお陰かげですからね！」

　先輩だけでなく、ルークやマリーも先輩と同意見らしい。

「オーナーはレイ君以外にありえません」

「…………分かった」

　そこまで言われたのならば、覚悟を決めよう。何より、オーナーになることに尻しり込ごみしていたのでは前に進むことはできないし、望む可能性を掴むこともできないはずだから。

「俺おれが……クランオーナーになる」

　そう述べると、ネメシスが俺に拍はく手しゆを送った。

　兄も、ルークも、マリーも、先輩も、レイレイさんも同じく拍手を……。

「……ちょっと待て!?　店内にいた他の人達も拍手してるけど!?」

　今、気づいた。俺は衆しゆう人じん環かん視しの中で、さっきの宣言をしたのだということを。

　……初めてデスペナルティになった後の噴ふん水すいでのことを思い出す。

　…………恥はずかしくなってきた。

『ふっふっふ。ただで名義貸すのもあれだからちょっと意気込みを聞いてみたが、思ったより熱い宣言で満足クマ』

　そんな理由で!?

「ふふん。ここぞというところで存外に暑苦しいのがレイのいいところだぞ、クマニーサン」

『知ってるクマ』

「ネメシスもちょっと誇らしげに話に乗っかるなよ！　恥ずかしさが増ぞう幅ふくされるから！」

　そんな俺の反応に周囲からは笑しよう声せいが聞こえた。

「うんうん。大団円ダヨー」

　そんな中、特にケラケラと笑っていたレイレイさんはそう言って、

「あ。クラン作るなら私も加入するヨー」

「「「「「『え？』」」」」」

　俺だけでなく兄まで含めた全員が思わず聞き返すようなことを述べたのだった。




◇◇◇




　□決闘都市ギデオン




　店内での問答から少しして、「善は急げ」とばかりに一行はクランの結成届けを提出することにした。レイレイが次はいつログインできるか不明、というのも結成を急ぐ理由だ。

　国家所属クランの結成届け提出や人数追加の手続きは該がい当とう国の冒ぼう険けん者しやギルドで行うことが出来るため、揃ってそちらに歩いている。

　クランについて話すレイ達の少し後ろで、シュウとレイレイが並んで歩いている。

「シュウはどうしてさっきの問答したノー？　あれ、レイ君の答え次第では加入しなかったデショ」

　前を歩くレイ達に聞こえないように、レイレイがシュウにそう言った。

『……分かるか？』

「シュウとの付き合いも結構長いからネー」

　ニコニコとした笑え顔がおのレイレイに、シュウは『そうか』と納得する。

　彼かの女じよが言うように、レイの返答次第ではシュウが名義を貸すことはなかった。

　理由は幾つかあるが、その中でもレイの意思確かく認にんと並んで最大のものは『【破壊王】シュウ・スターリングの名が大きすぎる』ということだ。

『〈超級スペリオル〉が所属するクランは、敵を作る』

　それはかつて〈ソル・クライシス〉がレイを倒して名を上げようとしたことと同様であり、遥はるかに規模が大きいものだ。それほどに、〈超級〉のネームバリューは大きい。

　ただでさえ皇国との戦いで悪あく縁えんができ、狙ねらわれることの多いレイが……さらに余計な相手に狙われることをシュウは懸け念ねんしていた。

『だから、レイレイさんが参加すると言ったのも正直どうしたものかと思ってるんだが』

『毒を食くらわば皿までヨー。一人入ったなら、二人でも変わらないデショ？』

『……フィガロの奴やつも復帰したら入るだろうな。そうしたらセットでハンニャもだ』

『おー。〈超級〉が四人も加入するヨー』

『……国家所属のクランとしちゃ〈セフィロト〉に次ぐ〈超級〉の数だ。そんなもんのオーナーになるあいつは、これから今まで以上に注目されることになるだろうな』

『大変だネー』

　それが分かっていても、シュウはレイのクランに入ることを決めた。

『それでも、あいつの決意は聞いた。なら、もう言うことはないさ。俺もメンバーの一人として、兄として、あいつと一緒にやっていくだけだ』

　これから起こるだろう様々な出来事も、レイならば向き合えるだろうとシュウは信じた。




　かくして、西方三国で最も多くの〈超級〉が所属するクランが、ルーキーであるレイ・スターリングをオーナーとして誕生することになったのだった。







第三話　恐るべきクラン







　□王都アルテア・王城




　講和会議まで一週間を切ったその日、アルティミアは執しつ務む室しつで詰つめの作業をしていた。会議前までのあらゆる段取りを片付けておき、会議で何が起きても……自分が死んだとしてもすぐに国として動ける準備を固めている。

　彼女は、講和会議で自分が死ぬとすれば三つのパターンがあると考えている。

　一つ、講和会議自体が罠わなであった場合。

　二つ、講和会議の決けつ裂れつにより戦せん闘とう状態に移行した場合。

　三つ、講和会議を狙った第三勢力に襲しゆう撃げきされた場合。

　一と二の場合は皇国を相手に戦争を再開することになる。

　しかし、三の場合は現時点では如い何かなる状じよう況きようとなるかが読めず、何が最善手であるかを残った者達たちに考えてもらわなければならない。

　幼いエリザベートにその判断は難しいため、自身の腹心であるフィンドル侯こう爵しやく、そして信しん頼らいできる友人のリリアーナをこの王都に残すことにした。

　自身の死後はその二人を後見人として、エリザベートやテレジアを支えるように書面も残してある。

「インテグラは、間に合わなかったわね」

　親友であり、【大賢者アーチ・ワイズマン】の後こう継けい者しやであるインテグラ。

　彼女の手紙には帰還する旨は書かれていても、その時期は明記されていなかった。

　そして現時点でも彼女が王都に帰り着いた報告はない。講和会議まであと僅わずか。彼女の帰還は間に合わないと考え、彼かの女じよ抜ぬきでの準備を整えている。

　作業を進めていると、執務室のドアがノックされた。

　門の外の近衛騎き士しに用件を聞くと、「レイ・スターリング氏がいらっしゃいました」という返答がきたため、執務室に通すように伝えた。

　昨日のうちに王都まで移動してきたことは聞いていたので、近日中に来てもらうように伝えていたのだ。

　大学のために他の世界に姿を消すログアウトする頻度もそれなりに多いレイであるので、翌日というのはアルティミアの想定よりも早かった。

「いらっしゃい。レイ、ネメシス。久しぶりね」

「ああ、久しぶり」

「ハンニャの事件の後以来だのぅ、アズライト」

「そうね。私も講和会議の準備で忙いそがしくて、あの後は王都に戻もどってしまったから」

「そっちは大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「ええ。粗あら方かたの段取りは済ませたわ。それでアナタを呼んだ理由は二つあるのだけど、まずはシルバーについてね」

「シルバー？」

　自身の所有する煌玉馬の名前を急に出されて、レイは首を傾かしげた。

「カルチェラタンで進めているあれの修復作業で、どうしてもオリジナルの煌玉馬の構造の写しが必要になったらしいのよ。【セカンドモデル】だと簡略化されてる部分だから参考に出来ないらしくて」

「なるほどのぅ。量産型だけあってコストダウンしている部分もあるのか」

「ええ。それで修復のためにオリジナルの煌玉馬の構造データが欲ほしいそうなの。担当のブルースクリーン氏が今は王都の工こう房ぼうにいるから、後で顔を出してもらえるかしら」

「分かった。それでもう一つの用事は？」

「……その、私が個人的に聞きたいことがあったの」

「アズライトが？」

　レイは『何だろう？』と疑問に思ったが、その答えはすぐに返ってきた。

「アナタ、自分でクランを作ったそうね」

「ああ、そのことか。もう知ってるんだな」

「ええ。噂うわさになっていたから…………」

　そこまで言って、アルティミアは少し口をつぐみ、頬ほおを赤くした。

　その理由は、噂にレイが衆人環視の中で行った宣言の内容まで入っていたからである。

　直接聞いたわけではないのに、想像してアルティミアは顔を赤くしたのだ。

「アズライト？　どうかしたのか？」

「……なんでもないわ。それより、クランにはどんなメンバーが集まったの？」

「俺と兄貴、うちのパーティメンバー、それとレイレイさん。あとは知り合いの〈マスター〉を何人か誘って、加入の返事をもらえた三人だ。人数は合計九人だな」

　それはクランとしては普通の規模で、むしろ少人数と言える。

　だが、そのメンバーの中に〈超級スペリオル〉が二名、名を馳はせたＰＫが二人いる時点で普通のクランではありえない。

　なお、加入した三人と言うのは度たび々たびクエストで同行もしていた霞かすみ、ふじのん、イオの三人である。霞がルークに誘われ、「わぁ……。ルーク君やレイさん、それに師し匠しようとも一緒のクランなんだ……。それはとっても良い、ね……！」と赤面しながら二つ返事で了りよう解かいした。他の二人も二つ返事である。

　……なお、その後に霞が他のメンバーとの顔合わせで失神したことは些細な問題である。

　偶たま々たまビースリーがバルバロイモードだったので間が悪かった。




　なお、レイの方は模も擬ぎ戦仲間の決けつ闘とうランカーに声をかけたが、そちらからの加入者はまだいない。既すでに〈バビロニア戦闘団〉というクランを預かっているライザーには打だ診しんせず、ビシュマルは「俺はクランには入っちゃいないが、ライザーの野や郎ろうと組むことにしてるぜ！」と言って断った。

　ジュリエットとチェルシー、マックスは返答を保留にして欲しいと返答していた。

　チェルシーは先のクラン解散のショックがまだ抜ぬけておらず、すぐには新クランに入るという判断を下せない。ジュリエットはそんなチェルシーが心配という理由で、まだ加入しないことにした。マックスは「メンバーがヤバすぎて二の足踏む」とのこと。

　チェルシーが落ち着いたら彼かの女じよ達たちの方から、加入か断りの意思を伝えることになっている。彼女達がレイのクランに入るのか、あるいは新クランを立ち上げでもするのかはまだ分からない。

「……アナタの兄はともかく、レイレイまで入っているのね」

「それは俺も驚おどろいた。あと兄貴が言うには、フィガロさんとハンニャさんも入るそうだけど、二人はまだ戻ってきてないから加入はしてない」

〈超級〉が四人という状態に驚くべきか、……あるいは呆あきれるべきか悩なやんだ。

「王国の〈超級〉がそこまで一丸となるなんて、少し前までは想像もできなかったわ。……レイのお陰かしら？」

「だったら、アズライトが理由だよ。アズライトがいたからこそ、俺もこのクランを作る決意が出来たんだ」

　あっさりと言われたその言葉に、アルティミアの心しん拍ぱく数すうは少し増えた。

「…………アナタって、本当に私を驚かせることを言うわね」

「そうか？」

「アズライト、気をつけるのだ。レイの口はここぞという時に熱いことを言うが、普段もあっさりと心臓を止めかねないことを言うからの」

「本当にそうね」

「……お前らの中で俺の口はどういう扱あつかいなんだ？」

「「…………」」

　二人が目を逸そらして無言になったことが、ある意味では答えと言えた。

　レイは二人の態度にちょっと落ち込み、気持ち悲しげな表情でシャコンと【ストームフェイス】を装備した。

　それが「台詞せりふには気をつける」というアピールなのか、「俺の口はそんなにやばいのだろうか……」という落ち込みの意思表示なのかは分からない。

「……いえ、レイの口のことはいいわ。それよりもレイのクランに話を戻しましょう。クランについて聞きたいことは、顔ぶれ以外にもあるのよ」

『それは？』

「…………マスク外してもらえるかしら？」

「分かった。で、他に聞きたいことって何だ？」

　そう尋たずねるレイにアルティミアはある資料を取り出す。

　それは最近更こう新しんされたランキング掲けい示じ板ばんの写しだった。

「アナタのクランの名前よ。先日の更新でクランランキングは変動が激しくて、どれがレイのクランか分からなかったから」

「ああ。今回は上から下までガラリと変わってたからな」

　大きな変化の理由は幾つかある。〈黄金海かい賊ぞく団〉や〈凶城〉といったクランが解散によりランキングから消しよう滅めつしたことで生じた空き。戦争が起きると想定して傭よう兵へいや新規メンバーを募ぼ集しゆうして合計ポイントを高めたクランの参入。

　そして、ランキング二位〈ＡＥＴＬ連合〉の分ぶん裂れつと縮小が挙げられる。

〈ＡＥＴＬ連合〉が縮小した理由は、リリアーナのファンクラブが離り脱だつしたからである。

　原因は、レイが〈ＡＥＴＬ連合〉に加入を打診した件だった。

　サブオーナーが下したレイの入団拒きよ否ひに対し、『レイ・スターリングがいればリリアーナを通じ、エリザベート様と俺達の接点もできたじゃないか！　何してんのばかぁ!?』と、リリアーナが護衛する第二王女エリザベートのファンクラブが涙なみだながらに訴うつたえた。

　それに対し『うるせえ！　こっちの気持ちがお前らに分かってたまるか！　バーカッ！』とリリアーナのファンクラブも反論。

　その諍いさかいをアルティミアのファンクラブは宥なだめようとし、テレジアのファンクラブは我関せずを貫つらぬいた。

　結果として、リリアーナのファンクラブは〈ＡＥＴＬ連合〉から脱だつ退たいし、〈リリアーナＦＣ〉として独立した。……単独になってもランキングに食らいついたあたりは、流石は〈ＡＥＴＬ連合〉でも一、二を争う勢力である。

　こうして〈ＡＥＴＬ連合〉は実質的には〈ＡＥＴ連合〉になってしまった（国家所属クランの名前は結成後に変えられないので、登録名は〈ＡＥＴＬ連合〉のままであったが）。

　そんな彼らに、新たな悲劇が舞まい降おりる。

〈ＤＩＮ〉から入手してしまった『エリザベート殿でん下か、黄こう河がに輿こし入いれ』情報である。

　それはすさまじい衝しよう撃げきをエリザベートのファンクラブに齎もたらした。

　ショックでログイン頻度が落ちる者、暴走しかけて謎なぞのグラサンＰＫにデスペナされる者、「黄河か。少し遠いな」などと言いながら旅たび支じ度たくを始める者等々、非常に混乱した。

　そのドタバタでメンバーが少し減り、それもまたランキングを落とす要因となった。

　彼らにとって幸いだったのは、レイとアルティミアの関係についてはそこまで知られなかったことだろう。アルティミアがレイと同行している時に仮面を付けていなかったら、もっと混乱していたかもしれない。

　結果として、現時点の〈ＡＥＴＬ連合〉の順位は八位、〈リリアーナＦＣ〉の順位は二七位である。大おお幅はばな後退と言えた。

　そんな〈ＡＥＴＬ連合〉の後退によって、クランランキング三位であった〈Ｋ＆Ｒ〉が二位に浮ふ上じようしたかと言えば……そうではなかった。

　新たにランキング上位に食い込んだクランがあったのである。

「今回は新たにランキングに入ったクランも多いけれど、私が特に注目しているのは二位のクランね」

「え、二位のクラン？」

「これまで名前を聞かなかったクランなのに、あの〈月げつ世せいの会〉には届かないものの、二位につけているわ。これは相当な集団よ」

「……のぅ、アズライト。それは」

「けれど、あまりにも名前が禍々しすぎるわ」

「「…………」」

　レイとネメシスの二人はアルティミアが机の上に置いたリストに視線を送り、……そして目を逸らした。

「この名前、もしかして〈マスター〉用語で言うＰＫのクランじゃないかしら……？」

　アルティミアの疑念に対し、二人は返答に悩んだ。

「あー、うん。ある意味、そうかな？」

「……ＰＫのクランと言えば、そうかもしれぬのぅ。あの二人だけでなく、クマニーサンやあの蛇へびチャイナも結構殺っておるだろうし」

「そう、クマニーサンや蛇チャイナが…………今なんて言ったかしら？」

　アルティミアは思わず聞き返した。

　クマニーサンとはたしか、ネメシスがよく使う【破壊王シユウ】の愛あい称しようであったからだ。

　ならば、それが意味することは……。

「……アズライト」

　顔に冷ひや汗あせを流しながら、レイはアルティミアの目を見ながら口を開く。

「その二位のクランが…………俺おれ達たちのクランだ」

「…………………………………………え？」

　アルティミアはその答えを聞いて、今度は心臓が止まるかと思った。

　アルティミアは再度リストへと視線を落とし、二位を凝ぎよう視しする。

　王国を守り、アルティミアと共に戦うために、レイの創設した新たなクラン。

〈超級〉を二人、じきに四人、将来的にはさらに抱かかえ込む可能性もある超ちよう強きよう豪ごうクラン。

　彼女にとっても王国にとっても特別なクラン。

「…………………………」

　アルティミアは、それがレイのクランだとは本気で気づいていなかった。

　いくら〈超級〉がいても、少人数なので二位にはならないと思っていた。

　何より、ここまで禍々しい名前をつけるとは思いもよらなかったのである。

「…………どうしてこんな名前に？」

「……色々あったんだ」

　そうしてレイは重い口を開き、ゆっくりとそのときのことを話し始めた。




◇◇◇




　□一週間前　【死兵デス・ソルジヤー】レイ・スターリング




　クランを結成することになった運命の日。

　俺達は冒険者ギルドの窓口で結成の手続きをしていた。

　本ほん拠きよ地ちなどはまだ決めなくても良かったので、用紙の作成にはさほど困らなかった。

　……クラン名という最大の思案ポイントを除けば。

　言うまでもなくクラン名はクランの看板とも言うべき大事なものである。

　そのため、クラン名を決めるのは非常に難航した。個性的なメンバーが集まりすぎた反動か、「これだ！」とメンバーが納得できるような名前が出てこないのだ。

　良さそうな名前があっても『あ。同じ名前のクランがグランバロアのランキングにいるクマ』とか、「その名前はカルディナで昔活動していた盗とう賊ぞく団と同じですねー」といった風に、情報通の面々が「被かぶってるよ」と言ったのでボツになった。

　そうして一時間以上も話し合い、冒険者ギルドの窓口が閉まる時間が迫せまっていた時。

「私に良い考えがあります」

　先せん輩ぱいがメガネを光らせながらそう言った。

「私がクラン名を決める時に使った方法ですし、それなりにメジャーなやり方です」

　そうして、先輩はアイテムボックスから紙を取り出し、十二等分した。

「クランの初期メンバー、今回の場合はここにいる六人で『前半』と『後半』の単語をそれぞれ一枚ずつカードに書き、『前半』と『後半』で分けて箱に入れます。箱は……」

『ポップコーンに使う紙箱をちょちょいと加工するクマ？』

「それでお願いします」

　兄はポケット（型のアイテムボックス）から平たい状態の紙箱とハサミ、テープを取り出して工作をし始めた。それを横目に、先輩は続きを説明する。

「箱に入ったカードをクランオーナーが順番に引いて、『前半』と『後半』をくっつけてクラン名とします。おかしな名前だったらまた単語カードの作成からやり直しですね」

「簡単ですけど面おも白しろい決め方ですね。引くのがオーナーというのもいいと思います」

　ルークがそう言って、他のみんなも頷く。

「ええ。お手軽ですし面白いので、多くのクランでこの手法は使われています。〈凶城マツド・キヤツスル〉だけでなく、〈ゴブリンストリート〉もこの命名法だったはずです」

　……結構ドンピシャで物ぶつ騒そうな名前が出来るものだ。

　兄の手で箱もすぐに出来上がり、みんなで他のメンバーに見えないように単語カードを書き始めた。

　さて、俺は……そうだな、前向きな単語が良い。『前半』には『ライフ生命』、『後半』には『ガード守る者』と書いておこう。

　ライフガードだと何だかそういう職業みたいだが、両方とも自分のカードを引く確率は低いし、他の人の単語と混ざればいい塩あん梅ばいになるだろう。

　やがて六人全員が書き終わり、それぞれの箱にカードを投入した。それから『前半』の箱をネメシスが、『後半』の箱をバビが、シャカシャカと振ふってかき混ぜる。単語カードを書くのはメンバーだけだったので、二人にはシャッフル係をお願いした形だ。

　そうして準備は整った。

「じゃあ、始めます」

　みんなの注目を集めながら、俺は『前半』の箱から一枚目を引いた。

　緊きん張ちようと共に、引いたカードを見る。

「……………………ぇ？」

　そこには……『デス死』と書かれていた。

　俺のカードと完全真逆の単語である。

「…………」

　いきなり飛び出してきた不ふ穏おん極きわまる単語に、沈ちん黙もくせざるを得ない。

　それは他のみんなも同様で、何も言わないまま、『後半』の箱を見ている。

　正直、この時点でボツなのじゃないかと思いもするが……『後半』のカードを引く。

　そこには…………『ピリオド終止符』と書かれていた。

『前半』の単語と組み合わせよう。




　命名、――〈デス・ピリオド〉。




「何だよこの組み合わせ!?」

　どうしてダブルで終わらせに来てんの!?

　結成と同時に死んでるじゃん!?

　ＰＫクランより遥かに物騒な名前出来上がってるよ!?

「……一回目から凄すさまじいものが出来上がってしまったのぅ」

「いや、流石さすがにこれは……」

　戦争で王国を守るクランなのに、逆に呪のろいそうな名前だ。流石にちょっと……。

「……良いですね」

　…………先輩？

「このクラン名、最高ですね！　いやー、『デス』の単語入れたのボクですけど、まさかここまでバッチリな組み合わせになるなんて思いませんでしたよー」

　待て、【絶影デス・シヤドウ】マリー・アドラー。

「おー、これは中々ロックな名前ダヨー。私はこういうの好きだナー♪」

　レイレイさん、何でそんなにウキウキしてるの？

『俺の知る限り、有名所で名前被ってるクランはないクマ』

　いや、それも重要だけどさ……。

「『ピリオド』は僕ぼくが入れました。『理り不ふ尽じんな死に終止符を打つ』、レイさんのクランに相応ふさわしい名前ではないでしょうか？」

　ルークも心からそう思っていそうな笑顔でそんなことを言っている。

　そうか、そういう読み方をすれば何とか……。

『……それだと御お主ぬしの考えた『ライフ』だとシャレにならなかったのぅ』

〈ライフ・ピリオド〉で『生命に終止符を打つ』……どう考えてもＰＫクランだったな。

「マイナスにマイナスをかけたらプラスになった、みたいな名前だな」

『ハッハッハ。それもこのメンバーには似合いって気がするクマ』

　兄の言葉に、みんな同意するように頷いていた。

　ともあれ、メンバーはみんなこの名前を気に入っているようだった。……些いささか名前が物騒な気はするが、ルークの言ったような意味合いなら俺としても納なつ得とくできる。

「……分かった。これから始まる俺達のクランの名前は――〈デス・ピリオド〉だ」

　かくして、俺達のクラン名が決定したのだった。

　……やっぱりちょっと禍々しかったが。







閑　話　皇国備え







　■皇都ヴァンデルヘイム某ぼう所しよ




　講和会議まであと三日に迫った。

　この時期、王国だけでなく皇国もまたその準備に追われている。

　今回の講和会議には全権代理人として皇妹クラウディアが参加することは世間にも広く周知され、王国と同様にその身を守るための〈マスター〉の募集も始まっている。

　そして今も一人の〈マスター〉が、そのクエストに参じようと意気を高めていた。




　その日、ゼタは城の一角に借りた自室でコーヒーの淹いれ方かたを練習していた。

〈ＩＦ〉オーナーであるゼクスがコーヒーに凝こっていると知り、彼女もコーヒーの淹れ方を学び始めたのである（なお、彼女がそれを知ったのは、ゼクスからのメールに「最近はコーヒーを淹れるのも上達しまして、ガーベラさんからも美お味いしいと言ってもらえました」と書かれていたためだ。読んだときは少しだけガーベラにジェラシーを覚えた）。

　しかしゼタは元々味の良よし悪あしがよく分からない性た質ちであったため、自身の淹れたコーヒーの成否がいまひとつ理解できずにいた。

　せめて香かおりの良し悪しだけでも判断しようと、コーヒーカップを鼻に近づけたとき、

「ゼタ！　俺も今度の講和会議に参加するぞ！　講和会議にはあの〝不ふ屈くつ〟も参加するらしいからな!!」

　彼女の自室の扉とびらは、赤髪がみの偉い丈じよう夫ふによってノックもなく力任せに開かれた。

　音が鳴るほどの勢いで扉を開いた衝撃で部屋が揺ゆれ、ゼタが顔を近づけていたコーヒーが波打ち……彼女が顔に巻いた包帯に黒い飛沫しぶきを飛ばした。

　白い包帯に、黒い水玉模様が出来上がってしまった。

「あ……」

　部屋に入ってきた赤髪の偉丈夫……ローガン・ゴッドハルトは己おのれがやらかしてしまったことに気づいたが、咄とつ嗟さに謝あやまれずにそのまま立たち尽つくした。

「…………ふぅ」

　包帯を汚よごされたゼタは溜ため息いきをついてコーヒーカップを置き、――そのまま何でもないように顔の包帯を解いた。

　褐かつ色しよくの肌はだと赤い目、それと十代半ばほどの美少女と言ってもいい顔立ちが露あらわになるが、ゼタは特に気にした様子もない。

　すぐに代わりの包帯をアイテムボックスから取り出して、顔に巻き始める。

「…………」

　それに対し、ローガンは何も言葉を発せられない。彼かれがゼタの素す顔がおを見たのは初めてであることがその理由だが、見み蕩とれたからという訳ではない。

　それは「今まで隠かくしてたのにあっさり顔を出すのか」という感想と、「どこかで見た顔だな……？」という疑問からだ。直接に顔を見たわけではなく、写真か映像で見たものを薄すらと覚えている……程度の記き憶おく。

　しかしそれが何時の、何の記憶であったかを思い出すよりも早く、包帯を巻きなおしたゼタが声をかけてきた。

「提案。次からはノックを必ひつ須すとします。また、扉を開ける際には力加減を」

「あ、ああ。分かった」

　ローガンは言われるままに頷うなずいた。

「本題。それで、如何なる用件ですか？　講和会議や〝不屈〟、と言っていましたが」

「そ、そうだ！　ゼタ！　俺おれも講和会議に参加するぞ！　今度こそあの〝不屈〟を撃げき破はし、汚お名めいを返上してやる！」

「却きやつ下か」

　普ふ段だんなら単語の後に付ける本文すらなく、ゼタはローガンの申し出を却下した。

「な、なぜだ！　ゼタが俺に提案した新たなビルドは凄まじいぞ！　これなら今度こそあんなルーキーに遅おくれをとることもない！　王国の〈超級〉だって俺一人で……」

「齟そ齬ご。そもそも目的に齟齬があります。今度の講和会議は、戦闘の可能性はあれども表向きは戦闘を前提にはしていないのだから」

「だが、やるのだろう？」

「未確定。講和会議の流れ次し第だいです。それに……今はレベル上げとコスト集めに集中すべきでは？　今のあなたは、五〇〇レベルにも満たないのだから」

「ぐっ……」

　ゼタが言うように、現在のローガンのレベルは三〇〇台である。

　それの原因の一いつ端たんはゼタにあり、そして大半はローガンにあった。

　ローガンの〈超級エンブリオ〉であるルンペルシュティルツヒェンを活いかすビルドを、ゼタが提示した。それは彼女の考えうる限り最良のものであり、ローガンも納得した。

　納得しすぎた。

　善は急げとばかりにローガンは【魔将軍メイン】以外のジョブを全てリセットし、その後ビルドに必要な下級職で埋うめたのである。

　結果として、彼のレベルは大幅に下がり、春休みが終わって小学校の授業が再開していたために彼は未いまだに下がったレベルを上げ切れてはいないのだ。

「注意喚かん起き。流石に現状のあなたでは危あやういでしょう。あの新戦術もまだ準備が整ってはいませんし、それに今のレベルだと王国の【女教ハイプリ」

「心配するな！　ゼタのビルドは俺でさえ納得するしかないほどの傑けつ作さくだ！　レベルが低くても問題ない！　まぁ、念のために合計を五〇〇程度までは上げてから挑いどむがな！」

「不足。いえ、それだと足りな……」

「見ているがいい！　生まれ変わった【魔将軍】ローガン・ゴッドハルトの力をな！　ハハハハハハハハ!!」

　そう言い切って、ローガンは高笑いを残しながらゼタの部屋を去っていった。

「寡か聞ぶん。……人の話を聞きません。それに情報の取得が遅おそい。あの様子では、レイ・スターリングが〈超級〉を擁ようするクランを結成したことも知らないでしょう」

　情報取得の重要性についても教えるべきかゼタは悩んだが、「情報取得の方法を覚えさせると、今度は取得した情報に反応して独断行動をしかねない」と思い至り、一いつ旦たん棚たなに上げた。

　その後、開けっ放しだった扉を閉めてからゼタは腕うで組ぐみをして深く考え込んだ。

「…………不思議」

　彼かの女じよの心中を言葉にすれば、「あの子、あんなにバカだったかな？」が近いだろう。

　前から自信過か剰じようかつ安いプライドの高さで年ねん齢れいのわりに捻ねじ曲まがってはいたが、ゼタに師事してからは猪ちよ突とつ猛もう進しんに偏かたよってきていた。

　それはレイ、フランクリン、ゼタの三者に連続してプライドを圧へし折おられ、ドン底でドリブルされたような経験によるものかもしれない。

　あるいはゼタの教えたビルドと新戦術、ゼタ自身も「極きわめて有効ではあるがかつてのローガン以上に思考の必要がない」と判断した脳筋ビルドの影えい響きようかもしれない。

〈超級スペリオル〉ではあれどプレイスキルや臨機応変な対応力といった分野では間ま違ちがいなく二流以下であるローガンの戦力を、最大限活用しようとすればそれしかなかったとも言える。

　幸いなことに、ローガン自身はそれをいたく気に入った。

　彼女の言葉を鵜う呑のみにして、必要以上に突つっ走ぱしってしまう程度には。

　捻じ曲がって圧し折れたローガンではあるが、少なくともゼタに対しては信頼を寄せていた。今しがた彼女の部屋を訪おとずれたのも、一応は師匠と呼べる彼女に報告をしたかったからかもしれない。

　肝かん心じんのゼタからの忠告はほとんど聞こえていなかったが。

「……不安」

　ゼタは一言で、講和会議でのローガンに関するこれ以上ない心中の思いを口にした。

『負けるくらいならまだいいけれど、講和会議の場でいきなり攻こう撃げきでもして、皇国でも指名手配になって〝監かん獄ごく〟行きになったらどうしよう』というレベルでローガンに不安を抱いていた。

　そして彼女の不安の理由はそんなローガンの現状にもあったが、何よりも大きいのは彼女自身のこと。

　講和会議の際――彼女がその場には絶対にいないことだ。

　だからローガンを制止することもできないだろう。

　もっとも……彼女の行動如何いかんによっては制止する必要もなくなるかもしれないが。

「頃ころ合あい。そろそろ、私も発たちましょう」

　彼女はそう呟つぶやいて、窓の外から風景を見る。

　彼女の部屋は南に面しているため、そこからは南に広がる景色を見み渡わたせる。

　風景の先には王国との境にして天てん竜りゆうの棲家である〈境界山脈〉が見えているが、彼女の視線はその〈境界山脈〉さえも通とおり越こし、その先にある地を見ているようだった。




◆◆◆




　■皇都郊こう外がい・〈叡えい智ちの三角〉本拠地




　研究と開発を主活動とする〈叡智の三角〉の本拠地には、いくつもの試験場がある。

　それらの試験場では新型の〈マジンギア〉や、そのオプション装備のテストを昼夜問わず行っている（メンバーのログイン時間の都合で昼夜問わずになっている側面もある）。

　その中でも広い屋外の試験場において、〈叡智の三角〉ではむしろ珍めずらしいとさえ言えるものを……何台もの戦車をテストしていた。

　ドライフにおける人型ロボットの〈マジンギア〉の発はつ祥しようである〈叡智の三角〉において、旧式と言える戦車型の〈マジンギア〉を取とり扱うことは少ない。

　一部のメンバーが趣しゆ味みでカスタマイズするくらいのものだ。

　しかし今は同型の戦車が数台、縦じゆう横おう無む尽じんに試験場を駆かけ回まわり、射しや撃げきを行っている。

　そんな光景を〈叡智の三角〉のメンバーと、……少し離はなれて二人の男性が眺ながめていた。

　一人は白衣とメガネを着用した……如い何かにもマッドサイエンティスト然とした男。

　もう一人は草臥くたびれた軍服を着込み、無ぶ精しよう髭ひげを生やし、煙草たばこを吹ふかした……不良軍人のステレオタイプのような男。

「例の講和会議、三日後だってねぇ」

「ローガンの奴やつも今度の講和会議に護衛として参加するそうですぜ？」

「護衛ねぇ。閣下には全く似合わない仕事じゃないかねぇ。絶対放ほうり出だしてレイ・スターリングあたりに向かってくと思うけど」

「……目に見えるようですぜ。【獣王嬢ちやん】が抑おさえてくれりゃあいいんですが」

「【獣王】も【獣王】で、今回は因いん縁ねんがあるようだったからねぇ。閣下に構う暇ひまがあるかどうか」

　その二人の男は、この〈叡智の三角〉のオーナーである【大教授ギガ・プロフエツサー】[image: ]フランクリンと、皇国軍の大たい佐さの地位を持つ異色の〈マスター〉【車騎王キング・オブ・チヤリオツツ】マードック・マルチネスだった。

「因縁といやぁ教授もレイ・スターリングとは因縁があるそうで？」

「あるねぇ。とても、ある」

　フランクリンは表情こそ変わらなかったが、その表情の下の気配が変じたことをマードックは察した。

「クランを結成したことは聞いてますかい？」

「もちろんだとも。笑ったよ、彼がクランを作ったことにも、クランの名前とランキングにも大笑いしたとも。あんなに笑ったのは久しぶり……でもなかったか」

　レイがクランを作る少し前に、カルディナで起きたとある事件に関する資料に見知った者達たちの姿があり、「どんな巡めぐり合あわせ？」とフランクリンは独り笑っていた。

「そのレイ・スターリングが講和会議に参加するのに、教授は留守番でよかったんで？」

「構わない。まだ切り札の最終調整が済んでいなかったからねぇ。それに私は戦争になろうが併へい合ごうになろうが――レイ・スターリングは必ず圧し折ると決めているもの」

「知ってのとおり、〈マスター〉同士の争いは犯罪になんてならないからねぇ」と言って、フランクリンはクツクツと笑った。

「なるほど。それで今回はローガンに譲ゆずってやったってわけですかい？」

「まぁ、そうなるのかねぇ。もっとも、講和会議の面子に鑑かんがみれば、閣下がどれほど役に立つかは疑問だけどねぇ」

「？」

「閣下込みで随ずい分ぶんと人数を雇やとっているようだけれど、正直【獣王】がいるなら他は過剰……というか無む駄だだと思うけどねぇ。それに個人的な推察だけど……講和会議はカモフラージュだろうさ。本命はゼタを使ってやろうとしてる何かだろうねぇ」

　彼らは知っている。

　講和会議にはベヘモットとローガン、それに加えて多くの〈マスター〉が参加する。

　その裏で、何らかの企たくらみと共に【盗賊王】ゼタが動くことになる、と。

　しかしフランクリンとマードックはどちらにも参加しない。

　二人は今回の講和会議では留守番……皇国の防衛を担当することになる。

　講和会議に合わせてカルディナが動く可能性はゼロではないからだ。

　もっとも、そのカルディナも最近では黄河から流出した〈ＵＢＭ〉の珠たまを巡る騒そう動どうが起き、混乱の真まっ只ただ中なかであるという情報も入ってきている。

「ああ、そうだ。これを渡わたしておくかねぇ」

「これは……新聞？」

「カルディナ絡がらみで〈ＤＩＮ〉から買い取った最新情報だねぇ」

　その新聞の一面記事には『カルディナとグランバロアでの戦せん闘とう勃ぼつ発ぱつ!?』という見出しと共に、爆炎を上げる何らかの施し設せつらしき写真が載のっている。

『黄河の宝物庫から盗ぬすまれ、カルディナに流れたことで各地の騒動の原因となっている黄河の国宝、宝物獣の珠。その珠を巡り、ついにカルディナとグランバロアの武力衝しよう突とつに発展した。グランバロアからは〝比ひ翼よく連れん理り〟エドワーズ夫妻、〝水陸凌妖〟ミロスラーヴァ・スワンプマン、そして〝人間爆ばく弾だん〟醤しよう油ゆ抗こう菌きんの計四人の〈超級〉が上陸。その狙ねらいはカルディナの確保した『水を土に変える』能力を持つ宝物獣の珠と見られる。これに対し、カルディナ側も〈セフィロト〉を動員。事態の対処に当たっている』

　その記事を読んで、マードックはくわえていた煙草を口から落とした。

「……〈グランバロア七大エンブリオ〉の過半数を投入？　グランバロアは正気で？」

「正気だろうねぇ。なにせ、その記事に書いてある珠がカルディナの手元にあるのは、グランバロアにとって最悪だもの」

「なに？　……いや、そういうことですかい」

　フランクリンの言葉に、マードックは一いつ瞬しゆん疑問を覚え、しかしすぐに理解した。

「……カルディナにはあの【地神ジ・アース】がいる。レジェンダリア同様に地の利で他国を防いでいたグランバロアにとって、『水を土に変える』なんて代しろ物ものがカルディナにあっちゃならないってことか」

『水を土に変える』珠があれば、グランバロアは欲ほつして止まない『土地』を手に入れることもできるだろうが……恩おん恵けいよりも懸け念ねんされる脅きよう威いが勝まさる。

　カルディナの〝魔ま法ほう最強〟が珠を保有し、海を陸に変えて侵しん攻こうしてくるという脅威。

　それゆえにグランバロアは珠の確保、……最悪でも破は壊かいとカルディナ以外の〈マスター〉による〈ＵＢＭ〉の討とう伐ばつが必須となる。

「言うなれば、皇国うちが〈遺い跡せき〉怖こわさに王国のカルチェラタンでやったのと同じことさ。ただし、グランバロアの方が本ほん腰ごしを入れているけどねぇ」

〈グランバロア七大エンブリオ〉とは、その名の通りグランバロアに属する七人の〈超級〉である。その過半数を投入してきたことがその表れ……ではない。

　四人は、グランバロアにおいて『陸上でも力を発揮できる〈超級〉』の全てだ。

　つまり、グランバロアは投入可能な全〈超級〉を、カルディナに送り込んだのである。

「……ここまでやられたら、カルディナは内部に集中するしかねえってことですかい」

「肝心の珠をさっさと【地神】に討伐させる、って手もカルディナは打てないからねぇ。そんなことをしたら、今度は国宝を壊こわされた黄河も敵に回る。コルタナの事件で一つ壊れてただでさえ関係が悪化してるそうだから。故意に壊したらトドメだねぇ」

　壊す選せん択たく肢しもカルディナにはあったのだろうが、グランバロアが全力で攻せめてきた現状では非常に選び辛づらくなっている。

　逆にグランバロアは珠の破壊で黄河を敵に回したとしても、大海というグランバロア最大の防ぼう壁へきを失うことと比べれば、背に腹は代えられないと考えている。

　そんな混こん迷めいとした状じよう況きようのカルディナだが、話はまだ終わらない。

　グランバロアと黄河だけでなく、レジェンダリアまでも珠を求めて潜せん入にゆう中という噂うわさまでも浮上していた。今のカルディナは火薬庫と言う他ない状態であった。

「黄河もカルディナの敵に回ったら、留守番の私達が便乗してカルディナを襲しゆう撃げきすることになるかもしれないねぇ」

　カルディナの侵攻を抑おさえるための待機ではなく、いざという時にカルディナに侵攻するための待機。そのくらいの読みは、今の皇王ならばやってもおかしくはない。

　恐おそらくは、今も皇王の脳内では十と重え二は十た重えに戦略が動いているのだろう。

「……そういえば、今回の講和会議の要求内容、教授のところには下りてきやしたか？」

「まだだねぇ。ただ、私達に関する外せない要求が何かだけは聞いている」

「そいつは一体、どんな内容で？」

「要求の一つは――――」

　フランクリンはマードックに自身の知った講和会議での要求を述べたが、その言葉は試験場の戦車の砲ほう声せいにかき消される。

　他の誰だれにも聞こえないまま、彼の耳にだけ届いた言葉に……冷や汗を流した。

「……そいつぁ」

「ああ、やっぱり大佐もそう思うかい？　いや、陛下は並行してあれこれ策さく謀ぼうするのが好きみたいだけど……例の動きと合わせると、これはもう露ろ骨こつと言ってもいいねぇ」

「教授。頼たのんでいる戦車の量産、急いでもらえますかい？　金は二割増しで出すんで」

　そう言ってマードックは試験場を走り回る戦車を指差した。

「メンバーから希望者を募つのれば生産ペースは早められるから大だい丈じよう夫ぶだけどねぇ。けど、良いのかい？　これは経費じゃなくて大佐のポケットマネーだろう？」

「問題ありやせん。半分以上趣味のための準備なんで。それに……」

　マードックは煙草を吹かしながら、ニヤリと笑った。

「喧けん嘩かと祭りは派手な方が良いってもんさ。相手があの陸上戦艦なら特にね」

「おや。やっぱりそうなると思うかねぇ？」

「カルディナの【レインボゥ】相手でも楽しそうではありやすがね」

　顔に似合わず、実に楽しげに笑いながらマードックはそう言った。

「とは言っても、どっちでもいいんですがね。硝しよう煙えんと轟ごう音おんと鉄てつ屑くずが待つ戦争。王国とカルディナのどっちが相手でもそれが出来るなら俺は満足ですよ」

　フランクリンから見て、心底戦争を楽しみに待っているマードックは間違いなく遊ゆう戯ぎ派だった。同じ遊戯派でもかつてのローガンよりは遥はるかに良識的だが、サイコパスでもないのに『戦争が楽しみで仕方ない』と本気で考えている彼もまた、デンドロをあくまで遊戯ゲームとして見ている。命を失くさずに死線を越え続けられる最高のゲームだと。

　自身の浪ろ漫まんのために、全てを賭かけても問題のない空間だと。

　しかしそれは、健全だ。

　かつても、今も、これからも……敵を蹂じゆう躙りんすることに何の躊躇ためらいも覚えず、手段を選ぶ気もないフランクリン自身よりは……非常に健全な遊戯派プレイヤーだった。

「戦争は、お互たがい頑がん張ばろうかねぇ。相手がどちらになるかはまだ分からないけれど」

「ええ。最善を尽くしましょうや」

　フランクリンは、宿敵との決着のために。

　マードックは、心躍おどる戦場のために。

　世界派と遊戯派の〈超級〉は、お互いに自らの望みを果たす瞬しゆん間かんを待ち望んでいた。




「そういえば、講和会議の参加メンバーに閣下以外にも珍しい名前があったねぇ」

「珍しい奴？」

「〈超級〉を除けば、皇国で一番強い奴さ」

「…………マジですかい」







第四話　兎は暗闇で跳躍する







　□王都アルテア




　講和会議を明後日に控ひかえた夜。依い頼らいを受けた〈マスター〉達は思い思いに過ごしていた。

　彼らは、主に二通りのグループに分かれる。

　明日の朝方に、アルティミアと共に王都を出発し、講和会議の行われる国境まで彼女を護衛しながら向かうグループ。

　このグループはリアルが休日などの理由で、比ひ較かく的てき時間に余よ裕ゆうのある者が多い。

　もう一つのグループは事前に国境地帯まで移動しておくグループ。

　こちらは講和会議自体には参加できるが、移動ではスケジュールが合わず、事前に現地に入っている者達だ。国境周辺の村落などで合流することになっている。

「ようし！　もう一軒けん行こうぜ、ライザー！」

『ビシュマル。呑のみすぎだ。明日は往路の護衛があるだろう』

　王国の決けつ闘とうランカー六位マスクド・ライザーと、七位ビシュマルも護衛依頼を受けており、彼らはアルティミアと同行するグループである。

　今日のうちにホームタウンであるギデオンから王都へと移動し、あまり来ない王都の酒場を（主にビシュマルが）堪たん能のうし、開かい拓たくしていた。

　人通りの多い繁はん華か街がいを、ビシュマルはライザーの肩かたを抱いて歩いている。

「ハッハッハ！　なーに、またお前のヘルモーズにサイドカー取り付けて乗せてもらうさ。道中で何かあったら起こしてくれ」

『人任せじゃないか……』

　ビシュマルの言葉に、ライザーは仮面のうちで溜め息を吐ついた。

　困った奴だと思いながら、しかしライザーはその案を拒きよ否ひはしなかった。

　それはライザーにとって、ビシュマルは長く決闘で競きそい合い、相方と言っていいくらいに付き合いの長い相手だからかもしれない。

「そういえば聞いたか？　レイの奴がクラン立ててランキング入ったってよ」

『一週間は前に聞いたな』

「それもクランランキング二位だってよ！　すげえよな！」

『そうだな』

「……あ、わりぃライザー」

　クランランキング二位。それはライザーにとっては少し特別な意味を持つ。

　なぜなら、彼がサブオーナーの地位を預かっている〈バビロニア戦せん闘とう団〉がかつて位置していたのが……王国のクランランキング二位だからだ。

　オーナーであったフォルテスラは戻もどらず、ライザーにサブオーナーの地位とクランを預けたシャルカの行ゆく方えも杳ようとして知れない。

【三さん極きよく竜りゆう　グローリア】の事件で本ほん拠きよ地ちもホームタウンも失ってしまったために離り脱だつした者は多く、今では両手の指で数えられる程度の人数しか残っていない。

　クランランキングからも随分前に落ちている。

『いいさ。いつかオーナーが戻ってきたなら、〈バビロニア戦闘団〉はまた上を目指すさ。俺に出来るのはそのときまでクランを残し、決闘ランカーとして競い合い、そして王国を守ることだ』

「ライザー……」

　あの【グローリア】の事件で失ったものが大きかったからこそ、尚なお更さらにライザーには守らなければという思いがあった。今度の講和会議の護衛も、そのためだ。

『ビシュマルこそ、レイのクランには入らなかったのか？』

「ああ。俺はクランってガラでもないしな」

　ライザーの問いに、ビシュマルはそう答えた。

　口には出さなかったが「クランに入るならば、行先は決めている」という思いもあった。

「しかし、始めたばかりのルーキーだったレイもランカーか」

『彼の人脈と人徳の成果だろうさ』

「かもしれねえ。あとよ、レイだけじゃなくてカシミヤもすげえよな。……あいつ、あのトムを倒たおしたんだぜ？」

『……そうだな』

　決闘ランキング二位……トム・キャットは彼らにとって、決して越えられない壁かべのような存在だった。個人戦闘型の競い合いになる決闘においては、ほぼ無敵と言ってもいい増ぞう殖しよく分身の特性を持つトム・キャット。彼は〈Infinite Dendrogram〉のサービス開始時から、長く決闘ランキングの壁として立ちはだかってきた。

　トムを今の決闘王者であるフィガロが倒したときライザー達は驚おどろき、同時に喜んだ。

　あれは越えられる存在なのだ、と。

　自分達もいつかは挑ちよう戦せんして勝利してみせる、と。

　けれど、フィガロがその壁を越えた後も、彼らにとってのトム・キャットは依い然ぜんとして越えられない壁として君臨し続けた。

　かつてカシミヤと狼桜ローザが王国に来る前、ジュリエットやチェルシーがランキングを駆け上のぼる前、……そして【剣王キング・オブ・ソード】フォルテスラが去った後の一時期。ライザーとビシュマルが三位の座を競いながらトムに挑み続けたのだ。

　それでも彼らはトムを越えられなかった。

　そうして彼らが足あし踏ぶみをする間に、決闘ランカーの顔ぶれは変わった。

　抜ばつ刀とう術の天才であり王国最速と謳うたわれるカシミヤ。

　超級職を獲かく得とくし、天性のセンスで高度な三次元戦闘を駆く使しするジュリエット。

　修しゆ羅らの国、天地で鍛きたえ上あげた一いち撃げき必殺で敵を屠ほふる狼桜。

　時が経たって、六位ライザーと七位ビシユマルの前には越えられない壁が増えていた。

　より時が経てば、チェルシーを始めとした他のランカーにも追おい抜ぬかれるかもしれない。

「『…………』」

　二人は暫しばし無言のまま並んで歩く。

　それは……周囲の変化を少しだけ早く感じたからかもしれない。

「俺おれ達たちがデンドロを始めてから……随分と経ったよな」

　ビシュマルは空を見上げて、何かを懐なつかしむようにそう呟いた。

『そうだな。リアルとこちらを行き来していると、時間の感覚もあやふやになるが……』

　ライザーもまたその呟きに応じ、昔話に興じる。

『……ビシュマルは会った頃ころから全く変わらないが』

「お前こそ、昔っからそういうカッコしてたよな。今よりも手作り感あったけど」

『昔の装備は人の手で作られたものだからな。〈マスター〉の生産職はそこまで育っていなかったから、ティアンの職人達に依頼したものだ。……まぁ、特とく撮さつヒーロー自体が今ほど浸しん透とうしていなかったから、イメージの刷り合わせが難点だったよ。そんな状況であれらの装備を作り上げてくれた彼らには感謝しかない』

　ライザーの着ていた職人手製の特撮ヒーロースーツは、何度かバージョンアップを重ねていた。初期のものには、ビシュマルの言うように手作り感の残る物もあった。

　そうした特撮ヒーローモチーフの装備も、今は昔よりも作りやすくなっている。

　それというのも〈ヒーロー倶く楽ら部ぶ〉の演劇で「どういうものか」という周知がティアンにもなされたことと、〈マスター〉の生産職のレベルが向上したためである。

　もっともそんな装備を注文する者は限られているのだが。

「そういや今はあの装備を着てないよな。ヘルモーズがそっちまでカバーしてくれてっけど」

　ヘルモーズはライザーの〈エンブリオ〉だ。元は大型バイク型の〈エンブリオ〉であったが、進化の過程でヒーロースーツも生じたのである。

「あの装備はどうなったんだ？」

『何分、酷こく使ししたからな。次に壊れればもう修復不可能らしい』

「ああ。そりゃ勿もつ体たい無ない。記念品だと思って大事にしまっとけ」

『そのつもりだ』

　二人は昔話に花を咲さかせながら歩いていたが、気づけば人通りも少なくなってきた。

「っと、繁華街を通り過ぎちまったな。戻るか」

『今日はもう宿に戻って寝ねておいた方がいいんじゃないか？』

「いやいや、王都の夜はこれからだぜ！」

　そう言って二人が踵きびすを返すと、




「決闘ランカーのマスクド・ライザーとビシュマルだよね？」




　聞き覚えのない声が、背後からかけられた。

『……？』

　彼らを呼んだ声が呼び捨てであったことは然さ程ほど気にしなかったが、違い和わ感かんがあった。

　そう、彼らはたった今、踵を返して繁華街に戻ろうとしていたのだ。

　だというのに、……どうして背後から声をかけられたのか。

　寸前まで、間違いなくそちらには誰も立っていなかったというのに。

　二人が声の主を振ふり返かえると、そこには小こ柄がらな少年の姿があった。

　両の手はポケットの中に入れたままで、完全に隠している。

　装備の殆ほとんどは布製の軽装であるのに、両足だけは総金属製のブーツを履はいている。

　そして最大の特とく徴ちようとして、頭の帽ぼう子しを通して兎の耳が生えていた。

（兎の耳……狼桜のようなものか）

　知り合いの狼の身体的特徴を持ったアバターを思い出し、少年もまたそのようなメイキングのアバターであろうと考えた。

　このとき、どうしてかライザーは少年がティアンだとは全く思わなかった。

　その理由は、彼でも分からない。

　強しいて言うならば、彼に似た〈マスター〉をよく知っている気がしたからだ。

　そう、まるでつい先ほどビシュマルが口にした……。

「ああ、やっぱりマスクド・ライザーとビシュマルだ！」
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　振り向むいた二人の顔を見て、笑えみを浮うかべる少年。

　そんな少年に、ライザーは直感的に警けい戒かい心しんを高めた。

（《看破》を、……？）

　少年を見て、《看破》をしようとしたとき――少年の姿は消えていた。

　直後に、三つのことが同時に起きた。

「ライザーッ……！」

　ビシュマルがライザーを押し飛ばし、

「――チッ、頑がん丈じような仮面だ。こっちは切り損そこねた」

　舌打ちと共にライザーの仮面に何かがぶつかり、




　――――ビシュマルが首から血を吹き出していた。




『な、に……!?』

　歴戦の猛も者さであるライザーですら、状況を一瞬では把は握あくできなかった。

　しかし、攻撃を受けたことだけは悟さとり、即そく座ざに己の〈エンブリオ〉……バイクの形状をしたＴＹＰＥ：ギア・アームズであるヘルモーズを呼び出した。

　呼び出した一瞬で、ヘルモーズの付属品であるヒーロースーツを纏まとう。

「――《爆ス、炎ル」

　ビシュマルもまだ息があり、咄とつ嗟さに必殺スキルを発動して体を炎に変えようとするが、

「ああ。炎えん熱ねつ化とか、面めん倒どうなので止めてくださいね」

　その頭部に――少年が降ってきた。

　少年の履いていた金属ブーツは――凶きよう器きへと変形していた。

　それはスケートブーツのように、ギロチンのように、ブーツでありながら鋭えい利りな刃は。

　ブレードブーツによって、ビシュマルの脳天はスキルを発動する前に断たち割わられていた。

　やがて、蘇そ生せい可能時間も過ぎて……ビシュマルが光の塵ちりになる。

　石いし畳だたみの上に少年が着地し、金属製のブーツが硬かたい音を立てる。

『ビシュマル……!!』

「まずは、一人」

　少年がそう呟いた時、目の前で起きた惨さん状じようにライザーの理解が追いついた。

『お前は……誰だ！』

「質問に答える時間がもったいないよ。僕ぼくは忙いそがしいもの」

　ライザーの誰すい何かに、少年は答える様子を見せない。

　だが、紛まぎれもなく敵であることをライザーは認にん識しきした。

（敵てき襲しゆう……！　だが、王都での戦闘は……いや！）

　幸いにして、周囲の路地に人はいない。

　今ならば戦闘に人々を巻き込まずに済む。

　同時に、ライザーは考える。

　自分達を襲撃したこの少年が、これからさらに誰かを襲おそわないとも限らない。

　それゆえに、ライザーはここで勝負を決めることを決断した。

『――《悪を蹴散らす嵐の男ヘルモーズ》!!』

　必殺スキルを宣言すると同時に、ライザーは空へと跳とぶ。

　同時に、彼かれの〈エンブリオ〉であるヘルモーズも飛ひ翔しようし、彼と一体化する。

　直後、ヘルモーズに備え付けられたブースターがライザーを加速させる。

　それは本来の彼の速度である亜あ音おん速そくを凌りよう駕がし、音速の数倍へと到とう達たつさせる。

　加速しつつ、空中で弧こを描えがいて反転。

　その軌き道どうは――流星の如く地上を目指す。

『《ライザァァァ……キィィィック》!!』

　今より放つはライザーの切り札、超ちよう加か速そく・超ちよう強きよう化かされた蹴撃。

　命中すれば、上位純竜や超級職であろうと屠りうる一撃。

　かつてライザーが夢見たヒーローの技わざの如き、文字通りの必ひつ殺さつ技わざ。

　ヘルモーズの固有スキル――その名も高き《ライザーキック》。

　ライザーが己おのれの行使しうる最大撃を初撃とし、謎なぞの少年を撃げき破はせんとしたとき、

『……ッ!?』

　少年の姿は――既すでに地上になかった。




「跳ねるとか。蹴るとか。何より、何より速さとか……よりにもよって、てものだ。僕と比べるべきでないものばかりだよ、マスクド・ライザー？」

　少年の声が……加速中のライザーの耳元で聞こえた。




「じゃあ、さよなら」

　ライザーはスーツの隙すき間ま……両足の膝ひざの裏を掻かき切られた。

　関節を壊されたライザーはキックの動作を制せい御ぎよできなくなる。

『ッ!?』

　無防備な彼の全身は必殺スキルの勢いのまま……超ちよう音おん速そくで石畳に叩たたきつけられた。

　ライザーの落下地点は、まるでクレーターのように石畳が陥かん没ぼつし、周囲では逆に衝しよう撃げきで整然と並べられていた石畳が浮き上がる。激げき突とつ音と衝撃が周囲へ異常を伝えたのか、周辺の家々に灯あかりがついて住人達が悲鳴と共に顔を出す。

『……、……ぅ』

　石畳に出来たクレーターの中心には、粉々に砕くだけ散ちったヘルモーズの残ざん骸がいと、死体のように倒れたライザーが転がっていた。

「まだ生きてる……本当に頑丈だよ。ＡＧＩだけじゃなくて、ＥＮＤまでスーツのお陰かげで高いどっちつかずのビルドなのかな？　まぁ、これでトドメだけど」

　クレーターの縁ふちからライザーを見下ろしていた少年はそう言って――ダイナマイトを思わせる筒つつ状じようの爆弾を倒れ伏ふしたライザーに放ほうり投なげた。

　そうして、彼はクルリと背を向けて歩き出す。

　直後、轟とどろいた爆ばく発はつ音おんによって周囲の家屋から更さらなる悲鳴が巻き起こった時には、……少年の姿はどこにもなくなっていた。




◇◇◇




　□〈ウェズ海道〉




　日が落ちきった時間。国境地帯へと続く道を、一台の車が走っていた。

　しかし機械技術があまり普ふ及きゆうしていないこの王国であるため、それは機械ではなく車の形をした〈エンブリオ〉だった。

「悪いねトミカ。わざわざ送ってもらってさ」

「いいですって狼桜の姐あねさん。こっちこそ、こんな時間になっちゃってすみません」

　決闘ランキング五位の狼桜も護衛依頼を受けた一人であり、所用でデンドロ時間での翌日にログインできないため、今夜の内に国境付近の村まで移動するつもりだった。

　彼かの女じよは〈Ｋ＆Ｒ〉のメンバーであるトミカの〈エンブリオ〉に乗り、講和会議のある国境地帯に向かっていた。

　トミカのオボログルマは多人数を乗せ、時速数百キロで長時間走行できる〈エンブリオ〉である。オートで障害物を避よける機能もあるため、地上をそんな速度で走り続けても事故一つ起こさない自動運転カーであった。

「もしも講和会議までにダーリンがログインできたら、そっちもお願いするよ」

「はい！　……でもオーナーの方が速いんですけどね」

「ダーリンの速さはスプリンターだからね。消しよう耗もうもするし、うちの移動手段じゃトミカが一番便利だよ」

「えへへ、ありがとうございます」

　そんな会話をしながら、狼桜は車窓の外を見る。

　星の明かりしかないこの国の夜は暗く、普ふ通つうなら景色などろくに見えない。

　しかし、闇やみ夜よも含ふくめた奇き襲しゆうを得手とするビルドの狼桜は《暗視》スキルによって、真昼のように周囲を見ることができる。

「良い景色だねぇ。今度、ダーリンとデートにでも来ようか」

「……あのー、クラン総出のピクニックにはなりません？」

「アタシとアンタとダーリンの三人、ってパターンと比べたらどっちがいい？」

「そっちでお願いします！」

「アッハッハ。今度ダーリンに言ってみるよ。……ん？」

　不意に、狼桜が狼の耳をピクリと動かした。その耳自体は見た目だけで聴ちよう力りよくは人のそれと大差ない。だが、狼桜は奇襲のために《聴ちよう覚かく強化》のパッシブスキルも取得しているため、狼ほどでなくても多くの音を捉とらえることができる。

「姐さん？」

「……戦闘音？　いや、こいつは違ちがうね」

　狼桜が音に気づいてから次のような音の変化が幾いく度ども聞こえる。

　移動音。竜車や煌玉馬（レプリカや【セカンドモデル】）、あるいは徒歩の移動音。

　攻こう撃げき音。ほとんどは一回、時折数回の攻撃音が短い時間だけ発生。

　無音。移動音が消え去る。

　この一連の音の変化を、狼桜はよく知っている。

　これは――奇襲である。

　奇襲の達人である狼桜であるからすぐに気づく。

　何者かが移動中の他者を奇襲して始末し、片付けた後は次の獲え物ものへと向かっている。

　移動音の主達は狼桜達と同じく国境地帯へと向かっていた。恐らくは狼桜同様に護衛として雇われたランカーであったのだろう。

　ならば襲しゆう撃げき者しやは……。

「……！」

　そのとき、狼桜の眼めに奇き妙みようなものが見えた。

　オボログルマのサイドミラーに映った後方の景色に……一瞬だけ人ひと影かげがあった。

　彼かの女じよ達たちのオーナーであるカシミヤと同程度の背せ丈たけの、兎の耳を生やした少年。

　だが、その一瞬の後にはミラーの中に何も映っておらず、




　――オボログルマのルーフに、何かが着地した音が響ひびいた。




「え、えええええ!?」

「トミカァ！　振り落おとしなァ!!」

　突とつ然ぜんの衝撃に驚くトミカに、狼桜が声を張り上げて指示する。

「ひええええええ!?」

　トミカは咄嗟にハンドルを大きく切り、オボログルマをスピンさせる。

　オボログルマ自体が横転することはなかったが、ルーフにいた何者かはそれでオボログルマから振り落とされ――ない。

　ルーフを刃が突つき破やぶり、それがアンカーとなって振り落とされるのを防いでいた。

「な、なにこれ!?」

「トミカ……、悪いけどぶっ壊すよ!!」

「ええっ!?」

　幾度も驚きよう愕がくの声を上げるトミカに構わず、狼桜は槍やり――己の〈エンブリオ〉であるガシャドクロを取り出し、

「――《天下一殺》!!」

　相手への初撃にのみ行使可能な【伏姫ダウン・プリンセス】の奥おう義ぎを放った。

　相手がオボログルマのルーフに足を固定してしまっている状況。

　必殺の威い力りよくを持って放たれるその一撃を回かい避ひする術はない。




　――だが、当たらない。




　直ちよく撃げきの寸前に相手はルーフから消え去り、オボログルマのルーフのみが奥義の直撃で吹ふき飛とばされた。

「ひええええ!?」

「…………」

　狼桜は思考する。彼女は戦術、戦略に関しては極きわめて単純だが、こと戦闘に関しては野生の嗅きゆう覚かくとも言えるものを持っている。

　そして既に、敵手の狙いは自分であると察している。

「……トミカ。アタシはここで降りるよ」

「は、はいいいぃいいい!?」

「アンタの必殺スキル使って、そのまま王都まで逃にげな」

「え!?　あ、そうか！　でもそれなら姐さんも……」

「そしたら奴やつこさんまで王都に……〈Ｋ＆Ｒ〉の本拠地に付いてきちまうじゃないか」

　だから自分はここで降りると狼桜は言った。

　ここで、自分を狙う敵手を迎むかえ撃うち、トミカを逃がすために。

「どこのどいつかは知らないが……いや、こんなタイミング、『デスペナルティになったら講和会議に参加できないタイミング』。……そういうことだろうねぇ」

「あ、姐さん？」

「行きな、トミカ！　行って他のメンバーと……ダーリンにこのことを伝えるんだよ！」

　狼桜はオボログルマのドアを蹴り開け、時速数百キロで走る車内から飛び出した。

「――《兵どもが夢の跡ガシヤドクロ》ォ!!」

　同時に純竜クラスのドクロを消費し、全身をステータス増強の外骨格で包み込んだ。

「お、《絶対安全運転オボログルマ》ァ!!」

　トミカも必殺スキルを使用し、車体と運転する自分を朧おぼろ霞かすみのような姿に変える。

　逃げるオボログルマに向けて、またも唐とう突とつに現れた敵手が飛び乗ろうとしたが――その体は車体をすり抜ける。

　幽ゆう霊れいの如く浮ふ遊ゆうして走り、車外のあらゆるものと接せつ触しよくしなくなる。それがオボログルマの必殺スキルだからだ。

　ゆえに、敵手もオボログルマに触ふれることはできず、トミカを見送るしかなかった。

『うちのメンバーのケツばっか見てるんじゃないよォ!!』

　敵手に対し、巨きよ大だいな外骨格を纏った狼桜が攻撃を加える。

　だが、命中の直前に敵手は掻き消きえ、離はなれた場所に立っていた。

「ランカーでもない平へい凡ぼんな上級だと思ったけれど、案外面おも白しろいスキルを持っているね」

　敵手――王都でライザーとビシュマルをデスペナルティに追い込んだ少年は、笑いながらそう言った。

　そう。彼は同一人物だ。王都で二人を倒した後に、時速数百キロで国境地帯へと向かっていた狼桜達たちに追いつき、襲撃したのである。

『アンタ……皇国の〈マスター〉かい？』

「さぁ、どうだろう？　でも、何者かなんて……言う必要はないよね？」

『ああ。全くさね。……アンタはここでブッ倒されるんだからさぁ!!』

　吼ほえ叫さけび、狼桜の巨きよ体たいが少年へと突とつ撃げきする。

「遅おそいなぁ。亀かめのようだ。けれど、あんなに分厚い殻からがあると、肉を切りづらい」

　少年は思案するように、長い袖そでに包まれた右手を顎あごに当てて、

「じゃあ、こうしよう」

　そう呟つぶやいて少年がまたも消えた直後、――狼桜の外骨格の隙間という隙間に爆ばく弾だんが設置されていた。

『なっ――!?』

　瞬間、爆ばく発はつが連れん鎖さする。至し近きん距きよ離りでのそれは、ガシャドクロが形成した外骨格すら弾はじき飛ばし、抉えぐり、狼桜の肉体を露ろ出しゆつさせる。

「亀の甲こう羅らはこうして剥はがす、と」

　その隙間に、ギロチンの如きブーツの刃が突き立ち、心臓を穿うがった。

　致ち命めい傷しようを負った狼桜がガックリと首を落とす。




「――ああ、それはもう知ってるから」

　直後、身代わりの特典武具の効果で少年の後方に転移した狼桜が――回まわし蹴げりのように放たれた刃で首を切断された。




「……、……!!」

　声にならない声を悔くやしげに吐いて、狼桜はデスペナルティとなった。

「国境に向かっていた〈マスター〉は、これで全部かな？」

　少年はそう呟いて消え、……夜道には何も残らなかった。




◇◇◇




　□国境地帯近辺・ウェルミナ村




　その夜、国境に程ほど近ちかいウェルミナ村で、二人の女性が星を眺ながめながら話していた。

　大気汚お染せんという言葉と無む縁えんの〈Infinite Dendrogram〉の空は、満天の星を余すことなく彼女達に見せている。

「そういえば日本はもう進級シーズンらしいけど、お友達できた？」

「……我と漆しつ黒こくの盟友足りえる者は、現世に不在」

「駄だ目めだったかー」

　それは如い何かにも海かい賊ぞくといった装いの童顔の女性――決闘ランキング八位〝流る浪ろう金海〟チェルシーと、漆黒のゴシックドレスアーマーに身を包んだ少女――決闘ランキング四位〝黒鴉がらす〟ジュリエットだ。

　二人共、講和会議の開かい催さい地ちに近いウェルミナ村に昼間のうちに先乗りし、明日来るはずのアルティミアや他の〈マスター〉を待つ予定だ。

「ジュリは良い子なんだけどねー。最初がちょっと分かりにくいから」

　ジュリエットはリアルでも〈Infinite Dendrogram〉と同じように、難しく回りくどい喋しやべり方かたをしてしまうことがある。リアルでは奇き異いに見られることを彼女自身も自覚しているものの、つい口にしてしまう。あるいはそれを恐おそれて口下手になってしまっている。

　そのため、リアルでは他人と上う手まく話せずにいた。

　その点、デンドロでは「そんなロールもアリ」と受け入れる〈マスター〉や、「〈マスター〉だからちょっと変わっているのだろう」と捉えるティアンのお陰でリアルよりも気き兼がねなく話すことができ、余よ程ほどに多くの友を得ることが出来た。

　チェルシーは最も仲の良い友人であり、闘とう技ぎ場じようで切せつ磋さ琢たく磨まするライバルでもあった。

「問題は皆かい無む。何な故ぜならば、我は既に異郷にて盟友を得たり」

「そうだね、あたしやマックスはジュリの友達だよ。でもデンドロの外でも友達は作らなきゃ。……まぁ、そういうあたしも彼かれ氏し作らなきゃだけど……ハァ」

「チェルシー……」

　慰なぐさめていたはずが、チェルシーの方が表情を曇くもらせていた。

　以前までのチェルシーはこんな風に恋こい人びとがいないことを気にすることはなかった。

　だが、クラン解散の原因となった恋れん愛あい騒そう動どうで完全に蚊か帳やの外であったことが、逆に彼女に危機感を募つのらせていた。

「えっと、まだ二十歳はたちなんだから、気にしなくてもいいんじゃないかな？」

「フフフ……、十代前半のジュリにはまだこの気持ちは分からないよ……」

　素すの言こと葉ば遣づかいで友人を慰めるジュリエットだったが、チェルシーはどんよりとした顔のままだった。

「えっと、じゃあ今度ゴウコン（？）でも、する？」

「ごうこん？　ああ、何十年か前に日本で流は行やったって奴ね。日本の恋れん愛あい漫まん画がの中にはよく出てたけど。でも男がいないよ」

「ライザーさんとか、ビシュマルさんとか」

「……それ普ふ段だんの食事会と変わらないじゃん。あとあの二人は彼氏としては見れないわ」

「そうなんだ……」

「食事会の面子なら、まだレイの方がいいかな。年も近そうだし」

「え……」

　チェルシーがそう言うと、ジュリエットは呆ぼう然ぜんとした顔になった。

　そんなジュリエットの頬ほおを、チェルシーは……むにむにと引っ張った。

「ひゃう……」

「冗じよう談だんだって。レイはレイであたしとはズレてそうだから彼氏候補にはならないよ。けど、そんな顔するならもっとアプローチしてもいいんじゃない？」

「そんなんじゃ、ない。でも……、すごく、話が合うし、話しやすいの」

（……一番合ってるのはファッションセンスだと思うけどね）

　チェルシーは目の前のゴシックドレスアーマーの少女と、記き憶おくにある地じ獄ごくの使者風青年を並べて『超ちようピッタリ』という感想を持った。

「ビルドも聖と死が煌いて素す敵てき……」

「……【死兵デス・ソルジヤー】は流石さすがに驚いたけどね。でもさ、ジュリエット。いくら素敵でも【死兵】は決闘だと役に立たないのは知ってる？　ＨＰなくなったら決闘は終わりだよ？」

「むしろ盲もう点てんだった……。【死】が入ってるジョブが【死神ザ・デス】以外にもあったなんて」

　どうやら大事なのは名前であるらしい。

「そこまで趣しゆ味みが合うならレイのクランに入れば良かったじゃない。誘さそわれたでしょ？」

「うん……。名前もカッコよかった」

「…………」

　チェルシーの知る限り、トップクラスに極ごく悪あくなクラン名についてはノーコメントだった。なお、本日不在のマックスもクラン名については「マジかよ」とドン引きしていた。

「でも、今はいいから。もう少し時間をおいてよく考えてから、レイに答える」

「そう。まぁ、いいんじゃないかな。恋こいで悩なやむのも青春だよ、きっとね」

「だから……、そういうのじゃ、ないから……！」

　ジュリエットは頬を膨ふくらませてそっぽを向き、チェルシーは笑いながら頬をつついた。




　そんな折――村の外から金属と金属がぶつかるような音が響いた。




「なに、かな？」

「……アタシ達以外でこの村に来てるのはロードウェルとハインダックのはずだけど」

　ロードウェルとハインダックも彼女達同様に護衛依い頼らいを引き受けた〈マスター〉である。

　それぞれ決けつ闘とうの十位台のランカーであり、一桁けた台（より正確に言えば四位から九位のランカー）よりは一段落ちるものの有力な〈マスター〉である。

　彼らは講和会議まで、この近辺のモンスターを狩かるなどして時間を潰つぶすと言っていた。

「今の音はおかしいね。この辺に金属質のモンスターはいないはずだ」

「それじゃあ、普通じゃないモンスター……〈ＵＢＭ〉と戦闘？」

「……あるいは、ＰＫかな」

　ロードウェルは全身を金属鎧よろいで包んだ防ぼう御ぎよ重視のビルド。その彼に何者かが攻撃を仕し掛かけたならば、金属音を発することになる。

　彼女達がそう考えた直後、……村にまで伝わるほどの爆発音が次々に轟いた。

「……連鎖した爆発音。ブレスの類たぐいじゃなさそうだ」

「チェルシー！」

「あいさぁ！　行くよ、ジュリ！」

　二人のランカーは呼びかけあい、自らの〈エンブリオ〉を呼び出す。

　漆黒の翼つばさを生やしたジュリエットが、黄金の大斧を取り出したチェルシーを抱かかえ、爆発音のした方角へと飛び立った。




　チェルシーが現場にたどり着くと、そこに見知ったランカーの姿は無く、代わりに一人の少年が背を向けて立っていた。

「こっちから出向こうと思ったけど。そっちから来てくれたなら手間が省けるね」

　振り向きながらそんなことをのたまう兎うさぎ耳みみの少年に、チェルシーは警戒心を強める。

　周囲の戦せん闘とうの痕こん跡せきから、少年がロードウェルとハインダックを相手取り、その上でランカー二人に完勝したのだろうと察した。

　そしてその言動からすれば、次はチェルシーをターゲットにしている、と。

「……ところで、ジュリエットはどこかな？　てっきり一いつ緒しよだと思ったのだけれど」

　ジュリエットがチェルシーと同行していることも少年は知っていた。

　しかし少年が言うように、この場にはチェルシーしかいない。

　ジュリエットの姿は少年の視界にはなく、




「――《死喰鳥フレーズヴエルグ》!!」

　その声は――上空から聞こえた。




　直後、空から地上へ向けて漆黒の竜たつ巻まきが吹き荒あれる。

　発生源は、夜の闇やみに黒いドレスアーマーと黒い翼を溶とかしたジュリエット。

　現場に辿りつくよりも先に、ジュリエットとチェルシーは打ち合わせていた。

　ロードウェルとハインダックを襲っているのがＰＫであれモンスターであれ、強敵であるならば先手を取らなければならない、と。

　ゆえに、夜間の視し認にん性せいが低いジュリエットが空へと上がり、チェルシーが敵手の前に出ることで気をひき、先制の必殺スキルを撃ち放つ。

「――《金牛大海嘯ポセイドン》ッ!!」

　そして、チェルシーもまた必殺スキルを解き放つ。

　彼女が手にしていた両りよう刃ばの斧おの刃はが消え去り、生じた空間の穴から液状黄金が溢あふれ出だす。

　天に黒鴉、地に金海。

　生命を切り刻む暗黒の竜巻と、身体を圧殺する黄金の海嘯。

　広こう範はん囲い必殺スキルの相乗。上下どちらも彼女達の攻こう撃げき範囲、回避は不可能。

　最初のジュリエットの必殺スキル発動に気づかず、またそれに気をとられてチェルシーの必殺スキル発動を許した時点で、少年は回避タイミングを逸いつしていた。

「…………」

　正確には、金海と羽の渦うずの間には人が通れるかどうかという隙間がまだあったが、それも半秒もすれば埋うまる程度のもの。

　超音速機動でも脱だつ出しゆつする時間はない。

　そう。脱出する時間など、何者にも無い――




「――《■■は右に■■ノス、■■は左に■■ロス、掌握するは■■■■■アイ■■■》」

　――はずだった。




　必殺スキルが激突する轟ごう音おんの中で、チェルシーの耳にコトリ……と小さな音が聞こえた。

　自分の被かぶっていた海かい賊ぞく帽ぼう子しに軽い感かん触しよくがあり、僅わずかに首を傾かしげると……。




「…………え？」

　――二つの【ジェム】が、帽子の縁ふちから零こぼれて彼女の目の前に落ちてきた。




　直後に、【ジェム】は起動する。

　それは【紅蓮術師パイロマンサー】の奥義、《クリムゾン・スフィア》の【ジェム】。

　現在世に出回っている【ジェム】の中で、最も火力に秀ひいでたもの。

　ゆえに、その発動は超ちよう級きゆう職ならざるチェルシーのＨＰを大きく削けずる。

　ビルドに含んだ火への耐たい性せいで辛かろうじて耐たえたが、時間差で二つ目の【ジェム】も起動。

　今度は【救命のブローチ】が起動し、その一いち撃げきを無力化したが……。




　――紅蓮の炎ほのおが消えると、彼女の傍そばには無数の爆弾が設置されていた。




「あ……」

　彼女が息を呑のんだ次の瞬しゆん間かん、爆弾は連れん鎖さ的てきに爆発して彼女を呑み込んだ。

　爆炎に混ざり、光の塵が空へと消えた。

「チェル、しぃ……!!」

　ジュリエットは、ほんの僅かな時間に行われた爆殺を上空から見ていた。

　だが、一部始終を目もく撃げきしたはずの彼女にも……見えなかった。彼女の目には帽子の【ジェム】も、その後の無数の爆弾も、突とつ然ぜん湧わいたようにしか見えなかったのだ。

　それが設置された瞬間は、超音速機動を可能とする彼女にすら見えなかったのだ。

　気づけば殺されている。

「……!!」

　ジュリエットは歯は噛がみする。敵手が……あの少年が自分達の必殺スキルを回避し、チェルシーを爆殺したのだと確信して。

「この、敵は……どっちの!?」

　その上で、経験則とセンスからジュリエットは敵手の攻撃手段を二種類に絞しぼった。

　一つ目の可能性は、空間操作。

　テレポートで攻撃を回避し、逆に相手の傍に爆弾を送り込む。

　だが、この〈Infinite Dendrogram〉で空間操作のハードルは高い。

　それこそ迅羽のテナガ・アシナガのように、必殺スキルでも一度空間転移すればクールタイムが必要になる。

　それでも〈エンブリオ〉の特性やリソース配分によっては連続転移もありえるかもしれないが、最初の回避や【ジェム】だけならまだしも……その後に爆弾を置きすぎている。

　それほどの連続転移が可能だとは考え辛づらかった。

　二つ目の可能性は……純じゆん粋すいな速度。

　超音速であるジュリエットにすら見えないほどの速さで動き、二人の必殺スキルを回避し、見えない速度で爆弾を設置した。それほどの速さが存在することを、ジュリエットは【抜刀神ジ・アンシース】カシミヤという好敵手から知っている。

　相手が後者だとすれば、それこそカシミヤのようであったが……。

（……でも、違う。カシミヤとこの敵には大きな、違いが……）

　ジュリエットがそこまで考えを進めたとき、

「――空の上なら安全と、思わないほうがいいよね？」

　飛翔するジュリエットの背後から、そんな声が聞こえた。

「!?」

「何か考えていたようだけど、無む駄だだよ。僕の力は……決して逃のがれられないものだから」

「ッ……！　《カースド・ファランクス・ディスオーダー》!!」

　背後の少年が嘯うそぶく言葉に、ジュリエットは耳を貸さない。

　そして躊躇ためらいもない。己の奥義を以もつて、背後の敵を、友を傷つけた相手を攻撃する。

「ハハハ、遅い遅い」

　だが、呪じゆ詛そによって目標を追つい尾びするはずの呪のろいの武器は、一発も敵手に命中しない。

「…………!?」

「――本当に君達は鈍にぶ過ぎる。亀のようだよ」

　少年はそう呟いて、ジュリエットの脊せき椎ついをブーツによって一ひと度たび薙なぐ。

　首が傷つき、血ち飛沫しぶきを上げる。

　少年は重ねるように幾度も急所への斬撃を重ねていく。

　ジュリエットのＨＰは減っていき、やがて【救命のブローチ】の発動で辛うじて生きながらえる状態になる。

　その間も呪いの武器は少年を狙ねらい続けているが、自動ホーミングのはずの《カースド・ファランクス・ディスオーダー》は、最小限の動きで回避され続けていた。

　呪いの武器達たちは少年に容易たやすく回避され、終しまいには武器同士がぶつかって砕けていく。

「おしまい」

　最後に、【ブローチ】が壊こわれたジュリエットの首にブーツの刃を埋めた。

　ジュリエットのＨＰが全損した瞬間だった。

「――ッ！」

　瞬間、ジュリエットから――そして周囲の空間から強きよう烈れつな威い圧あつ感が発せられる。

　ジュリエットの首に半ばまで刃を埋めた少年は、周囲を見回す。

（羽……それに砕けた呪いの武器の破は片へん？）

　砕けた武器の破片が黒い羽と交ざり、事切れる寸前のジュリエットと少年を囲んでいた。




　それはまるで――球状の檻おり。




「まさか……」

　呪いの武器が砕けたのはジュリエットの布石。

　自らのフレーズヴェルグの風の力で呪いの武器の軌道を変え、さらに砕けた破片を周囲に浮うかせ続けている。

　――少年がどれほどの速度で動こうと、決して脱出できないように。

（いや、そもそもどうしてまだ生きて……）

　少年は知らない。

　ジュリエットが最近になってビルドの一部に手を加えたことを。

　下級職の一つを【死兵】に切きり替かえ、死後に一定時間己の体を動かすことのできるスキル……《ラスト・コマンド》を会え得とくしていたことを。

「……ァ……」

　首が半ばまでも断たたれたジュリエットは、声を発することは出来ない。

　脊椎を断たれたことで、首から下を動かすことも出来ないだろう。

　だが、そのスキルに声は必要なかった。

　ただ、思うだけで良い。思うだけで――彼女の切り札は発動する。

「……ぃ……ぇ……!!」

　そして、スキルは発動する。

【堕天騎士ナイト・オブ・フオールダウン】の最終奥義フアイナルブロウ――《ダーク・レクイエム》。

　自らの血肉全すべてを呪いの弾だん丸がんへと変へん換かんし、全方位に射出する――自じ爆ばくスキルである。

「……ッ!!」

　無数の血けつ弾だんと骨刃は、幾度も少年を殺傷せしめるだろう。【ブローチ】を装備していても生き延びることはできない。

　黒羽と呪具破片の檻の中、少年に逃げ場ばはなかった……。




◆◆◆




　■管理ＡＩ一号作業領域




　それは奇妙な空間だった。

　横よこ倒だおしにした巨大な円えん筒とうの中と言うのが最も近いだろう。

　しかし円筒は極めて巨大であり、端はしから端までの距きよ離りは地平線よりも遠いかもしれない。

　その円筒の異様さは規模だけではない。壁へき面めんにびっしりと……無数の筒状の設備が配置されていることも大きい。隙すき間まなく、何十万……あるいはそれ以上の数が置かれている。

　設備は空のものが多いが……中身が入っているものもある。

　それは多種多様な人であり、あるいはその一部。筒つつの中身を段階別に並べれば、まるで頭のてっぺんから少しずつ人体を作っているようであった。

　不思議なことに、完成した人体は多種多様な装備を身に着けている。

　そしていずれも……左手の甲こうには紋もん章しようがあった。

　そう、筒の中にいるのは全員が〈マスター〉――正確にはそのアバターであった。

　この円筒の空間の名は、アバタースペース。

　管理ＡＩ一号アリスの管理する、アバターの再構築・及および保存を司つかさどる空間である。

　デスペナルティになった〈マスター〉のアバターは、ここで再構築される。

　ログアウトの際も一度ここに転送されて保存される仕組みだ。

　そんな空間の最さい奥おうに、特とく殊しゆな筒が複数置かれていた。他の筒が壁面に隙間なく張はり付つけてあるのに対し、これらの筒は中心に立てて置かれていた。

　それは全部で一五基あり、０から13までの数字が明記されている（11のみαとΩの記号で分けられ、二基存在した）。

　それらは使われた様子がないものもあるが、幾いくつかは中身も入っている。

　中身入りの一つ――12のカプセルが開き、中のアバターが外に出た。

　それは、ジュリエット達……王国のランカーを闇やみ討うちして回っていた兎耳の少年だった。

「やれやれ。危ない危ない。あんなものを受け続けたらアバターが全損するところだったよ。アリスに五う月る蝿さく言われるのはごめんだ」

　ジュリエットの最後の攻撃で穴だらけになった服や帽ぼう子しに目をやった少年は、そう言って苦く笑しようする。

　あんなもの……とはジュリエットが決死の思いで放った最終奥義だ。

　あれは、少年といえども回避はできそうにないものだったが……。

（僕ぼくらのアバターは彼かれらのアバターと違って格納ログアウトまでに待機時間なんてないから、アバターが全損する前にここへしまえたのは幸いだった）

〈マスター〉のログアウトには、誰だれにも接触されない状態、結界等にも囚とらわれていない状態で三〇秒の時間を要する。これはログアウトでの逃とう亡ぼうを制限するための、プレイヤー共通のルールだったが……この少年には適用されない。




　なぜなら、この少年は――プレイヤーではない。




（アバターをしまうまでに【ブローチ】は壊されたけど、構わない。王国側の護衛を受じゆ諾だくした上位のランカーのうち、ログインしていた連中は全員仕留めた。あとは入っていなかった奴と、【破壊王キング・オブ・デストロイ】や【女教皇ハイプリエステス】、その周辺か。……それは僕の領分じゃないな）

『――十二号』

　少年が指折り数えていると、どこかから声がかけられた。

　それは機械的なエフェクトがかけられており、男女の区別は判然としない。

　それでも、十二号と呼ばれた少年には相手が誰だか分かっていた。

「〇号。何度も言うけれど、アバターを使っているときにはそう呼ばないでおくれよ。今の僕は【兎神ザ・ラビツト】クロノ・クラウン。皇国所属の有名ＰＫだよ」

　少年――管理ＡＩ十二号ラビットのアバターであるクロノ・クラウンは、そう言って機械音声――〇号に訂てい正せいを求めた。




　そう、彼は管理ＡＩのアバター。

　王国の決闘ランカーである【猫神】トム・キャットや、〈ＤＩＮ〉に勤務する双ふた子ご社長やアリスンのように……管理ＡＩが人間として行動するための仮の姿である。

　運営側であるがゆえに、彼のアバターにはログアウトアバター格納の待機時間や条件が存在しない。そうでなければ……ジュリエットの最後の攻撃も届いていただろう。

　他に目もく撃げき者しやがいればその脱出方法も実行できなかっただろうが、あの場には自爆したジュリエットしか残っておらず、そのジュリエットも自爆で意識は途と絶だえていた。

「君だって、あの名前を名乗っているときに『〇号』なんて呼ばれたくはないだろう？」

『【兎神】クロノ・クラウン。今回の件について』

「おっと文句は言わないでおくれよ、〇号。僕は僕の仕事をしただけさ」

　〇号の述べようとした言葉を遮さえぎるように、クロノはそう言った。

「なぜなら、僕が時間管理以外に請うけ負おっているのは、『第六形態に到とう達たつした〈エンブリオ〉との戦闘』。僕との戦闘で、彼らの進化を促うながすことなんだから。そして今回は偶々王国で護衛依頼を受けた〈マスター〉との戦闘が連続しただけさ。そうだろう？」

「だから問題がない」と確信しているような口くち振ぶりでクロノはそう言った。

　言い訳というよりは、開き直りだ。

「話はそれで終わりさ、〇号。明後日……いや、明日の講和会議の護衛も引き受けているから。忙いそがしいんだよ、僕は」

『…………』

　そう言って一方的に話を打ち切り、クロノはアバタースペースを出た。




　アバタースペースを出て、皇国までの転送設備がある部屋にまで移動しながら、クロノはふと自身の状態に気づく。

（……アバターに状態異常がついている）

　自身のアバターに、【装備変へん更こう不可】という状態異常――呪いが付ふ与よされている。

　ジュリエットが最後に放った《ダーク・レクイエム》は、命を賭とした攻こう撃げきであると同時に呪いの塊。その呪いはジュリエット自身が発動前に選ぶことができ、あのときの彼かの女じよは【装備変更不可】の呪いに集中して最終奥義を放っていた。

（致ち死し性せいの呪いにしなかったのは、レジストを懸け念ねんしてか？）

　致ち命めいの呪いは強力であるが、かつての【グローリア】の《絶死結界》がそうであったように【ブローチ】で無効化される恐れもある。

　それに呪いを低減するアクセサリーで効果を弱めることは出来る。

　ゆえに、レジストされづらい補助的な呪いを使ったのだとクロノは納なつ得とくした。

　超級職の死を代だい償しように、かつ一点に集中された呪いは強固。

　しかも呪い自体が生死に関かん与よしない小さなものであるがゆえに、効果のレジストや解呪は不可能と言っていいものになっている。

　今後、アバターを再構成するまでこの呪いが解けることはないだろう。

　装備していた【ブローチ】はダメージによって破は砕さいしたが、呪いによって付け直すことは出来なくなった。衣服も穴だらけではあったが、こちらは自動的に修復する装備スキルが付与されているので問題はない。

（やはり問題は【ブローチ】がつけられなくなったことだけか。まぁ、問題はない。どうせ、あんな手でも使われない限り僕に攻撃を当てられる奴はいない。呪いは今度アリスの機き嫌げんが良いときにでもアバターの再構成を依頼しよう）

　自身の身に負った呪いを問題無しと判断し、クロノは思考を切り替える。

（さて、次の仕事は講和会議。上級の〈エンブリオ〉がいれば、そいつがターゲットだ）

　上級の……さらに限定すれば第六形態の〈エンブリオ〉と戦い、撃げき破はすることが彼のクロノ・クラウンとしての基本的な仕事だ。

　それは先ほど〇号に述べたとおりであり、彼の職務を逸いつ脱だつするものではない。

　だが、それが彼の意思の全てでもない。

（皇国が講和会議で何を企たくらんでいるかまでは僕も知らないけど、王国の戦力を削っておけば上手く回るだろう）

　誰に見られているわけでもないのに、彼は服の袖で口元を隠かくす。

（皇国はリソースの……食しよく糧りようや資金の消費を憂うれいている。だから皇国にとって講和会議での最良の結果は、最もローコストな手段。戦争という無駄は可能なら避さけるはずだ）

　そして、隠した口元を歪ゆがめる。

（きっと皇国の思おも惑わく通りに推移すれば、戦争なんて起きない）

　彼の望みのままに、状じよう況きようが推移することを夢想して。

（僕の仕事も増えなくて済む。あんなに僕のリソースを浪ろう費ひする面めん倒どうな処理、そう何度もやっていられないよ）

　クロノ・クラウンではなく、時間担当管理ＡＩラビットとして……彼は〈戦争結界〉を忌いみ嫌きらっていた。

　彼の処理能力を最も食くい潰すのがそれだったからだ。

　戦争が起きれば、この〈Infinite Dendrogram〉全体の時間を通常時より遥はるかに加速させることになり、彼は時間加速のみに集中するシステムになる。

　アバターでの活動は出来ないし、彼自身の思考能力も極限まで低下するだろう。

　そうなってしまうことを彼自身が疎うとんでいた。

　だからこそ……恣し意い的てきに王国のみを狙い、講和会議直前のこのタイミングでＰＫを仕掛けたのである。

（戦争なんて起こす必要ないんだよ。前回の戦争だって、【大教授ギガ・プロフエツサー】のパンデモニウムが進化したのは戦争中じゃなくて戦争後じゃないか。戦争なんて僕の苦労が無駄に増えるだけ。ない方がいい）

　そうしてクロノは皇国までの転送設備にまで辿りついてから、ポツリと呟いた。

「戦争なんて起きないまま……さっさと王国が併へい合ごうされればいいんだ」

　そうして彼は転送されて、姿を消した。

　皇国側の護衛団に交ざり、講和会議に赴おもむくために。




◇◆◇




　□■？？？




『…………』

『必要なのは戦争ではなく、進化へのトリガーだ』

『理り不ふ尽じんなる敵との戦いもまた、トリガーとなりうる』

『ゆえに十二号の行動を止めはしない』

『現在フェーズの目的は、一〇〇の〈超級エンブリオ〉を揃そろえること』

『しかし、〈超級エンブリオ〉へのトリガーは特定できていない』

『日常、闘とう争そう、愛情、憎ぞう悪お、憤ふん怒ど、悲ひ哀あい、食欲、怠たい惰だ、希望、絶望……千せん差さ万ばん別べつ』

『故ゆえに〈無限〉へと至った管理ＡＩ達たちが、各おの々おのの計画でトリガーを模も索さくすればいい』

『一〇〇体が集結する時を待つ』







第五話　講和会議前夜







　□【聖騎士パラデイン】レイ・スターリング




　講和会議前日。護衛に参加する〈マスター〉は王都の騎き士し団だん詰つめ所しよの練兵場に集合し、アズライトや講和会議に参加する文官と合流する手て筈はずになっている。

　だが、所定の集合時間まであと一〇分というところになって、奇き妙みようなことに気づいた。

「……少なすぎる」

　練兵場には三七人の〈マスター〉が集まっている。俺おれ達たち……〈デス・ピリオド〉がレイレイさんと、折おり悪あしく参加できなかった霞かすみ達たちを除いて五人。

　しかしそれ以外の三二人は女おんな化け生しよう先せん輩ぱいと月つき影かげ先せん輩ぱい、そしていずれも『三日月と閉じた目』のマークを装備につけた……〈月げつ世せいの会〉のメンバーだ。

　その二つのクランのメンバーしか、この場にはいない。

「……狼桜ローザの姿も見えませんね」

「んー、有名どころのランカーもほとんどいませんねー。ボクの情報だと予定人数の三分の一くらいです」

　そう、先日参加すると聞いていた決闘ランカー達もこの場にいない。

「何かあったのか？」

「レイさん。ボクがひとっ走り〈ＤＩＮ〉まで行って情報受け取ってきましょうか？」

　マリーに頼たのむべきか考えていると……騎士や文官を伴ともない、見知った人々が現れる。

　まず、俺達をここに集めたアズライト。

　次に、かつて狼桜に襲しゆう撃げきされた時に顔を見た覚えがある俺おれと同年代くらいの〈Ｋ＆Ｒ〉のメンバー……たしかトミカという名前の女性。

　そして最後の一人は……全身に自然回復を促す【薬効包帯】を巻いた仮面の男性。

　決闘ランカーの、ライザーさんだった。

「ライザーさん!?」

『レイ君……、君達は無事だったか……良かった』

　複数の傷しよう痍い系状態異常にかかっているのか、ライザーさんは歩くのも難なん儀ぎそうであり、騎士が肩かたを貸している。

「その傷は……」

「私から話させてもらうわ」

　アズライトはそう言って、練兵場に集まった俺達に事情を話し始めた。

　それは、ランカーを含ふくむ〈マスター〉が連続して襲撃を受けたという驚おどろくべき報告。

　襲撃を受けた〈マスター〉は、全員が護衛依頼を受けていた。

　ライザーさんも襲撃を受け、相手の置おき土産みやげの爆ばく発はつ物ぶつで死に掛かけたものの、【救命のブローチ】が発動したこともあってギリギリで生存できたそうだ。その後は回復アイテムで生きながらえ、付近の住民に国教の教会まで運ばれて治ち療りようされたらしい。

　トミカの方は狼桜と共に襲撃を受けたものの、彼女だけは辛くも王都まで逃にげ延のびた。

　また、国境付近の村でも夜のうちに戦闘音が聞こえ、待機しているはずの〈マスター〉の姿が見えなくなったらしい。

　そしてライザーさんとトミカの証言によれば、襲撃犯は同一人物であった。

　兎の耳を生やし、金属製のブーツを履はいた少年。

　その特とく徴ちようが述べられたとき、俺の隣となりにいた兄が声を上げた。

『……【兎神ザ・ラビツト】、クロノ・クラウンだな』

「知っているのか、兄貴？」

『ああ。俺がまだ〈超級〉じゃなかった頃ころに戦ったことがある。準〈超級〉を始めとした、第六形態の〈マスター〉を狩り続けているＰＫだ。……あいつなら、〈マスター〉を何十人と闇討ちしてみせても不思議じゃない』

「……兄貴が戦ったときは、どうなったんだ？」

『決着がついていたのか、ついていなかったのかも分からん。俺も相当にダメージを負ったが、こっちが罠わなに嵌はめた後は追つい撃げきがなかった。ただし、それがデスペナルティだったのか、退いただけだったかは今も不明だ。あれから会ってもいないしな』

　……〈超級〉でなかったとはいえ、兄を相手にそこまでやる相手。

　そのときから強くなっているとすれば、それは恐おそろしい強敵であるように思えた。

『だが、手の内はある程度割れてる』

　そう言って、兄が知る限りの【兎神】の能力や戦法、そして攻略法……と呼べるかは難しいものまでを聞くことができた。

　ただ、兄からの情報を整理すると、恐らく俺との相あい性しようはあまり良くはない。

　兄を除けば……先輩やマリーならばあるいは、といったところだろう。

『あいつの戦力情報はこんなところだが、戦力以外でもヤバイ情報があるクマ』

「ああ。それ、ボクもどこで言おうか迷ってました」

　兄とマリーはそう言って、続く言葉をどこか言いにくそうに発言した。

『【兎神】クロノ・クラウンは……皇国に所属するＰＫだ』

「……あと、今回の講和会議に皇国側の護衛として交ざってます」

　それはつまり……。

「こちらの護衛を削そいだのは、皇国の指示ということ？」

『かもしれないが……独断の可能性もある。なにせ、普ふ段だんから第六の〈マスター〉を狩って回っている奴やつだ。護衛依頼で王国側の〈マスター〉の動きがある程度絞しぼれたから、良い機会だと襲撃を仕掛けたのかもしれん。以前も第六の〈マスター〉を狙うことそのものが目的で、他に何をする訳でもなかったからな。むしろ、護衛依頼を受けていることが違い和わ感かん、とさえ言えるぜ。しかし、仮に襲撃そのものも皇国の指示なら……』

「皇国は、王国側の護衛を減らす必要があったということね」

　……講和会議そのものの雲行きが怪あやしくなったな。

『……だが、皇国の思惑だとするなら露ろ骨こつに過ぎる。襲しゆう撃げき者しやを護衛メンバーに抱え込んでいることには違和感しかない』

「その件は皇国側の使節団に《真しん偽ぎ判定》を絡からめて問いかけてみましょう。指示を出したのなら、それで分かるわ。それよりも今の問題は……」

『減った護衛をどうするか、だな』

「ええ。仮に罠だった場合、対応力に大きな違ちがいが出てしまうから」

　罠だとすれば、【兎神】を含む皇国側のメンバーが牙きばを剥むくだろう。

「お兄さんはその【兎神】が襲おそってきても対応できますか？」

　ルークの問いに、兄は沈ちん黙もくした。

『……九割方、勝てる手はある。だが、俺はそっちには対応できない。もしも皇国との戦闘になるなら、俺は……【獣王アイツ】と戦うので手て一いつ杯ぱいだろうさ』

　皇国側にいるのは【兎神】だけじゃない。皇国に雇やとわれた多くの〈マスター〉、それに〝物理最強〟とまで言われる【獣王】や、あの悪あく魔ま軍団を率いる【魔将軍ヘル・ジエネラル】も護衛メンバーとして参加しているとマリーが言っていた。

　兄が【獣王】を相手取るのなら、【兎神】や【魔将軍】は俺達で戦わなければならない。

「…………」

　今回、【紫し怨えん走そう甲こう】の貯蔵は十分。デメリットはリスキーだが《瘴焔姫ガルドランダ》は使える。

　加えて、【黒こく纏てん套とう】のチャージも完かん了りようしている。

　カウンター・アブソープションのストックも万ばん全ぜん。

　ジョブも【死兵デス・ソルジヤー】のカンストを終え、汎はん用ようスキルである《看破》を取得するために【斥候スカウト】のレベルも上げた。メインジョブは、それらの汎用スキルを含めた現在持っている全ジョブスキルが使用可能な【聖騎士】に戻もどしている。




　何よりネメシスの第四形態……上級への進化もあった。




　準備と言うのならば、かつてないほどに準備はできている。

　しかしそれでも……「問題がない」とは口が裂さけても言えない。

　どこか……心にへばりついて離はなれようとしない不安がある。

　その理由が何かは……俺自身にも分からなかった。

「まだ戦せん闘とうになると決まったわけではないけれど……厳しいわね」

　やはり護衛メンバーを【兎神】に削られたままの現状はまずく、このまま講和会議に向かうことは問題があるとアズライトは言う。

　そんなとき、女化生先輩が手を上げた。

　それも和装らしい静々とした感じではなく、授業中に上げるような勢いの良さで。

「……なにかしら？」

「戦力足りひんのやったら、〈月世の会うち〉から何十人か追加で呼んどこか？　借金の棒引きは増やしてもらうけど」

　その申し出に、アズライトはこめかみに手を当てながら何事かを考え抜ぬき……。

「…………お願いするわ」

「おおきに♪」

　結局、苦虫を噛かみ潰つぶすような表情で女化生先輩の提案を受けていた。

　背に腹は代えられないということだろう。

　……しかし〈月世の会〉は宗教組織であるものの、だからこその廃はい人じん集団。

　所属する上級戦力の数で言えば、各国でもぶっちぎりだと聞いている。

　こういうときには頼たよりになる集団だ。

『扶ふ桑そう月つく夜よ、私からも頼みがある』

「なんやのん？　ライやん」

　そのとき、ライザーさんは女化生先輩に頭を下げた。

　ライザーさんを呼ぶときの「ライやん」という呼び方に、少しの意外さを覚えた。

『私を君のスキルで治療してくれ！　このまま臥ふせっているわけにはいかない……！』

「…………」

　ライザーさんの声には悲痛さが混ざっていた。それはきっと、デスペナルティになってしまったビシュマルさんを始めとした決けつ闘とうランカーの仇を討うちたいという思い。

　そして何より王国を守るために戦いたいという思いからのものだろう。

　そんなライザーさんの懇こん願がんに、女化生先輩は頷うなずいた。

「ええよ。治したる」

『恩にき……』

「でも、護衛にはついてきたらあかんよ」

　ライザーさんの頼みを了りよう承しようしてから……きっぱりと扶桑先せん輩ぱいはそう言った。

『なぜ……』

「それ、あんたが一番わかっとるやろ？　あんた、〈エンブリオ〉が完全に壊れとる。うちの《聖者の慈じ悲ひ》は体の傷を治せても、破壊された〈エンブリオ〉までは治せへん」

『だが、この身一つでも……！』

「〈エンブリオ〉のない〈マスター〉がどれだけの戦力になると思うとる？　しかも、あんたは〈エンブリオ〉前提のビルドやろ。それでついてこられても足手まといや」

　ライザーさんは俯うつむくが、反論の言葉はない。

　……扶桑先輩の言葉は厳しく、冷たいようにも思える。

　けれど、普段の扶桑先輩よりもずっと真ま面じ目めに、言葉を発しているのが分かる。

『…………分かった。ついていくことはしない。それでも、治してくれ』

「理由も、一応聞こか？」

『有力な〈マスター〉の多くは、講和会議の護衛に赴く。王都に残るはずだった〈月世の会〉の予備人員まで出るなら尚なお更さらだ。ならば、王都を守る戦力も今は足りないはずだ』

「…………」

『護衛についていけないのならば、自分にできるところで力を尽つくす、それだけだ』

「…………ほんに、〈バビロニア戦闘団〉のメンバーは頑がん固こな人が多いわ」

　扶桑先輩はそう言って溜ため息いきを吐つき、それから「《聖者の慈悲》」と宣言してライザーさんの傷を癒いやした。

『ありがとう……。この対価は』

「要らへん。あんたらには借りがぎょーさんあったから、少し減らしたことにするわ」

『……恩にきる』

　そう言って、ライザーさんは深々と頭を下げた。

　扶桑先輩はそれからあえて目を逸そらしているようだった。

　それは、今までに見たことがない扶桑先輩だった。

「月夜様がああした態度を取ることが不思議ですか？」

「……月影先輩」

　気づけば、俺の後ろにはいつの間にか月影先輩が忍しのび寄より、小声で話しかけてきていた。

　扶桑先輩はこちらの動きに気づく様子はなく、通信魔ま法ほうのアイテムで本ほん拠きよ地ちと連れん絡らくを取っているようだった。

「……そうですね。先輩なら……なんというか、もっと容よう赦しやのない感じだと思いました」

「月夜様は彼らに……〈バビロニア戦闘団〉に借りがあると思っていますからね」

「借り？」

「あの【グローリア】の事件でのことです」

　かつての【三さん極きよく竜りゆう　グローリア】討とう伐ばつ。

　当初、第一位の〈月世の会〉は王国との交こう渉しようが長引き、戦線に参加していなかった。

　その間に、王国の都市を守るために戦線に立ったのが第二位のクランだったライザーさんの所属する〈バビロニア戦闘団〉だ。

　けれど、結果として〈バビロニア戦闘団〉は敗れ、本拠地である都市も失い、クラン自体も崩ほう壊かいしてしまったのだという。ティアンとの交流が深いクランでもあったため、その敗戦で失ったものが大きすぎたのだ、と。

　それに関して、「最初から〈月世の会〉が参戦していれば……」という声もあった。

　また、扶桑先輩自身も普段はそんな素そ振ぶりは見せないが、そのときのことは気にしているらしく……先ほどの行動もそれが理由であるらしい。

「意外ですか？」

　普段からは想像もつかない。

　けれど……そうか。あの日のトルネ村で俺の傷を治してくれたのも、扶桑先輩だった。

「月夜様は、月のようですからね」

「え？」

「見え方ごとに……魅み力りよくある御お方かたなのですよ」

　そう言う月影先輩は、扶桑先輩を見ながら穏おだやかに微笑ほほえんでいた。




　一〇分ほどして、練兵場には五〇人もの〈月世の会〉の〈マスター〉が追加で並んでいた。扶桑先輩が連絡してから駆かけつけるまでの速さは、流石さすがトップクランと言うべきだろう。

「これで、護衛の戦力の大半は補ほ填てんされたわね」

「うちのメンバーも結構強いから頼りにはなるえ。……まぁ、一人一人は決闘ランカーと比べたら格落ちするのは否定せーへんけど」

　かつての封ふう鎖さテロで〈Ｋ＆Ｒ〉を相手取った時、《月面除算結界》の効果圏けん内ないで狼桜が〈月世の会〉のメンバーを倒たおして回っていたことを思い出した。やはり個人戦闘に特化した決闘ランカーの実力は、普ふ通つうの〈マスター〉とは比ひ較かくにならないのだろう。

「できれば、もう一人くらい決闘ランカーがおるとええんやけど……。あ、カシミヤってまだログインしとらへんの？」

　扶桑先輩の問いかけに、トミカは首を振ふった。

「オーナーはまだ……。今日明日はログインできるかわからないと言っていたので、多分こんなことになってるのも知りません……」

「そか。ほならログインしてきたら連れてきてほしいんやけど」

「はい！　きっと、オーナーなら姐あねさんの仇をとってくれるはずですから……！」

　フィガロさんがログインできない今、カシミヤは決闘ランカーの中では最有力。

　だけど、参加できるかは現状では未知数。

　戦力は足りないものの、もうカシミヤ以外に残っている決闘ランカーは……。




「――決闘ランカーをお捜さがしかなー？」

　そのとき、練兵場に聞き知った……けれど来るはずのない人の声がした。




　声に振り向むけば、そこには頭上に巨きよ大だいなネコを乗せた青年が立っていた。

　その人のことを、俺はもちろん知っていた。

「トム、さん？」

「【猫神ザ・リンクス】トム・キャット……？」

　俺とアズライトの声が重なる。

　トムさんは周囲の視線を受けながら、アズライトの前に歩いていく。

「カルチェラタン以来だねー、陛下。ところで、飛び入り参加はできるかなー？」

「ええ……。けれど、アナタには一度断られたはずだけど……」

「……少し事情が変わってねー」

　どこか曇くもりかけたトムさんの表情。

　変わった事情が何かを考えて……昨晩起きたばかりの襲撃事件を連想した。

「それはもしかして……【兎神】の？」

　俺がそう言うと、トムさんは驚いた様子で俺を見た。

「……ああ。彼とは少し因いん縁ねんがあってねー。彼が、護衛に参加する王国の〈マスター〉を闇討ちしたことは知っているよー。彼が皇国側に護衛としてついていることもねー」

　トムさんは、何かを決意するように拳こぶしを握にぎり締しめていた。

「だから、もしも皇国と戦うことになるのなら……クロノとは僕が戦たたかうよ」

「トムさん……」

　トムさんと【兎神】の間に何があったのかを、俺は知らない。

　運営側と噂うわさされるトムさんが、護衛に参加するほどの事情があるのかも知らない。

　けれど、トムさんが普段は前まえ髪がみで隠しているその目が……真しん剣けんな輝かがやきを見せていることは俺にも理解できた。

「……決まりね」

　アズライトは練兵場に集まった〈マスター〉達を見回して……頷いた。

「このメンバーで、講和会議に向かうわ」

　アズライトの宣言の後、俺達は講和会議へと出発した。




◆◆◆




　■ドライフ皇国実効支配地域・旧ルニングス領




　旧ルニングス領は王国の人間にとって、短期間で幾いく度ども意味が変わった地域である。

　かつてのルニングス公こう爵しやく領は、王国最大の穀倉地帯であった。

　住人の消費量よりも遥かに多い作物を生産し、それをドライフ皇国やグランバロアといった食糧生産に難がある国家に輸出することで外貨を獲かく得とくしていた。

　しかし、一年と少し前に穀倉地帯としてのルニングス公爵領は壊かい滅めつした。

　最強の〈ＳＵＢＭ〉、【三極竜　グローリア】の突とつ然ぜんの襲しゆう来らいによってルニングス公爵領の住民は全ぜん滅めつと言っていい被ひ害がいを受け、領主であったルニングス公爵も死亡。わずかに生き残った住民にも土地を捨てる者や……あるいは未来を悲観しての自殺者が多発した。

　さらに、【グローリア】の《絶死結界》は当時生育状態にあった作物や自然環かん境きようにも壊かい滅めつ的てきな被害を与あたえ、穀倉地帯であったはずのルニングス公爵領は住人なき死の大地と化した。

　それからは王族の直ちよつ轄かつ地ち、旧ルニングス領として復興の準備が進められていた。




　しかし、【グローリア】襲来から半年後。旧ルニングス領は戦場となった。

〈雷らい竜りゆう山ざん〉に近い国境の道から侵しん攻こうした皇国軍とそれを迎むかえ撃うつ王国軍。

　住民が既すでに存在しなかった旧ルニングス領は戦場として最適であったが……、それが王国に利するものであったかは別だ。

　住民が存在せず、何に気き兼がねする必要もないために、参加者が全力を出せる戦場だった。

　数多あまたの精せい鋭えい。無数のモンスターを作り出す【大教授】。悪魔軍団を率いる【魔将軍】。

　そして、踏ふみ出だす一歩で大地を割り、振るう爪つめで天から降る星すら砕くだく【獣王】。

　その全すべてが何の制限もなく力を振るい、王国軍は壊滅した。

　それ以降、旧ルニングス領は王国の領土ではなく、皇国の土地となった。皇国の動きは素す早ばやく、皇国の農民をすぐに旧ルニングス領内で皇国に近い西側に移動させた。

　農耕や建築に適した〈マスター〉に依い頼らいして急速に整備を進め、旧ルニングス領の西側は皇国の穀倉地帯としての復活を果たしつつあった。

　そうした事情から、『旧ルニングス領の皇国領土としての法的割かつ譲じよう』は、今回の講和会議でも確実に皇国側の講和条件に挙げられると言われている。実効支配ではなく、法的にも完全に皇国のものとするために。




◆




　旧ルニングス領は【グローリア】によって壊滅的な被害を受けたが、そのほとんどは《絶死結界》による生物の死亡であったため、建造物の被害はそれほどではなかった。

　後に戦争によって壊滅した村の跡あと地ちなどはあるが、領の中心にある都市ルニングスは建物のほとんどが無事なまま残されている。

　ただし、それは元のままという訳ではない。

　かつては青々とした草原の中心にあったがゆえに草原都市と名づけられたルニングス。

　しかし現在は草木の一本残さず、死し滅めつした枯かれ野のとなっている。あの事件で周辺のあらゆる生物が死に、数万の死体が転がった。

　それゆえに、今は草原都市とは呼ばれない。

　絶ぜつ滅めつ都市ルニングス。

　正式な呼こ称しようではないが、それが最も適した通つう称しようだった。

　事件直後はあらゆる死し骸がいに怨おん念ねんが宿り、アンデッドが徘はい徊かいしていたルニングスだが、前回の戦争前の時点で〈月世の会〉の聖職者による浄じよう化か作業は済み、死体も片付けられている。

　それでも移住を希望する者はおらず、文字通りのゴーストタウンとして放置されていた。

　しかし今、その絶滅都市ルニングスには多くの人の姿があった。

　それは今回の講和会議において、皇国に雇われた数百人の〈マスター〉である。

「……曰いわく付つきの都市で夜明かしとか、ＲＰＧだったら絶対なんか起きるパターンだろ」

「ゾンビとか怨おん霊りようが出てきて仲間が少しずつ消えていくパターンだな」

　かつては講堂だった場所で夜明かしの準備を進めながら、護衛に参加した〈マスター〉達は感想を述べ合っていた。

　なお、講堂を寝ね床どこにしようとしている彼かれらも、最初から講堂を選んだわけではない。街にあるホテルで寝ねようとしたグループもあったのだ。

　しかし一年以上も洗われなかった寝しん具ぐに染しみ付いた黴かび臭くささと、誰だれかが漏もらした「……ベッドの上で死んだティアンいるんじゃね？」という呟つぶやきが広まり、ホテルや民家で就しゆう寝しんしようとする〈マスター〉はいなくなったのである。

　結局、スペースだけはある講堂に自前の寝具で就寝準備を整えている。中にはゴーストタウンにいることすら嫌いやがり、明朝の出発時刻までログアウトする者もいるほどだ。

　余談だが、【魔将軍】ローガン・ゴッドハルトもそうしてログアウトした一人であり、「こんなところで寝られるか！　俺は部屋に帰らせてログアウトさせてもらう！」と、ミステリーなら一発退場不ふ可か避ひな捨すて台詞ぜりふでいなくなっていた。

「……野営の方がマシだったんじゃねえかな」

「バカ言え。こんな人数で野営したらモンスターが寄ってきてろくに寝られないぞ。それにルニングス領じゃこの街が一番まともなんだよ。アンデッドの浄化も済んでるしな」

　ルニングスより小さな村や街では手が回らず、今もアンデッドが徘徊している場所も少なくない。それだけ【グローリア】の被害は甚じん大だいだったのである。

「じゃあ整備と開かい拓たくが済んでる西側で宿を取れば……」

「そうすると、逆に明日の正午に開かれる講和会議に間に合わないだろ」

「……王国側の連中はちゃんとした街や村に宿しゆく泊はくしてんだろうなぁ。うらやましい」

「ところが、そう羨うらやましくもないことになってるらしいぞ」

　宿しゆく泊はく環かん境きようを比べて愚ぐ痴ちった〈マスター〉に、仲間が小声で耳打ちした。

「なんだよ？」

「王国側の護衛、三分の二が護衛開始前日に闇やみ討うちされてデスペナになったらしい」

「はぁ!?」

　思わず声を出してしまった彼に、仲間は「静かに」と注意する。

「しかも、それをやったのがどうもクロノの奴らしい」

「……マジかよ」

　彼の名……悪名は皇国では知しれ渡わたっている。

　なぜなら、第六形態の〈マスター〉の多くは、彼の襲撃を受けたことがあるからだ。

　また、そんな彼に対して幾度か集団で報復に及および……その全てが返かえり討ちになったことでも知られている。

　余談だが、同様に皇国内で悪名を振りまいている準〈超級スペリオル〉が【光王エフ】である。

　所属する王国で指名手配されないように、彼の取材の被害は主に皇国が受けていた。

　最近は王国内で動くことも多くなったが……。

「待てよ、クロノは今回の護衛にも参加してんだろ？　あっ、そうか昼間のあれは……」

「ああ。それが発ほつ端たんの喧けん嘩かだ」

　昼間、講和会議に向かう一団の中でとある事件が起きた。護衛に参加していた〈マスター〉の中でも有力者、皇国の決闘三位にあたる人物がクロノに対して「どういうつもりだ！」と詰つめ寄っていたのである。王国を闇討ちした件への追つい及きゆうだったのだろう。

　しかしそれに対するクロノの返答は、どこかズレたものであったという。

　返答に決闘三位のランカーは激げき昂こうし、戦いを挑いどみ、……デスペナルティとなった。

「……でも、問題にならなかったんだよな？」

「ああ。聞いた話だが、クラウディア姫は『ティアンに累るいが及ばない限り、〈マスター〉同士の戦闘を禁じる法律はありませんもの』と言っていたそうだ。つまり、昼の喧嘩も闇討ちもクラウディア姫はお咎とがめ無しに決めたらしい」

　法的にはそのとおり。

　しかし、現状に鑑かんがみても一いつ切さいのお咎めなしということに、彼らは寒気がした。

「王国の護衛を闇討ちしても、こっちの護衛を減らしても問題ない……。これ、どういうことだろうな？」

「わからんよ。ただ、こっちに関しては護衛が減っても問題ないと考えてるのかもしれん。何せ、こっちは数が多いだけだからな。護衛で飛とび抜けて有力なのは【獣王】、ローガン、そして問題のクロノくらいなもんだ。やられたあいつだってランカーではあっても超級職ではなかったしな。正直、その三人の誰か一人でも他全員より強いってレベルだろ」

「……なぁ、どうして今回はそんな面子なんだ？　もっと強い連中、いたはずだよな？」

　皇国は王国やカルディナとの戦争に備えて、〈マスター〉を集めていた。

　それゆえ、本国には戦闘系超級職の〈マスター〉も複数人いる。

【魔砲王キング・オブ・イリーガルカノン】ヘルダイン・ロックザッパー、【喰王キング・オブ・イーター】カタ・ルーカン・エウアンジェリオン、【流姫フロー・プリンセス】ジュバ。他にも多くの準〈超級〉がいたが、今回は一人も参加していない。

「しかも、だぜ？　今回、皇国のティアンは殿でん下かしか来てないんだろ？」

　そう、講和会議における皇国側の参加メンバーは、護衛を除けばクラウディア一人だけ。

　文官も伴わず、供回りも侍じ女じよもおらず、ティアンでは彼かの女じよだけが講和会議に参加する。

　今もこの都市の元公こう爵しやく邸ていに、護衛である【獣王】のみを連れて宿泊しているはずだ。

「闇討ちも仲間割れも許容。参加者は殿下だけ。……おかしいんじゃないか？」

「……俺の予想の中でも最悪なパターンは……講和会議が戦争の理由作りって場合だ」

「あぁ？」

「講和会議でクラウディア姫が死ぬなり怪け我がを負うなりする。それを王国の仕し業わざに仕立て上げる。で、そのまま連れて来た【獣王】やローガン……〈超級〉の戦力で王国に雪な崩だれ込む。同時に、本国に残しておいた他の戦力で東のカルチェラタン方面から王国に攻せめ入いる。護衛に有名所があの三人しかいないのはあの三人で十分だから、そして他に戦力を回してるからだ。クラウディア姫しかいないのは、人材不足の皇国でクラウディア姫以外に犠ぎ牲せいが出ないようにするため……ってのはどうだ？」

「……〈戦争結界〉は？」

「別にあれがなきゃ戦えないわけじゃない。分かりやすいゴールがなくなるだけだ」

「……だから最悪か」

「ああ、講和会議が泥どろ沼ぬまの戦争状態のスタートになる。ちょうど、厄やつ介かいなカルディナはグランバロアと揉もめて動けなくなってるしな」

「ありそうだ……」

　このような会話は、皇国の〈マスター〉の間ではそこかしこで幾度も交かわされていた。

　彼らは護衛であり、講和会議の内容を知らず、それゆえに「ああではないか」「こうではないか」と議論という名の想像を交わす。

　しかし強しいて述べるならば……彼らの想像は現実とはまるで異なる。

　現実の皇王のプランは彼らの想像よりも遥はるかに平和的に、




　――あるいは想像を絶する悪あく辣らつさで進行しているのだから。




◆◆◆




　■旧ルニングス公爵邸




　旧ルニングス公爵邸。主であったルニングス公爵とその妻子がかつて暮らしていた大だい邸てい宅たくだが、今は街と同じように無人だ。

【グローリア】の襲撃で耕作地の視察中だった公爵が死に、妻子も地下に造っていたシェルターの中で死んでいた。シェルター程度では《絶死結界》は防げなかったのである。

　そんな無人の公爵邸に、一年ぶりにとある音が響ひびいていた。

　それは一階の奥おくまった場所に造られた施し設せつ……大浴場から聞こえている。

　即すなわち、大浴場から滴したたる水音である。

「やっぱりどこでもお風ふ呂ろはいいものですわ～」

　大浴場に浸つかって足を伸のばしながら、クラウディアは心ここ地ち好よさそうにそう言った。

　彼女はつい先ほど、自分で大浴場の清せい掃そうを行い、給湯のマジックアイテムを調整し、温水を大浴場に満たして入浴の準備を整えていた。

　そうして今はリラックス入浴中の彼女は、浴場の入り口に声をかけた。

「ベヘモットとレヴィも入りませんことー？」

『Ｎｏやだ』

「遠えん慮りよいたします」

　そこに立っていたのは、【獣王】ベヘモットを抱だいたレヴィアタンだった。

　護衛としての務めを果たすように、彼かの女じよ達たちはクラウディアの入浴を見守っている。

「こちらだけ裸はだかだと落ちつかないのですけど」

「そもそも、どうして入浴しているのですか？」

「え？　だって、明日は講和会議ですし、アルティミアに会うのだから身み綺ぎ麗れいにしなくてはいけないでしょう？」

「……死体の転がっていた浴場で、ですか？」

　そう言って、レヴィアタンは浴場の一角を見る。

　そこにはうっすらと人型の跡あとが残っている。恐らくはかつてここで死んだ者がおり、アンデッドとなる前に腐ふ敗はいしてその痕こん跡せきが残ったのだろう。

　清掃したところで、消えきらない死の跡。

　だが、気持ちよさそうに浴よく槽そうに浸かるクラウディアは気にした様子もない。

「それがどうかしましたの？　死体なんて直接浴びることもありますわよ？」

　小首を傾かしげて、手の指をクルクルと動かす。

　その仕草が、槍やりを振るうときの指使いであるとベヘモットとレヴィアタンは気づいた。

「昨年の内戦なんて、何度頭から血と臓物を被かぶったか数え切れませんわよ」

　ロールした髪かみを弄いじりながら、彼女は昨年の出来事を思い出して溜め息を吐いた。




　昨年の皇国で起きた皇王継けい承しよう戦と呼ばれる争い。

　それがなぜ起きたのか、原因はある二人の人物に端たんを発する。

　一人は先代皇王、ザナファルド・ヴォルフガング・ドライフ。
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　年ねん齢れいは八十を超こえた高こう齢れいだが、その地位を皇太子に譲ゆずっていなかった。

　そもそも後こう継けい者しやである皇太子を決めてすらいない。

　皇国には当時、後継者として有力な皇子が二人いた。

　側室から生まれた第一皇子、その僅わずか後に正室から生まれた第二皇子である。

　この二人のどちらを皇王とするかを明言せず、むしろ進んで競きそわせていた。

　暗に「勝ち残り、生き残った方を後継者とする」とでも言うかのように。

　しかし、その暗あん闘とうを通しても二人の王子は死なず、……最初から後継者争いの主しゆ軸じくではなかった第三皇子とその妻だけが命を落としていた。

　そうして後継者が決まらぬままに、いよいよザナファルド皇王の寿じゆ命みようが尽きた。

　後継者を決めぬまま没ぼつしたザナファルド皇王は、何を考えたかこんな遺ゆい言ごんを伝えたのだ。

「皇位継けい承しよう権けんを持つ者で争え。頂点に立った者を次代の皇王とする」

　これまで暗に示し唆さしていたことを、遂ついに遺言で明言してしまった。

　早い話が、「身内同士で殺し合え」ということだ。ザナファルド皇王が正気でそれを述べたのか、それとも老いと病の狂きよう気きの中で述べたのかは不明だ。

　もっとも、健在だったころのザナファルド皇王を知る者の中では、「正気でも言うだろうな」と考えた者がそれなりの割合を占しめたが。

　皇位継承権を有する全ての皇族は、皇都の中心である【ドライフ・エンペルスタンド】内の会議室で一堂に会しながら、開示された遺言を聞いた。

　これから次期皇王の座を賭かけて、皇国最大の内戦が始まると……多くの者が考えた。




　結論を言えば、彼らの予想は半ば外れた。

　二人の皇子、どちらの派は閥ばつの人間も……遺言の開示直後に皆みな殺ごろしにされた。




　それを為なしたのは、彼らが意図しなかった相手。既に亡なくなっていた第三皇子の子であり、継承権の最も後ろにいた者……クラウディア・Ｌ・ドライフによる皆殺し。

　その後に起きた皇王継承戦と呼ばれる内戦は……決して皇位継承権が高いと言えなかった現在の皇王が、その座を継承するために起きたもの。

　遺言に従って皇王を継承した後に、即そく位いを国内の大貴族に認めさせる戦いだった。

　反対勢力を一いつ掃そうするための……反対勢力の方が遥かに多かった戦い。

　クラウディアとラインハルトの味方は、親類であるバルバロス辺へん境きよう伯はく家。

　加えて、数に入れることも難しい少数の文官と軍人。

　そして、クラウディア達たちの友人であった【獣王】ベヘモットだけだった。

　だが、結果として……それで十分だった。

「懐なつかしいですわね」

『ＷＰがんばつたね』

「私達はともかく、貴女あなた方が生き残れたのは奇き跡せきですね」

「本当ですわ。特に叔お父じ様さまの古巣……特務兵には何度殺されると思ったことか……」

〈マスター〉が増えるまでは皇国最大戦力と謳うたわれたドライフ特とく殊しゆ任務兵士団。彼らもまた現在の皇王の即位に反対した勢力であり、幾度も暗殺者を放ってきた。

　しかしその結果として特務兵は、【獣王】と【無将軍ゼロ・ジエネラル】ギフテッド・バルバロス、そしてクラウディア自身の手で文字通り全滅したのであるが。

「その甲か斐いあって、お兄様がこの国を整えることはできましたけれど……」

　今の皇国は反対勢力を一掃したがために、結果として皇王の下で一枚岩になっている。

　反対派貴族の粛しゆく清せいによって生じたティアンの人材不足は深刻な問題であったが、平民の優ゆう秀しゆうな文官の登用や軍事力としての〈マスター〉の雇こ用ようでその穴を埋うめている。

　膿うみを除いた……と言うよりは蜥蜴とかげが手足を捨てて蛇へびに、そして龍りゆうになるかのように、現皇王の政策で皇国は大きく様変わりした。

　そして、あとは王国との併へい合ごうさえ為れば……という状態から発生したのが前回の戦争だ。

「明日の講和会議に、皇国と王国の……私達とアルティミアの未来がかかっていますわ。明日は護衛、しっかりとお願いいたしますね？」　

『ｉｃうん、わかつた』

　クラウディアは友人に笑え顔がおで頼たのみ込んで、ベヘモットもまたそれに頷いて応こたえた。

「……そういえばまだお聞きしていませんが、今回の交渉のゴールは？」

「ええと、少し待っていてくださいな」

　質問に、クラウディアはこめかみに手を当てて何かを思い出すように考え込み、

「――着地点は三つ。一つ目は、王国との現在状態での完全終戦。二つ目は、王国の降こう伏ふくによる併合。三つ目は、次回の戦争の勝敗条件設定。優先度はそのまま一、二、三です。最悪でも三つ目はクリアしてください」

　まるで別人のような口調でそう言った。

「……と、お兄様が申しておりますわ」

「ええ、分かりました」

　クラウディアの言葉に、レヴィアタンは納なつ得とくして頷いた。

「明日は本当に頼りにしていますわ」

『ＫＫまかせて』

「ベヘモットの次にお守りしましょう」

　そうして夜は更ふけ、時間は過ぎ行く。




◇◇◇




　□【聖騎士】レイ・スターリング




　日が暮れる頃ころ、俺おれ達たちは国境に最も寄よりの村であるウェルミナ村に到とう着ちやくした。

　昨晩に護衛メンバーが襲しゆう撃げきされるというトラブルはあったものの、出発以降のスケジュールは概おおむね予定通りと言える。今夜はこの村で休息し、明日の朝……国境に用意された講和会議の会場へと向かうことになるだろう。




　夕食が済んだ後、アズライトから呼び出しを受けた。

　集まったのは〈デス・ピリオド〉のメンバー、それと扶桑先輩だ。月影先せん輩ぱいや〈月世の会〉のメンバーは村の周辺を警けい戒かいしているらしい。

　アズライトの傍そばには、彼女が連れて来たティアンの文官三人の姿もある。

「アズライト、急に集めるなんて何かあったのか？」

「集まってもらったのは、明日の講和会議に関してアナタ達……〈マスター〉の意見が聞きたいと思ったからよ」

「俺達の意見？」

「ええ。出発前に条件を詰めはしたけれど、それはあくまで私達ティアンの見方に沿ったものでしかないわ。まだ〈マスター〉を含ふくめての思考や方針に対応し切れていない部分もあるかもしれない。その最終調整のため、講和会議の前に確かく認にんしてほしいの」

「なるほど……」

　たしかに、そういうことはあるかもしれない。

　しかしそれを言うなら、俺達だって講和会議なんてリアルでは無む縁えんだった。

　そもそも〈Infinite Dendrogram〉における国家間の協議自体に、リアルのそれとは幾いくつかの点で差異がある。

　一個人が協議に持ち込めてしまう武力ステータス。

　嘘うそを見み抜ぬく《真しん偽ぎ判定》をはじめとした多種多様なスキル。

　そして最も大きい差異である……【誓せい約やく書しよ】の存在。

　約束事を守らせるための【契けい約やく書しよ】系アイテムの中でも、国家元首かその代理人しか交わせず、破れば国家そのものに甚大な被害を齎もたらす【誓約書】。

　破るときは国が滅ほろぶときであり、数百年前にとある国が【誓約書】の取り決めを破った際は巨大な黒い渦うずがその国の都を蹂じゆう躙りんし、後には何も残らなかったそうだ。それがあるために、国家間の取り決めはリアルのそれと違ちがって決して破れないものとなっている。

　だからこそ、講和会議では双そう方ほうの講和条件を突つき詰め、折り合いを見みい出だし、双方が納得する条件で【誓約書】に署名する。

　それがゴールであり、後から覆くつがえすことはできない。

「順を追って説明するわ。まず、今回の講和会議で両国が合意すれば、『今後一〇〇年間に亘わたるアルター王国とドライフ皇国の戦争行こう為いを禁止』する条約が締てい結けつされる予定よ」

　一〇〇年。こちらが三倍の時間で流れるとはいえ、俺おれがいる間に再び戦争が起きることはなさそうだ。

「戦争行為の範はん囲いは？」

「軍の侵攻と領土の不法占せん拠きよ、それと両国間での〈戦争結界〉の発動禁止ね。……あまり細かい例まで言げん及きゆうするとふとした拍ひよう子しに破りかねないからこれが限度になるわ」

「それだと先のギデオンやカルチェラタンで起きたようなテロを防げませんよね？　あれは軍が動いたわけでも占拠したわけでもありませんし」

　マリーの言葉にアズライトは頷うなずいた。

「ええ。だからそれはこちらからの締結条件で封ふうじる予定よ」

「締結条件？」

「会議では条約締結のための条件を協議することになるわ。それで……皇国からは『予め講和のための条件と譲じよう歩ほできる内容を列挙して欲ほしい』とも要よう請せいされているの」

「それは……直ちよく截せつ的だな」

　札を並べた上で交渉しようということか。

「そうね。けれど、両方に《真偽判定》持ちがいるなら、ブラフや腹の探さぐり合あいは時間の無む駄だということでしょう」

　たしか、今回アズライトが連れて来た文官三人の内、一人はそういった対人の心理判定に特化したビルドの人物だったな。

　それにジョブのスキルだけでなく、〈エンブリオ〉でも相手の思おも惑わくを読むのに特化したものが存在するかもしれない。

『それで、こっちが挙げる条件と譲歩はどんな内容になるクマ？』

「まず、譲歩するものは決まっているわ。『旧ルニングス領の放ほう棄き』よ」

　旧ルニングス領……先の戦争で皇国に占せん領りようされた地域だ。

「いいのか？」

「……手放さない方がまずいといったところね。はっきり言ってしまえば、現在の王国が持っていてもあまり意味はない土地だから」

　アズライト曰く、旧ルニングス領は先の【グローリア】襲来で壊滅し、住民の殆ほとんどもその命を落とした。

　しかもその後、近きん隣りんのクレーミルの壊滅や戦争での人的被害もあり、今の王国にはカラになった旧ルニングス領に回せるほどの人間がいない。

　本来なら真っ先に領土回復を主張するルニングス公爵家は一人残らず死亡しており、直ちよつ轄かつ領りようとした王族にとっても必要な土地ではない。

　旧ルニングス領は元々王国最大の穀倉地帯であったが、今は手付かずの壊滅状態。それに国家全体が肥ひ沃よくな土地に恵めぐまれた王国にとって、必ひつ須すというほどではない。他の土地でも必要量よりも遥かに多くの作物を産出できているのだ。

　実効支配している皇国から旧ルニングス領を取り返しても……開かい墾こんと復興のために手を回せる状態ではなく、確実に長期間に亘わたって持て余すそうだ。

「対して、皇国にとっての旧ルニングス領は何よりも必須の土地よ。こちらが得ている情報では、原因は不明だけれど皇国全土で農耕用の土ど壌じようの枯こ渇かつが進んでいるそうだから。飢き餓が状態にある皇国としては、土壌が生きている旧ルニングス領を手放せない。取り上げようとすれば、そもそも講和が成立しないでしょうし、きっと手段も選ばなくなるわ」

『確定した譲歩から何を条件として要求するかが問題……そういうことクマ』

　兄は納得したように頷き、アズライトもその答えを口にし始める。

「先ほど問われたように、最大の問題は皇国側の〈マスター〉によるテロよ」

　先月、ギデオンでフランクリンが起こした事件。今月、カルチェラタンで【魔将軍】が起こした事件。どちらも最悪の結果を免まぬがれることは出来たが、二つの街がなくなっていても全くおかしくない恐おそろしい事件だった。

「既に二度も起きているもの。今度は【獣王】が王都でテロ……などということになっては取り返しがつかないわ」

『…………』

　テロとは致ち命めい的てきな先制攻こう撃げきだ。

　しかも犯人を倒して王国で指名手配しても、皇国で指名手配されていなければいくらでも復活してまたやって来るだろう。

　事実、フランクリンも【魔将軍】も〝監かん獄ごく〟には送られていない。

「だから、まずはそこを潰つぶすわ」

「それはつまり……」

「王国が提示する第一の条件は――『両国の指名手配の共通化』よ」

「……なるほど」

　今後、皇国の〈マスター〉が王国内で犯罪を起こして指名手配された場合、皇国でも指名手配しなければならないというルールを作る。

　そうすれば、今後はフランクリンや【魔将軍】がやったようなテロを抑よく止しできる。

「逆に向こうが罪を捏ねつ造ぞうし、お兄さんや扶桑女史を指名手配することを防ぐための条件も盛り込む必要はあるでしょうね」

　そういえば、俺がトルネ村の事件に関かかわっていたころ、兄がとある事件の容疑者として逮たい捕ほされたのだったか。あれは兄に罪を被かぶせようとした他の〈超級〉の仕業だったらしいが、同じことを国家ぐるみでしてこないとも限らない。

　ルークの意見を文官の一人が書きとめている。

「そうね。他には何かあるかしら」

「これだと双そう方ほう向こうの取り決めなのでイーブンな条件です。既に相手が実効支配しているとはいえ、国土を手放すのだからもっとこちらに有利な条件を盛り込めないでしょうか？」

　先せん輩ぱいの言葉はもっともだ。

　それに相手の動きを抑おさえる意味でもまだ甘あまい気がする。

「ええ。候補はいくつかあるのだけど、それを詰めるためにも意見を聞きたいのよ」

　アズライトがそう言うと、文官達が【書記セクレタリー】のスキルで印刷した冊子を俺達に手て渡わたしてくる。冊子には王国が提示する条件の候補が羅ら列れつされている。

「ふぅん？　この中なら賠ばい償しよう金きんの要求がよさそうやねー。例えば『戦争で死んだ兵士の遺族当て』～って名目がええんちゃう？」

　冊子が配られてすぐに、一覧を軽く眺ながめた扶桑先せん輩ぱいがそう言った。

「その理由は？」

「皇国は金で〈マスター〉を雇やとって、あんだけ勢力を拡大させたんやろ？　せやったら、その軍資金を削けずりにかかればええやん。賠償金を払はらうほど、雇える〈マスター〉が減るってことやからね。今後の牽けん制せいにはちょうどええんちゃうかな」

　一理ある。ギデオンでの事件の前、ユーゴーからも皇国の財政は戦争で大だい打だ撃げきを受けたとは聞いていた。

　ならば、さらに財政に負担をかければ皇国も踏み込み辛づらくなるはずだが……。

「ですが、条約が締結されれば戦争行為は禁止されます。加えて、第一の条件で皇国に所属している〈マスター〉も手を出せなくなりますが……」

　俺も先輩と同意見だ。軍資金を削っても講和条約で意味がなくなるのでは？

「ビーちゃんは純真やねー。そんなんは皇国に所属してないフリーの奴やつでも大金で雇ってやらせたらええやん。腕うでに自信があってテロへの呵か責しやくもない〈超級〉や準〈超級〉なら金額次し第だいで受けるやろ。あるいは所属してる奴に〝監獄〟逝いき覚かく悟ごでやらせたり？　どっちにしても雇う額は今よりも跳はね上あがるやろーから金銭削るのは有用やって」

　その手があったか……。

　アズライトも俺以上に驚おどろき、「そんな手が……」と口に出して戦せん慄りつしている。

　ティアンから見た〈マスター〉の〝監獄〟送りは、俺達が考える以上に重い。

　例外は軽犯罪で入所したハンニャさんくらいもので、他は重じゆう篤とくな犯罪で外部への復帰がまず不可能と考えれば死し刑けいと同義だ。このあたりも、アズライト自身が言っていたティアンと〈マスター〉の見方の違いと言える。

　第一の条件には微び修しゆう正せいが加えられることになるだろう。

『流石さすがは金に汚きたない悪あく辣らつ雌め狐ぎつねクマー』

「せやろー？　弾代にも困こん窮きゆうしてポップコーン手売りするクマも見習ったらええよー」

「『…………』」

　……無駄に緊きん迫ぱくした空気にしないでもらえるかな。




　その後も話したが、王国側の条件は最初のものと扶桑先輩が挙げたものになった。

『しかし、こっちが複数の条件を出すように、あっちも旧ルニングス領以外の条件を出してくる可能性は高いクマ』

「そうね。私を皇王と婚こん姻いんさせて、王国を併合しよう……というケースも考えられるわ」

「……王国をそのまま取り込む、か」

「元々、そういう話はあったそうだから」

「え？」

「戦争前の王国と皇国は友好国だったもの。私は皇国に留学していたし、当時の第一皇子の第一子だったハロン皇子も王国に留学していたわ」

「そういえば、前にも皇国に留学していたことや、皇国に友人がいるとは聞いていたな」

「……ええ。その友人が、明日の交こう渉しよう相手のクラウディアよ」

「それは……」

　かつての友人と、今度は国家を背負っての交渉の場で向かい合うことになるのか。

「あるいは向こうも、私を相手に交渉するからこそクラウディアを選んだのかもしれないわね……。話を戻もどすけれど、当時は本当に両国の関係は良好だったから、婚姻での同盟……ひいては併合も考えられてはいたそうなの」

「…………」

「と言っても、お父様や相談役の【大賢者アーチ・ワイズマン】様といった一ひと握にぎりの上層部の間でのみ話されていたことらしいわ。私も先日、二人の遺した記録を見て知ったことだから」

　話が本決まりになるまでは周知をしていなかったってことか。

「そないに仲良ぉしてたのに今は戦争。ほんま因果なもんやねぇ」

「……そうね」

『それで、向こうが婚姻や併合を申し出てきたらどうするクマ？』

「その類の条件は呑のめないわ」

　兄の問いにアズライトは即そく座ざにそう答えた。

「国民感情からしても、受け入れられない。それに皇国は軍事力こそ増大しているけれど、国力は疲ひ弊へいしているもの。一つになっても王国側の負担が増大するだけよ」

　軍事力という点で見れば、皇国は多数の〈マスター〉を抱かかえ、〝物理最強〟の【獣王】をはじめとした〈超級〉を五人抱え込んでいる。

　しかし飢き饉きんによって国民は飢餓に見み舞まわれ、戦争による出費で国庫は疲弊し、さらに皇王に就つく際の内戦で領土の統治者も不足している。

　マイナス要素が多く、併合しても王国には何も良い点がない。

「そもそも王国は皇国の国土も資源も、技術さえも欲ほつしていない。併合にしろ、戦争にしろ、王国には得るものが何もないのよ……」

　王国は国を拡大する意思がない。

　土地にしても旧ルニングス領をそのまま手放しても惜おしくないほどだ。

　食糧資源がない皇国にも鉱物資源はあるらしいが、それとて工業国家でない王国がそこまで欲するものではない。

　機械技術にしても元より発展していないし、……先日のカルチェラタンで見つかった〈遺い跡せき〉から新規に発展させることすらできてしまう。

　本当に戦争や併合をする意味がない。

　始まってしまった時点で、王国からすれば負けのようなものだ。

「むしろ……失うだけだった」

　俯うつむきながら、彼女はそう言った。

「アズライト……」

　先の戦争で、彼女は多くの民を、師を、そして父を亡くしている。

　どれほどの感情がその言葉に籠こめられているのか、俺達では計り知れないものだ。

「だから、終わらせましょう」

　それでも彼女は顔を上げて、俺達を見る。

「この条件と譲歩で、講和会議に提出するわ。旧ルニングス領放棄を対価とした指名手配条約の締結と賠償金の請せい求きゆう。こちらに多少の不利はあっても、戦争を終結させる」

　アズライトは俺達を見回す。

「けれど……昨晩に襲撃があったように、講和会議で何かのトラブル……あるいは皇国の罠わながあるかもしれない。もしもそうであったときは……」

「任せろ」

　そんな彼女に、俺は応える。

「もしも、皇国が牙きばを剥むくなら俺達がお前と王国を守る」

「レイ……」

「〈マスター俺達〉は王国お前に……協力してもいいんだろ？」

　いつかの問いを確認するように、俺はアズライトにそう言った。

　それに対し、アズライトも応える。

「……ええ！」

　ならば、話は決まりだ。

　何があろうと、何が待ち受けようと。

　俺達は俺達の全力で、アズライトの望む可能性を掴つかみ取とる。




　かくして、講和会議の前夜は終わる。

　明くる日の俺達が赴おもむくは、数多あまたの思惑と〝最強〟が待ち受ける激動の講和会議。

　目指すは、講和条約の締結と講和会議の何事もない終しゆう了りよう。

　クエスト、スタート。







第六話　講和会議







　□【聖騎士パラデイン】レイ・スターリング




「フハハハハハハハッ！　待っていたぞ！〝不ふ屈くつ〟ゥ!!」

　講和会議の会場についた俺達を迎むかえたのは、聞き覚えのある声と聞き覚えのないテンションで放たれた大たい笑しようだった。

　その声の主は講和会議の会場へと続く道に仁に王おう立ちした赤髪の偉い丈じよう夫ふ、……【魔将軍ヘル・ジエネラル】ローガン・ゴッドハルトだ。

「フフフ、見たところ貴様のレベルは下級職二つ分程度しかアップしていない上に、装備の更こう新しんすらろくに行っていないようだな！　だが、俺は違うぞ！　俺は生まれ変わり、あの日とは別物と言っていいほどにパワーアップしたのだ！」

「……………………」

「……む？　だが〈エンブリオ〉の衣装が替わっているな！　さては上級に進化したか！　だが、その程度のパワーアップではこの俺に勝てんぞ！」

　……こいつ、意外と目め敏ざといな。

　奴が言うようにネメシスは進化して身に纏まとう衣服が少し変わった。

　しかし外見の変化はそうして服のボリュームが増えた程度であり、本人の容姿は全く変わっていない。そのことをネメシス自身は少し悩なやましげにしていた覚えがある。

「貴様とフランクリンのせいで被った汚お名めいを晴らす日を待ち続けていた！　さあ！　リベンジマッチだ！　ここで貴様を倒たおして今度こそ俺の実力を証明して……」

『stfuだまれ』

「立場とＴＰＯを弁わきまえなさい」

　俺を指差した【魔将軍】がさらに言葉を述べようとしたところ、背後から近づいた何者かがその首を掴んだ。

「…………！」

【魔将軍】の首は万力で絞しめ付つけられるように窄すぼみ、声も出せない状態になっている。

　それを為したのは……かつてギデオンで兄と再会したときにも見かけた女性だった。

　左手で【魔将軍】の首を絞めながら、右手であのヤマアラシを抱いている。

　……兄から既すでに聞いている。彼女達こそが【獣王キング・オブ・ビースト】ベヘモットと、そのメイデンであるレヴィアタンだ。

「……そうと知ってから見た今ならはっきりと分かるな。あれは同類だ」

　俺の隣となりに立つネメシスはそう言ってレヴィアタンを見た。

　扶ふ桑そう先輩のカグヤと同様に、〈超級スペリオルエンブリオ〉にまで到とう達たつしたメイデン。

　最初に見たときは恐らく、自らの正体を隠いん蔽ぺいする類の装備かスキルでも使っていたのだろうが、今の彼かの女じよから伝わってくる威い圧あつ感は、あの時とはまるで違う。

　カグヤがこちらを圧あつ倒とうする巨きよ大だいな月の如き存在だとすれば、レヴィアタンは天の星すら砕くだくのではないかと思えるほどの暴力の化け身しん。

　それがギリギリのところで大人しくしている……そんな印象だ。

　緊きん張ちようのせいか、手のひらの内側にジットリと汗あせが滲にじむ。

　……これが〈Infinite Dendrogram〉における三人の最強の一人、〝物理最強〟、か。

「…………!!」

　と、【魔将軍】がタップするようにレヴィアタンの手を叩たたいている。

　その顔は紫むらさき色いろで、チアノーゼを起こしかけていた。

「ああ。もう限界ですか。思ったよりも筋肉が脆ぜい弱じやくですね」

　そう言って、彼女は【魔将軍】の首から手を放した。地面に落とされた【魔将軍】はぜえぜえと息を切らせながら、レヴィアタンとその腕の中の【獣王】を睨にらむ。

「貴様ら……！」

「あなたは護衛としてここにいるのです。個人的な雪せつ辱じよく戦せんなら、講和会議とは無縁の場所ですればいいでしょう」

「何だとッ!?」

　その言葉に【魔将軍】が青筋を立てて怒いかり、自らの剣けんを《瞬しゆん間かん装備》したとき。

「それ以上ＴＰＯを弁えず囀さえずるなら――次はキチンと首を摘つまみ落としますが？」

　コマ落としのような速さで、再びレヴィアタンの手が【魔将軍】の首を掴んでいた。

　その細い指が花を摘むように【魔将軍】の首を千切れることは、疑いようがなかった。

「ご理解いただけましたか？」

　その最終確認に、【魔将軍】は頷くしかなかった。

「…………!!　……クソッ！」

【魔将軍】はそのままこちらを振ふり返かえることすらなく、どこかへと去っていった。

　俺が知る限り、【魔将軍】は召しよう喚かんによる戦法が主体の〈マスター〉であり、クロスレンジの実力は高くない。

　それでも、〈超級〉同士でもあれほど明確に差が出てしまっていた。それは【魔将軍】が低いと言うよりは……【獣王】が高すぎるのだと明確に察せられてしまう。

「お見苦しいところをお見せしました。ようこそ、王国の皆みな様さま方がた。クラウディア殿でん下かから皆様の出で迎むかえを任せられましたレヴィアタン、それに私の〈マスター〉であるベヘモットです」

　そうして、レヴィアタンは俺達に向き直って頭を下げた。

「講和会議まではあと二時間。お部屋を用意してありますので、そちらで会議の開始をお待ちください。今からご案内いたします」

「……ええ、お願いするわ」

　皇国最大戦力の出迎えと案内に、アズライトにも少しの緊張が見られる。

　王国側にプレッシャーをかけているのか、それとも別の理由があるのか。

「ところで、【兎神クロノ】はどこにいるかなー？」

「存じ上げません」

　トムさんがレヴィアタンにそう尋たずねたが、彼女は素っ気無くそう言い返しただけだった。

【恐らく、【獣王】が出迎えと案内をしているのは【兎神】を警戒しているからクマ】

【え？】

【事前の闇やみ討うちならともかく、ここで護衛を襲おそいだしたら収しゆう拾しゆうがつかないクマ。皇国だって講和条約の締結までは進めたいはずクマ】

　……なるほど。トラブルを起こしそうな【魔将軍】を脅おどして排はいしたのも同じことか。

　そうなると、皇国も講和会議は円えん滑かつに進めるつもりなのか？

【……あるいは、本命の罠に誘さそい込む前に警戒されても困るって話かもしれないがな】

　……そうでないことを祈いのるよ。




　昨晩の相談のように、月つき影かげ先輩と〈月げつ世せいの会〉のメンバー、それと本人の希望でトムさんが会場周辺の警戒に出向き、残りの面子はアズライトに同行だ。

　講和会議の開かい催さい中も、この面子はアズライトや文官達の傍で護衛をすることになる。

　俺達は【獣王】とレヴィアタンに先導されて、講和会議の会場内を歩いていく。

　講和会議の会場は、皇国がこの会議を打だ診しんしてから作成したものだ。

　しかし、リアルの仮設の建築物とは違い、かなりしっかりとした議場に見える。

　アズライトによれば、皇国の皇都で見た議場にそっくりらしい。

　兄の推察では、『恐らくは皇国側に建設を得手とする〈エンブリオ〉がいて、既き存そんの建築物、あるいはその図面から構造をコピーして作成したのだろう』ということだった。

　モンスターを作製するフランクリンがいるのだから、建築物でそれができる〈マスター〉も中にはいる。皇国の〈マスター〉の数は王国よりも多く、それはオンリーワンでできることが多いことも意味している。

〈超級〉の数で並んだとはいえ、戦争に至ればやはり王国は不利になるだろう。

「こちらで開始時間までお待ちください」

　レヴィアタンに案内された部屋は、まるで写真で見た高級ホテルのスイートルームのようだった。ＶＩＰを待たせるための貴き賓ひん室しつ、ということだろう。

　レヴィアタンは俺達を部屋に通すと、背を向けてそのまま去っていった。

　去り際に【獣王】がジッと兄を見ていたが……結局無言のままだった。

「……マリー、部屋の中に罠はあるか？」

「んー、ないです。罠も盗とう聴ちよう器きも……不自然なほど何も仕し掛かけられてないですねー」

　隠かくれること、そして隠したものを見つけることに特化した隠おん密みつ系統超級職であるマリーがそう言うのなら、本当に何も仕掛けられていないのだろう。

「罠なんてあらへんでも、外からぎょーさん必殺スキル撃うち込んだらお陀仏やけどなー」

「…………」

「そんな顔せんでも大だい丈じよう夫ぶやってー。ちゃんと外でうちの信者が見張っとるから」

　そう言って扶桑先輩はケラケラと笑っている。

「まー、向こうの方が数は多いし、信者だけやったらあかんかもしれへんけど。数だけならうちがどうとでもできるから安心しときー」

「…………？」

　カグヤの《月面除算結界》の効果は多人数対多人数の戦せん闘とうで極きわめて有効だから、そのことを言っているのだろうか？

『それでルーク、連中の顔を見ていて気づいたことはあるクマ？』

「【魔将軍】はレイさんへ、【獣王】はお兄さんへ戦意を向けていました。けれど、それ以上はまだ分かりません。少なくとも【魔将軍】には企くわだてはなさそうです」

『ま、これまでの因いん縁ねんを考えれば、皇国に罠がなくてもありそうな反応ではあるクマ』

　たしかに。

『で、レイ。《看破》で見えたクマ？』

　通常、レベルが高い相手のステータスは《看破》で見え辛くなる。

　俺は【斥候スカウト】のスキルレベルキャップであるレベル五まで取得しているが、それでも俺のレベルよりも遥はるかに高い相手ならばレジストされやすいはずだ。

　それこそ《隠蔽》を最低レベルでも持っていれば、ほとんど見えなくなるだろう。

　しかし、今回は二人とも簡単に見えてしまった。どちらもまるで隠していない。

「ああ。……なんか【魔将軍】はレベルが五〇〇くらいしかなかったけど」

『お前に負けた後に振り直し中ってところクマ？　……タイミングの悪い奴クマ』

　兄は少し気の毒そうにそう言って、なぜか扶桑先輩を見た。

『【獣王】はどうだったクマ？　ギデオンにいた頃と違って、《隠蔽》の装備も着けてなかったみたいだが』

「ああ、それも見た。けど……」

　ある意味で、【獣王】の結果は【魔将軍】よりもおかしい。




　ベヘモット

　職業：【獣王】

　レベル：一一五六（合計レベル：一六五六）

　ＨＰ：一〇八〇六〇

　ＭＰ：三三五〇

　ＳＰ：四八九八〇

　ＳＴＲ：一〇〇五〇

　ＡＧＩ：一五三一五

　ＥＮＤ：九九八〇

　ＤＥＸ：一五〇二

　ＬＵＣ：一二五




　レベルは、凄すさまじい。俺が知る限りトップクラスだった兄と伍ごするほどだ。

　だが、ステータスは違う。ＳＴＲに特化した兄よりも満まん遍べんなく高いステータスではあるものの、その合計値では圧あつ倒とう的てきに劣おとっている。

　これは勘かんだが、恐らくは〈エンブリオ〉によるステータス補正も殆ど入っていないステータスだ。〝物理最強〟と呼ばれるには余りに足りない。

　いっそ、かつてのマリーのように偽いつわりのステータスを見せられているのではと思ったほどだけど……。

「【獣王】の怖こわさは、レベルや本人のステータスじゃないんだろ？」

『ああ。【獣王】がやばいのは、あのレヴィアタンがいるからこそだ』

「……ガードナー、獣戦士理論」

　以前に先輩から聞き、そして講和会議に備えて教わった最強のセオリー。

　かつては〈Infinite Dendrogram〉で最強のビルドと謳うたわれ、【獣王】ベヘモットの誕生で潰ついえたもの。〝物理最強〟たる由ゆ縁えん。

『ここに着く前にも言ったが、もしも戦闘になったらあいつらとは俺がやる。……少なくとも今は俺しか対処できない。これが夜なら雌め狐ぎつねの切り札を使うって手もあるがな』

「…………？」

　夜……とはたしかカグヤの必殺スキルの発動条件か？

　時間帯次第では、扶桑先輩があの【獣王】に対たい抗こうできる？

「会長の必殺スキルの詳しよう細さいは〈月世の会〉のデータベースにもなかったのですが……」

「あはは、ビーちゃん。あるわけあらへんわー。トップシークレットやしー。とっておきの必勝法。……使って負けたのはそこのクマくらいやからなー。このリアルチートー」

『お前が言えた義理じゃないクマ』

　そういえば、以前フィガロさんが扶桑先輩にデスペナルティされたことがあるのだったか。その後に兄が扶桑先輩と戦い、撃げき破はしたとも聞いている。

『ま、あれとやる上で最良のパターンは……レイレイさんがここにいることだったクマ』

「……いや、最悪やろ。巻まき添ぞえで殺されたくないんやけど」

　兄がレイレイさんの話題を出すと、扶桑先輩が心底嫌いやそうな顔をしていた。

　レイレイさんは一応〈デス・ピリオド〉のメンバーになってくれたものの、今回も予定が合わなくて参加していない。

　加えて、俺は彼女の戦闘スタイルもビルドも何も知らない。強しいて言えば一服盛るのが趣しゆ味みというくらいなものだ。

「なぁ、兄貴。レイレイさんって、そんなにすごいのか？」

『……〈三巨頭俺達〉が王国の〈超級〉で戦いたくない相手を一人挙げろと言われれば、全員がレイレイさんを挙げるくらいにはヤバイクマ。すごいじゃなくて、強いでもなくて、ヤバイだ』

　……どれだけだよ。

『それ以上は本人から聞くか、自分で食くらうかして確かめてくれクマ』

「……後者は御ご免めん被こうむりたい」

　話を聞く限り、絶対にろくでもないことになりそうだから。




　貴賓室に通されてから一時間が経たち、講和会議の開始まで残り一時間ほど。

　アズライトと文官達たちは準備や段取りの確かく認にんに余念がない。

　また、王国とも通信して何か緊きん急きゆうの要件がないかの確認もしている。

　そんな折、貴賓室のドアが外からノックされた。

「……一人、ですね」

　マリーがドアの周囲を視みて、そう言った。

　一人ということは【獣王】とレヴィアタンではないだろうが、誰だれなのだろう。

「入ってもよろしいかしら？」

　それは聞き覚えのない声だったが、アズライトはそうではないらしい。

　少し驚いた表情を浮うかべた後、「構わないわ」と返答した。

「失礼いたしますわ」

　そうして入ってきたのは、金色の髪かみをロールにした如い何かにもお姫ひめ様さまといった容姿の少女だった。年ねん齢れいはきっとアズライトと同程度だろう。

「アルティミア！　お久しぶりですわね！」

「そうね……クラウディア」

　アズライトの返答に、今度は俺達が驚いた。

　クラウディア殿下、それは今回の講和会議における交渉相手の名前だったからだ。

　そんな人物がたった一人で王国側に赴いてくるのは、驚くべきことだった。

　ただ、アズライトの方はそんな彼女に対し、椅い子すから立ちあがり、握あく手しゆで応じたが、

「本当に……お久しぶり！」

「きゃっ……!?」

　クラウディア殿下は、アズライトへと急に抱だきついたのだ。

　突とつ然ぜんの行動に、俺達がどうすべきかと一いつ瞬しゆん考えたが……。

「もう、もうもうもう！　本当にお久しぶりですわー！　アナタが王国に帰ってから、お手紙でしかやりとりできなくて……！　戦争からはそれもできなくなりましたし……」

「……抱きつき癖ぐせは昔から治ってないのね、クラウディア」

　まるで子供のように、クラウディア殿下は目に涙なみだを溜ためてアズライトに抱きついていた。アズライトの方もそんな彼女に対して慣れた様子で、小さな子供にそうするように優やさしく背中を叩いていた。

　二人の間には〈マスター俺達〉の知らない時間が流れているようだった。

「……あ！　ご、ごめんあそばせ！」

　っと、クラウディア殿下はパッとアズライトから離れた。

「講和会議の前に、アルティミアに挨あい拶さつをしようと思ってきたのですけど……。いざアルティミアの顔を見たら、感かん極きわまってしまって……」

　彼女は恥はずかしそうに顔を赤らめながらそう言った。

「構わないわ。私も、親友のアナタと再会出来たことは素す直なおに嬉うれしいと思っているから」

「アルティミア……あ、ありがとうですわ」

　アズライトの言葉に、彼女は心から嬉しそうな笑え顔がおでそう礼を言った。

「それはそれとして、無用心ではないかしら。今回の講和会議の全件代理者であり、皇王を除けば唯ゆい一いつの皇族であるアナタが一人でここに来るなんて」

「あら、心配は要いりませんわ！」

　クラウディア殿下はそう言って、

「だって、きっと皇国と王国の願いは一いつ緒しよですもの。この講和会議で事を荒あら立だてるなんてあるはずありませんわ！」

　えっへんと胸を張ったその発言に、反応に困るような空気が室内に流れた。

　一昨晩に【兎神】が、つい先ほどに【魔将軍】が事を荒立てたばかりなので、面と向かってそう言われれば誰しも苦く笑しようしたくなってしまう。

「…………？」

　だが、ルークだけは……クラウディア殿下の顔を凝ぎよう視しして冷や汗を流していた。

「ともあれ！　今はご挨拶だけにいたしますわ！　私的な話の続きは会議の後といたしましょう！　また後で、ですわ！」

　そう言い残して、クラウディア殿下は嵐あらしのように去っていった。室内のほとんどの人間が何とも言えない顔でその背を見送る中、俺おれはルークに近づき、小声で話しかけた。
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「ルーク。何か変わったことでもあったのか？」

「……いえ。何と言えばいいのでしょうか」

「何か、彼女の発言に嘘うそがあったのか？」

「ありません。彼女は嘘偽いつわりなくああ言っていました。それは他の人の《真しん偽ぎ判定》に反応がないことからも確かでしょう。……ですが」

　ルークは、頬ほおに流れた汗を拭ぬぐいながらこう言った。

「僕ぼくには時折、彼女が人間に見えませんでした」

「……それは、どういう？」

「表面は見たままなのに、内面がまるで見えません。あんな人間は、見たことないです」

「…………」

　ルークは、どういう訳か人間の思考や人格を読み解くのに秀ひいでている。

　そのルークがこうまで言う相手であるクラウディア殿下に……そして彼女とアズライトが交渉することになる講和会議に、少しの悪お寒かんを覚えた。




◇




　それからの一時間は何事も起きず、講和会議も時間通りに始まった。

　アズライトとクラウディア殿下が先ほどの私的な挨拶でなく、講和会議開催の公的な挨拶を行い、スタートする。

　――その直後、講和会議の開始直後に、俺達の抱いた悪寒は的中した。

「交渉において、まずは双そう方ほうの望む着地点を提示いたしましょう。折り合いをつけるにしても、お互たがいの求めるところがどこかを知らなければ終わらせられませんわ」

　それはクラウディア殿下の呼びかけで、両国が用意した資料を相手に渡わたし、お互いの条件と譲じよう歩ほが提示された瞬間だった。

「…………！」

　言葉が漏もれるのを、辛かろうじて堪こらえた。

　それは、そうだろう。お互いの提示したものを見れば、そう思うのが当然だ。

　王国側の第一の条件は昨晩も確認したように、今後の皇国の〈マスター〉によるテロを防止するための『指名手配の共通化』。

　昨晩の相談による修正を加えて、補則として冤えん罪ざいの防止や条約締てい結けつ以降に相手国を狙ねらった依い頼らいの禁止についても言げん及きゆうしている。




　対して、皇国側の譲歩にも――『王国と皇国の指名手配の統一化』と書かれている。




　まるで王国が要求として挙げることが分かっていたかのように、

　しかも、それだけではない。

　王国側の第二の条件は、『侵しん略りやくによって発生した戦死者遺族への賠ばい償しよう金きんの支し払はらい』。

　皇国側の第二の譲歩は、『王国側の戦争遺族に対する弔ちよう慰い金きんの支払い』。

　王国側の第一の譲歩は、『旧ルニングス領の放ほう棄き』。

　皇国側の第一の条件は、『旧ルニングス領の獲かく得とく』。

「…………!!」

　まるで、鏡写し。摺すり合あわせるまでもなく、お互いの条件と譲歩がこれ以上ないほどに噛かみ合い過ぎている。

　王国の条件が漏れていたのか？

　ありえない。昨晩、道中で最終調整したばかりであるし……今回の護衛依頼には守秘義務の条文を含ふくむ契けい約やく書しよも使われていた。王国から漏れる可能性はない。

　ならば、何者かが潜もぐり込んでいた？

　それも、ありえない。マリーや月影先せん輩ぱいが見張る中、忍しのび込んで情報を盗ぬすむのは至難だ。

　だとすれば、残る可能性は……。皇国側は純粋な思考の結果、こちらの条件と譲歩を読み切っていたということだ。

「良かった！　やっぱり両国の願いは一緒ですわ！　摺り合わせるまでもありませんでしたわね！」

　クラウディア殿下はニコニコと笑っているが、王国側の心境はそれどころではない。

　文官達は想定外の事態に対し、目に見えて狼ろう狽ばいしている。

　だが、アズライトは違ちがった。

「ねぇ、クラウディア」

「何かしら？」

「アナタの言うとおり、両国の願いは多くの面で一いつ致ちしているわ。けれど……」

　アズライトはそう言って、皇国側の資料の一点を指差した。

「一箇所だけ、異なる」

　アズライトが指差した先には――唯一、鏡写しでなかった一点。

　そこには……皇国側の第二の条件があった。




　第二の条件として書かれていた内容は――『〈マスター〉の指名手配の解除』。




　それが、皇国の挙げた第二の条件だった。より正確には、『今回の講和条約成立までの期間に、王国と皇国で指名手配された〈マスター〉の指名手配解除』と記されている。

「…………？」

　それは、前日の俺達の話し合いでは考こう慮りよにすら上がらなかったことだ。てっきり王国の併へい合ごうや、アズライトとの婚こん姻いんに関連した条件が盛り込まれると思っていたが……。

「……この条件にした理由を聞いてもいいかしら」

「簡単な話ですわ。王国と皇国で指名手配の統一がなされた場合、我わが国くにの〈超級〉は二人も欠けることになりますわ。今後、王国と戦争する気はありませんけれど、カルディナをはじめとした他国の動きもありますもの。あれらの国に対し、〈超級〉という戦力を減らすことは、皇国にとって防衛力の重大な欠けつ如じよに繋つながりますわ」

　皇国がそれを求める理由は理解できた。この条件は王国で指名手配された皇国の〈マスター〉の、皇国で指名手配された王国の〈マスター〉の罪を免めん除じよするということだ。

　つまり、フランクリンや【魔将軍】の罪がなかったことになる。

　誰の《真偽判定》も発動した様子がなく、ルークからもそれが嘘であるという報しらせがない以上、クラウディア殿下は本心から王国との戦争のためではなく、他国への備えとしてあの二人を欲しているのだろう。

　……しかしそもそも、あの二人が指名手配になったのはテロを仕掛けてきたからではないかという思いが強く、憤いきどおりは感じる。

「…………」

　アズライトもそれは同様であるだろう。

　だが、条件としては併合や婚姻より余よ程ほど軽いのも事実だ。

　講和条約が成らなかった場合も、あの二人は野放しになるのだから。今後のテロの予防を思えば、ここで罪を免除するというのも仕方ないことかもしれないが……。

『……待った』

　しかし、俺やアズライトがそうして悩んでいると、俺の隣にいた兄が発言した。

　講和会議が始まってからクラウディア殿下の後方にいる【獣王】とレヴィアタンを注視しているだけだったが、なぜ今発言したのだろうか。

「なんですの？　護衛の方は講和会議の最中に発言しないでほしいのですけど」

　クラウディア殿下は困ったような、むくれたような、少しだけ子供らしい表情で非難したが、兄はそれには構わなかった。

『悪いが、ここでノーコメントはできないな。……姫ひめさん、もしも気づいてないなら、その指名手配の解除は絶対にやめておけ』

「気づいて、ない？」

『条約締結までに指名手配になった〈マスター〉の指名手配解除だが』

　兄は着ぐるみの内側で苦い顔をしながら、資料の第二条件を指差した。

『成立した場合、俺が〝監かん獄ごく〟に送った【犯罪王ゼクス】や、〈超級殺し〉が倒した【疫病王キヤンデイ】も……指名手配が解けて王国のセーブポイントを使えるようになるぞ』

「……!?」

　言われて、気づく。

　そうだ。〈マスター〉が〝監獄〟に送られるのは、指名手配によって既存のセーブポイントが使用できなくなり、〝監獄〟にしか行き場がなくなるからだ。

　もしも、〝監獄〟に入った後で罪が免除されて、外のセーブポイントが使えるようになったら……〝監獄〟の犯罪者はどうなる？

　外に、出られるようになるのか？

　実現したケースは未いまだないだろうが、その恐おそれがある時点でこの条件はとんだ地じ雷らいだ。

　見れば、マリーも苦虫を噛み潰つぶしたような顔をしている。【疫病王】がそれほどの相手ということだろう。兄の必死さから【犯罪王】の恐ろしさも感じ取れる。

　そうして、第二の条件に隠された危険性に気づいた俺達に対し、彼女は……。

「それはたしかに危ないですわね！　分かりましたわ！　では条件を変へん更こうしましょう！」

　あっさりと、条件を撤てつ回かいした。

「でしたら皇国に在ざい籍せきしている〈超級〉の指名手配だけで結構ですわ。王国で事件を起こしてしまった方達ですけれど、皇国にはまだ必要な人材ですもの」

　クラウディア殿下はそう言って条件を修正した。その後ろでは、『皇国にはまだ必要な人材』という発言に対して【魔将軍】が胸を張っている。

「この場でそんなにあっさりと変えてしまってもいいのかしら？」

「構いませんわ。裁量権は預かっておりますもの。この場で条件の穴を埋うめるくらいは余よ裕ゆうですわ！」

　そう言って、今度はクラウディア殿下が胸を張った。

【最初から織り込み済みの穴だった可能性もあるがな】

【なるほど……】

　兄から【テレパシーカフス】で伝わってきた言葉に、納なつ得とくする。

　最初に大きな要求をして相手に拒きよ否ひさせ、その後にスケールダウンした要求を提示して呑のませる。交こう渉しようではベーシックなテクニックであり、素人しろうとでも聞いたことはあるものだ。

　現に、多少の心理的障害があったフランクリンと【魔将軍】の指名手配解除も、今はすんなりと通りかけている。

　見れば、第二の条件を通す代わりに新たな譲歩を引き出す流れになっているので、その折り合いがつけば講和条約はなるだろう。

　終わってみれば、王国としては最初から受け入れる準備ができていた旧ルニングス領の放棄だけで事が済み、極めて平和的な流れだ。

　皇国との戦争の危機も、テロの危険も、これで遠いものとなるだろう。

　……だが、何かを見落としている気がする。




　結局、皇国の第二の条件を通す代わりに、賠償金の増加や資源の譲じよう渡とが皇国の新たな譲歩として追加された。

　それと皇国の第二条件以外は、補則も含めて王国が提示した条件で了りよう承しようされている。

　元より一いつ致ち点てんが多かったため、詰つめるまでに掛かかった会議の時間は精々二時間程度であり、国家間の戦争終結の協議としては短いものであっただろう。

　最終的には、次のような講和条約となった。




　○講和条約

　アルター王国とドライフ皇国の二国間で、今後百年に亘わたる戦争行こう為いを禁ずる。

　戦争行為には、下記のものが挙げられる。

　①　講和条約締結後の相手国を対象とした〈戦争結界〉の起動。

　②　講和条約締結後の相手国への軍の侵しん攻こう。

　③　講和条約締結後の相手国領土の不法占せん拠きよ。

　④　講和条約締結後の〈マスター〉への相手国を対象とした武力攻こう撃げき、要人誘ゆう拐かい依い頼らい。

又または、国家に所属する〈マスター〉を誘ゆう導どうしての武力攻撃、要人誘ゆう拐かい。




　○講和条件

　条約締結に伴ともない、アルター王国とドライフ皇国は下記の行為を実行する。

　①　アルター王国は旧ルニングス領の領土権利をドライフ皇国に譲渡する。

　②　講和条約締結後、両国の間で指名手配を共通化する。

（④の条件に該がい当とうする者は、指名手配解除まで共通化を免除）

　③　ドライフ皇国は、一週間以内に付記された賠償金と資源の譲渡を行う。

　④　講和条約締結後、一週間以内にアルター王国は次の二名の指名手配を解除する。

【大教授ギガ・プロフエツサー】[image: ]フランクリン

【魔将軍】ローガン・ゴッドハルト




　テロをする余地は可能な限り潰つぶしてある。この内容の【誓せい約やく書しよ】に両国の国家元首かその代理人が署名すれば、講和条約は締結される。

　王国の場合は国王代理である第一王女のアズライトが、皇国の場合は皇王から全権代理人として派は遣けんされたクラウディア殿下がそれに該当する。

「できましたわ♪」

　まずクラウディア殿下が【誓約書】に『クラウディア・Ｌ・ドライフ』とサインし、【誓約書】がアズライトに渡される。

　アズライトは交渉内容と相そう違いないかを確認しているが、見た限り内容に間ま違ちがいはない。

「もう！　そんなに熱心に調べなくても、【誓約書】に細工なんてしていませんわ！」

　クラウディア殿下がそう発言し、それに誰の《真偽判定》も発動しなかったらしく、アズライトは少し安心したように息を吐はいた。

「……そのようね」

　アズライトが筆をとる。このまま何事もなく署名が終わり、条約は締結されるだろう。

　しかしやはり……署名しようとするその姿に、なぜか強い悪寒と危機感を抱く。

　何だ、何を……見落としている……？

『レイ？』

　俺の中の危機感の正体が分からないまま、アズライトは筆先を【誓約書】につけて――。

「……あ」

　そのとき、俺の視界に【魔将軍】が入った。

　同時に、以前にマリーと交かわしたある会話がフラッシュバックする。

　その瞬間――。




「……待った!!」

　それを思い出した瞬間……俺は発ほつ作さ的てきにそう叫さけんでいた。




　署名をしようとしていたアズライトはその筆を止め、驚おどろいたように俺を見る。

　会場中の視線も、俺に集まる。それらのほとんどは疑問によるものだったが……。

　クラウディア殿下の視線だけは……機械のような冷たさを放っていた。

「……急に叫ばれると困ってしまいますわ。これは講和の成る瞬間、歴史の一ページですのに。そのように冷水を浴びせられるとは思いませんでしたわ。兄弟揃そろって何なんですの？」

「レイ……？」

　クラウディア殿下は煙けむたそうに、アズライトは心配そうに俺を見る。

　だが、それでも……気づいてしまったら、叫ばずにはいられない。

【魔将軍】を見た瞬間、それを決けつ闘とうで倒たおした人物のことに気づいた。

　かつて、マリーはその人物のことをこう語っていた。




　――ちなみにこの〝四海封ふう滅めつ〟ですが、グランバロアの国宝を盗んで国外逃とう亡ぼうしてますね。むしろ今はそっちの方で有名な指名手配犯です。




【魔将軍】を倒した人物、現在の皇国の決闘一位。

　国際指名手配の――【盗賊王キング・オブ・バンデイツド】。

「何で……」

「？」

「何で皇国の第二の条件に、【盗賊王】が入っていないんだ？」

　何で指名手配を解除する皇国の〈超級スペリオル〉の中に、【盗賊王】の名前がないのか。

　そもそも、ついさっき……クラウディア殿下自身が言っていたことだ。

『我が国の〈超級〉は二人も欠けることになりますもの』、と。

　最初から……、国際指名手配であり、王国でも指名手配されているはずの【盗賊王】が数に入っていなかった。そのことに対して、《真偽判定》が発動することもなかった。

「…………」

　俺の言葉に、クラウディア殿でん下か――クラウディアの視線は更さらに冷たさを増し、アズライトは気づいたように【誓約書】を確認する。

「あら。たしかにありませんわね。ほら、あの方は王国で事件を起こしていませんから」

「違う、だろ？」

　その中に、【盗賊王】の名前がないのは、忘れていたからではない。

「講和条件が完かん璧ぺきに読み切られていた時点で、気づくべきだった」

　その衝しよう撃げきそのものに呑まれていたためか。

　あるいはそれすらも策さく謀ぼうの内だったのか。

「読み切られていたら、逆手に取られるってことを」

「何をおっしゃりたいのかしら？」

　クラウディアは小首を傾かしげているが、しかしそれはきっと本音ではない。

　俺が何を言いたいかなど、きっともう分かっている。

「王国の第一の条件で、講和条約締結後の依頼に関しては言及している。だけど……」

　そこに最大の盲もう点てんが……読みきられていたからこそ存在する穴がある。




「講和条約の締結前に依頼されていた場合は……別だ」




　講和条約で禁止されているのは、条約締結後の依頼。

　予あらかじめ依頼しておき、条約締結後に依頼が実行されることに関しては……言及がない。

「こっちの考えを読み切っていたのなら、あるいはその場で誘導する自信があったのなら、事前にテロを依頼しておくことはできる」

「けれどレイ。それでも、皇国による攻撃。講和条約そのものに抵てい触しよくする恐れも……」

「ない」

　アズライトの言うとおり、たしかに講和条約の中には『国家に所属する〈マスター〉を誘導しての武力攻撃、要人誘拐』という一文もある。

　依頼そのものが講和条約の前であっても、こちらに抵触する恐れはあるだろう。

　だから……。

「だから、【盗賊王】の名前がそこにない」

「…………」

「――【盗賊王】が、既すでに皇国に所属しないフリーの〈マスター〉になっているからだ」

　だからさっきの発言でも、今も、【盗賊王】について言及されなかった。

　既にフリーである【盗賊王】も絡からめて皇国の防衛力が……などと言えば、《真偽判定》に掛かる恐れがあったからだ。

「事前に受けた依頼だから、そして皇国に所属していないから講和条約に違い反はんしない。だから、講和条約の締結後に【盗賊王】が王国で何をしようと……【誓約書】のペナルティは皇国に発生しない」

　無論、皇国側が王国の思おも惑わくを読み切れない可能性はあっただろう。

　全く別の、あるいはこの欠点を埋めた条約になる可能性もあっただろう。

　そのときは依頼の停止命令を出せばいいだけだ。攻撃命令ではなく、攻撃を停止する命令ならば、条約に引っかかることもないだろうから。

「ここからが、最大の問題だ」

　そう、【盗賊王】が動けることはあくまで前置き。

　王国にとって最大の問題は、講和条約そのものにある。

「あのフランクリンの事件のように……【盗賊王】によって誰かが皇国に連れ去られたとしても、取とり戻もどせない」

　もしも誰かを奪うばわれれば、取り戻せない。

　あるいは、極きわめて不利な交渉を強いられることになる。

「条約が結ばれていれば……それに対する報復活動の一いつ切さいを封じられる」

「あ……」

　その問題に気づいたのか、アズライトが声をあげる。

　戦争を再開することはできない。

　取り戻すために、皇国へと〈マスター〉を派遣することもできない。

　講和条約によって、皇国を攻撃すれば王国にペナルティが生じるのだから。

　平和のための講和条約で、逆にその動きを封じられる。

　ある意味で、降こう伏ふくや併合よりも条件がいい。一つの国になればその内に反はん抗こう勢力を抱かかえ込むが、講和条約という鎖くさりで縛しばられた敵対国家ならばその牙きばは決して皇国に届かない。

　今なら、会議の開始前に、クラウディアがアズライトに挨拶しに来た理由も分かる。




　――だって、きっと皇国と王国の願いは一緒ですもの。

　――この講和会議で事を荒立てるなんてあるはずありませんわ！




　あの発言に嘘がないと、《真偽判定》で知らせるためだ。

　ああ、それはそうだろう。両国の願い……穏おん便びんな講和条約の締結は一致している。

　事を荒立てずに、講和会議を終わらせたいとも考えている。

　この講和会議にも罠わななど何もない。

　なぜなら、皇国の罠は講和条約が結ばれてから効果を発揮するからだ。

　表面上はひどく平和的で――何よりも悪あく辣らつな策だ。

「……それが真実である証しよう拠こはありますの？」

「証拠は、ない」

　これは俺が彼かの女じよの発言と、【誓約書】に記き載さいされた条件の盲点から考えたこと。

　できるというだけで、証拠などあるはずもない。

　だから……。

「俺の推測が間違っているなら、ここで『何もかも間違っている』と明言してくれ」

　嘘があれば、《真偽判定》によってそれと分かるから。

「そこに偽りがなければ、俺は勝手な妄もう想そうで講和会議を乱したバカとして〝監獄〟にだって入ってやる」

　もしもこの懸け念ねんが妄想に過ぎないのであれば、そうなっても惜おしくはない。

　俺の言葉に対しての、クラウディアの返答は……。




「――全部正解ですわ」

　全肯こう定ていであった。




「クラウディア、アナタは……！」

「……フランクリンから、『土ど壇たん場ばで恐ろしく頭の巡めぐりがいい』とは聞いておりましたけど。まさかそんな些さ細さいな点から気づかれるとは思いませんでしたわ。お兄様の立てた計略、見破るなんて大したものですのね」

「……そうでも、ないさ」

　恐らく、普ふ段だんなら兄やルークでも気づけただろう。

　だが、兄は【獣王】の一挙手一投足に気を配っていたし、ルークは内面が見えないと言っていたクラウディアに集中していた。二人とも条約そのものの欠点にまで注意を回す余裕がなかっただけ。その状じよう況きようで、俺が偶ぐう然ぜんにも気づいただけだ。

　現に今も、兄は無言のまま注視している。

　既にこの場の状況が――講和会議ではなくなりかけているからだ。

「講和が成れば、被ひ害がいの合計は最も少なかったですのに……仕方ありませんわね」

　クラウディアはそう嘆たん息そくして、

「ならばあなたをきっかけに、私が引ひき鉄がねを引いて、事態を動かしますわ」

　いつかのフランクリンのように何かのスイッチを取り出し、




「本来なら講和条約が成った報せで動く手て筈はずでしたけど――プランＢに変更ですわ」

　――何かの始まりを、あるいは終わりを告げるようにそれを押おし込んだ。







閑　話　王都襲撃







　■？？？




　部屋の片かた隅すみに置いてあった機械から、電子音が鳴った。

　その音を一人の女性……【盗賊王キング・オブ・バンデイツト】ゼタが聞いている。

「…………」

　その機械は彼女が皇王から預かっていたものだ。対ついになるスイッチが押されると、押されたスイッチに応じて二種類の電子音のどちらかが鳴る。それだけのシンプルな機械。

　長ちよう距きよ離り作動と妨ぼう害がい対策に比重を置いた、それしかできないもの。

　しかし機械の用よう途とを思えば、ただ鳴るだけでいい。

　なぜなら、これは王国との交こう渉しよう決けつ裂れつか作戦中止を報せるだけの機械。

　そして今鳴ったのは……交渉決裂を告げる音。

　平和的かつ悪辣だったプランＡから、より強きよう硬こうなプランＢへの移行を告げるもの。

「残念。これが鳴ったということは、私の要望は通らなかったのでしょう」

　皇国の挙げた第二条件の初期案は、ゼタが希望したものだ。

〝監獄〟に囚とらわれた〈ＩＦ〉のオーナーであるゼクス・ヴュルフェル（とついでにガーベラ）の解放を目もく論ろんでのもの。

　しかし王国に拒否された時や今回のように交渉が決けつ裂れつした時には、叶かなわなくても構わないと告げていたこと。もしも叶っていれば対カルディナ工作でも協力する予定だったが、駄だ目めならばそれでいいとゼタは考える。脱だつ獄ごくもゼクスならば自力でやるだろう。

　ならば後は、既に対価を受け取っている王国への仕事を……彼女の皇国での最初で最後の仕事を果たすのみ。

「結構、そして決行。私の仕事を果たしましょう」

　ゼタはそう言って、【ジュエル】を取り出し……それを砕くだいた。

　砕けた【ジュエル】からは光の塵ちりが立ちのぼり……人の形をとる。

　それは一人だけではなく、四人の人ひと影かげだった。

「実証。その力を実戦で見せてもらいます」

　この王都まで【ジュエル】に入れて密ひそかに運び込んだ者達たちに、ゼタはそう告げる。

「期待。すべきことは既に告げたとおり。あとはあなた達と……あなた達を手がけたラ・クリマの技量に期待します」

　その言葉に、四人の内の三人が笑う。

　己おのれの力を試ためせる機会に、ただ笑う。

　だが、一人だけ笑わず……窓の外から見える巨きよ大だいな王城に茫ぼう洋ようとした視線を向けていた。

「――そこにいるのか？」

　虚うつろな目で……しかしその奥おくに強い意志を燃やしながら。




◇◇◇




　□王都アルテア・王城・薔ば薇ら園えん




　王都アルテアの中心に聳そびえ立たつ王城は、建国王である初代アズライトの治世の頃ころに建てられたものが今でも使われている。

　当時の建国王の仲間だった大工系統超級職【大棟梁グレイト・チーフ・カーペンター】の手がけたものであり、内部には幾いくつもの仕し掛かけが施ほどこされている。

　それらの仕掛けは防犯のための仕掛けだけではなく、居住のための仕掛けも多い。

　その中で最も見み栄ばえの良いものは、屋内の中庭にある薔薇園だろう。

　城の外面に当てられた日の光を反射させて屋内に届け、城の中心部付近にありながら外と変わらない明るさと温かさをもった薔薇園を生み出している。建国王の時代から、王族はこの薔薇園で親しい者とお茶会をするのが慣ならわしになっている。

　そんな薔薇園も先王であるエルドル・ゼオ・アルターの死後は手入れの庭師以外には訪おとずれる者も少なかったが、今日この日は王族の希望で久しぶりにお茶会が開かれている。

　そのお茶会の面子は奇き妙みようなものだった。

「おぉー。ツァンのもってきたおちゃはふしぎなあじわいなのじゃー」

「はい。黄こう河がの茶ですが、まだ未み開かい封ふうのものがあったので丁度良いと思いまして」

　白磁のティーカップに入れられた黄河茶を飲んでそんな感想を漏らすのは、お茶会の主しゆ催さい者しやである王国の第二王女であるエリザベート。

　そんな彼女と同じテーブルにつき、微び笑しようしながら彼女に応じたのが黄河の第三皇子であるツァンロン。

　この日のお茶会は、エリザベートが己の婚こん約やく者しやであるツァンロンを招いて開いたものだ。

　そして参加者はこの二人だけではない。

「……なーんでこのポップコーンがお茶会に並んでんダ？」

　首を傾げながらポップコーンを食べているのは、ツァンロンの護衛である〈超級〉、【尸解仙マスター・キヨンシー】迅じん羽う（ＴＰＯを弁わきまえてテナガ・アシナガは外している）。

「あのね！　おととい、まちであったクマさんにもらったの！」

　笑え顔がおでそう言ったのは、ポップコーンを持ち込んだ張本人。

　近衛騎き士し団だん副団長リリアーナ・グランドリアの妹のミリアーヌである。

　彼女は度たび々たびこっそりと王城に忍び込んで遊んでいた。今日も忍び込んだところ、友人であるエリザベートに見つかり、折せつ角かくだからとお茶会に誘さそわれたのである。

　ポップコーンはお誘いのお礼にと彼女が提供したものだ。

「ちゃんとアイテムボックスにいれてたよ！」

　なお、姉であるリリアーナはこのお茶会の警護を任されていたが、『何であの子が……』と自分の妹の存在にひどく驚いており、何かしでかさないかとハラハラしていた。

　なお、城の警備はちゃんと機能していたと言及しておく。

　ともあれ、こうして子供ばかりの平均年ねん齢れいの低いお茶会が開かれているが……参加者はあと二人いる。正確には、一人と一体と言うべきだが。

「……おいしいわ。これはシュウのお菓か子しかしら」

『ドー』

　そう言ったのはエリザベートの妹であり、王国の第三王女……テレジアだった。

　彼女は椅い子すではなく、巨大なハムスター……ドーの上に座すわっている。

　テレジアもまた、エリザベートにお茶会へと誘われていた。

「テレジア！　ツァンのもってきてくれたおちゃも飲んでみるのじゃ！」

「ええ。ありがとう、エリザベートねえさま。いただくわ」

　そうして姉妹で仲良く、並んでお茶を飲んでいる。

　あるいは……テレジアを誘うことこそが、このお茶会の本題であったのかもしれない。

（…………エリザベート殿下）

　楽しそうにお茶会をするエリザベート達を見て、リリアーナは一昨日のことを思い出す。

　アルティミアの講和会議への出発を翌日に控ひかえたその日、エリザベートはアルティミアに『ツァンロンに嫁とつぐ』と告げていた。

　あのギデオンでの愛闘祭から、彼女が考え続けた結論だった。

（きっとこれは……エリザベート様にとって王国での最後のお茶会になるのでしょう）

　今日の講和会議が成れば、明日にもツァンロンの帰国に合わせてエリザベートは黄河に輿こし入いれする。

　講和が成っても未だ時代は動乱の渦か中ちゆうであり、それは変わらない。

　黄河に嫁げば、王国に帰ってくるのは難しい。

　だからこそ、妹であるテレジアを誘い、お茶会を開いたのだ。

　いつまで生きられるか分からない病弱な妹と、最後のお茶会をするために。

　己が嫁ぐ婚約者の姿を妹に見せるために。

　彼かれと楽しく過ごす姿を見せて、『自分は大だい丈じよう夫ぶ』だと教えるために。

　エリザベートの心を思い、リリアーナは眼め元もとに涙なみだが滲にじんだ。

『ドー、ドー』

　そんな時、どこかわざとらしい……具体的に言えば『本当は流りゆう暢ちように喋しやべれるのに無理やり動物の鳴なき真ま似ねをしているかのような声』でドーは鳴いた。

「ドー？　……ああ、そうなのね」

「テレジア？　どうしたのじゃ？」

「……そろそろお薬の時間なのだけど、お部屋に忘れてきてしまったようなの。少し取りに行ってくるわ」

「メイドに取りに行ってもらえばいいんじゃねーカ？」

「大事な薬だから、わたしがカギをかけてしまっているのよ。すぐにもどるわ」

　テレジアがそう言うと、彼女を乗せたドーは四足で立ち、トコトコと薔薇園の外へと歩いていった。その背を見送りながら、迅羽が呟つぶやく。

「……なぁ、ずっと気になっていたけどサ。何で病弱な王女のペットがハムスター……ネズミなんだヨ？　おかしいだロ」

　病人にとって、ネズミ系小動物は病びよう原げん菌きんのキャリアになりうる危険な存在だ。

　まして、ドーはネズミ系大動物と言ってもいいサイズである。

「そもそも、誰だれが連れて来たんダ？　ペットとして献けん上じようするにももうちょっと何かあるだロ。お前のドラゴンみたいニ」

　エリザベートはフランクリンの事件の後、ギデオン伯はく爵しやくから護衛用にと純じゆん竜りゆうを一匹ぴき献けん上じようされている。……脱だつ走そうに使った前科により、今では護衛の騎き士しが持ち回りで管理することになっていたが。

「だれがつれてきたのかはわらわもしらぬ。いつのまにかテレジアのそばにいたのじゃ」

「……何？」

　エリザベートの答えは、迅羽の疑問を更に深めた。

「……王城にいたテレジア殿下の傍そばに、モンスターが忍しのび込んだということですか？」

「ちちうえは、『テレジアならそういうこともあるだろう。……きっとあの子を守るためにいるのだ』とおっしゃって、そのままテレジアのペットにしたのじゃ」

　ツァンロンの放った質問への答えについて、迅羽とツァンロンは考え込む。

　先王の『テレジアならそういうこともあるだろう』という言葉が意味することを考え……しかし答えは出なかった。

　謎なぞに直面した、どこか緊きん迫ぱくとした空気が黄河の二人の間に流れ……。

「でも、ドーちゃんかわいいよね！」

　そんな空気は、疑問を欠片かけらも持たないミリアーヌの一言で緩ゆるんだ。

「うむ」

「……まぁ、子供らが好きそうな見た目ではあるナ」

「迅羽さまも子供なのでは？」

　疑問はひとまず棚たなに上げて、彼かの女じよ達たちはお茶会を再開した。




　テレジアが席を立ってから数分後、リリアーナに声を掛ける者がいた。

　それは彼女同様に警護を担当している近衛騎士団の一員、リンドス卿きようだった。

「グランドリア卿」

「リンドス卿、どうなさいましたか？」

「正門の方でトラブルだ。許可なく城に入ろうとする者が現れたらしい」

「え？　けれど、それなら確かく認にんを取った上で退去させればよいのでは？」

「その人物が問題だ。門衛の話では正門に現れたのは……」

　リンドス卿はある人物の名を挙げ、リリアーナはそれに驚いた。

「え!?　ご本人、ですか？」

「確認が必要だ。我々の中でも、貴公は数年前に行われたあの戦いを見ている」

　その言葉にリリアーナは納得し、正門に確認に出向く必要があると知った。

「エリザベート殿下、ツァンロン殿下。暫しばし、警備を交代させていただきます」

「わかったのじゃー」

「リンドス卿、薔薇園の警護をお願いします。迅羽さんも、何かあればお願いします」

「承知した」

「ま、俺おれはツァンの護衛ダ。セットでエリザベートとあんたの妹くらいは守ってやるサ」

「……ありがとうございます。ミリアーヌ、迷めい惑わくを掛けては駄目よ？」

「わかったー！」

　そうしてリリアーナは薔薇園を出て正門へと向かった。

　そこに訪れている者の正体など、察せられるはずもないままに……。




◇




　屋内から正門が見える廊ろう下かについたリリアーナが眼下に見たものは、どこか困った様子の門衛達と……それに向かい合う三人の男だった。

　三人はいずれも魔ま法ほう職が着るようなローブを着込み、フードを目ま深ぶかに被かぶっている。

　格好としては不ふ審しん者しやとしか言いようがない。

　しかし、その中でもひときわ目を引いたのは、先頭に立つ老人だった。

　赤色のローブを身に纏まとい、髭ひげを伸のばした……如い何かにも熟練の魔法職といった風ふ情ぜいの男性。

　後ろの二人とは纏うオーラが明らかに違ちがうその人物は……。

「あの方は……本当に？」

　リリアーナは、その顔を知っていた。

　四年前、王国の重じゆう鎮ちんであった【大賢者】と魔法の腕うでを競きそい合った人物だからだ。

「フュエル……ラズバーン師」

【炎王キング・オブ・ブレイズ】フュエル・ラズバーン。

　アズライトが捜さがしていた有力ティアンの一人であり、火属性魔法の大家。

　そして行ゆく方え不明になっていたはずの人物だ。

　そのことはリリアーナも既に聞いていたが、その彼がどうしてこの王都……それも王城の前に姿を現したのかと疑問を覚えた。

「あの、フュエル・ラズバーン様？　どのようなご用件でしょうか……？」

　ラズバーンの顔を知っていたらしい門衛が、そう尋たずねた。

　だが、ラズバーンは彼の方を見ておらず、その口をモゴモゴと動かし……。

「……どこだ？」

「え？」

「【大賢者】は……どこだ？」

　門衛も、そしてリリアーナも、彼が何を言っているのか理解できなかった。

　なぜなら、彼が捜す【大賢者】は、先の戦争で死んでいる。

　そのことは、国中に周知されているはずなのだ。

「あの、【大賢者】様は……」

「奴やつは、ここにいるはずだ。いないのならば……来るはず。……狼煙のろしが、いるのか？」

　話しかけた門衛がラズバーンにそのことを述べようとしたが、彼はその声が聞こえないかのように呟くだけだ。

　門衛は横に立つ同どう僚りように視線を送るが、同僚もどう対応していいか悩なやんでいた。

　だから、最も正しい対応を知っていたのは……上から見ていたリリアーナだけだった。

「――避よけなさい!!」

　リリアーナの声に門衛達が反応するよりも早く、

「狼煙を……上げよう」




　ラズバーンの背中から、二本の腕が生えた。




　直後に、【炎王】フュエル・ラズバーンは更なる変へん貌ぼうを遂とげる。

　皮ひ膚ふの内側から肉がせり上がり、体積は膨ふくらみ、そのシルエットが大きく変わっていく。

　歪いびつな両りよう腕うでを背から生やし、老人とは思えぬ……人間とは思えぬ体たい躯くへと巨きよ大だい化か。

　皮膚は燃える炎のような赤へと変色する。

　そして彼は門衛に――その背後の城門に、四本の腕を向けながらこう唱えるのだ。

『――《クリムゾン・スフィア》』

　瞬しゆん間かん、四発の巨大火球がラズバーンであったモノの手から放たれた。

　火球は瞬またたく間まに二人の門衛を呑のみ込んで蒸発させながら、城門へと直ちよく撃げきする。

　火球は通常の《クリムゾン・スフィア》を遥はるかに上回る威い力りよくを発揮し、魔法で保護された城門をバターのように焼き溶とかして消しよう滅めつさせた。

　轟ごう音おんが響ひびき、黒こく煙えんが上がり、城門での異常が城内に……王都に伝わる。

『出てこォい!!　【大賢者】ッ!!』

　それは正しく狼煙であっただろう。ラズバーンであったモノが、己の捜す相手を呼び寄せるために行った蛮ばん行こうである。

　だが、異常はラズバーンだけに留とどまらない。

　ラズバーンについて城門前に姿を現した男達も、その姿を変貌させる。

　一人は蜘く蛛もと人を混ぜたような姿に。

　一人は蝙蝠こうもりと人を混ぜたような姿に。

　いずれも人ではありえない姿に変貌してしまった。

「何なの……あれは!!」

　リリアーナの叫びはきっと、その姿を目にしたものの共通の思いであっただろう。

　だが、彼女には分からない。

　それが、どれほどにおぞましいものであるかは分かっても。

　それが一人の人間の――一つの〈超級エンブリオ〉の手によるものだとは、分からない。




◆◆◆




　■？？？




【真像改かい竄ざん　イデア】という〈超級エンブリオ〉が存在する。

　寄生虫に似た姿のレギオンであり、生物の体に潜もぐり込んで宿主を改造する力があった。

　容姿を美しくすることも、健康体にすることも、新たな技能を身につけることもできる。

　人間に、人間以外の力を付け加えることもできる。

　人間を、人間ではなくすることもできる。

　ラズバーンのように種族が未いまだ人間範はん疇ちゆう生物である者もいたが、彼らを一見して人間だと分かる者はいない。分類こそ人であっても、彼らは既に人ではない。

　肉体改造によって元の体を遥かに上回る力を与あたえられたモノや脳改造で意思を制せい御ぎよされたもの、あるいはその両方。

【真像改竄　イデア】の〈マスター〉……〝改造人源エラー・ソース〟ラ・クリマによって改造を施された者達。

〈超級エンブリオ〉の被ひ験けん者しやにして、〈超級エンブリオ〉の端たん末まつ。

　即すなわち――改人イデアである。




　貴族街の一角から、改人達を感情の見えぬ目で見つめる者がいた。

　それは、改人達を【ジュエル】から解き放ち、王城へと向かわせた張本人。まるで墳ふん墓ぼの奥から這はい出でてきたように全身を包帯で包んだ人物――【盗賊王】ゼタである。

「上々。超級職素体の実じつ践せん投入は初めてですが、精神に錯さく乱らんが見られるものの身体状態は良好。敵味方の識別も生きています。後ほど、ラ・クリマにデータを送りましょう」

　ゼタは改人達が城内の衛兵相手に引き起こしている惨さん状じようを気に留める様子もなく、淡たん々たんとそう呟いた。

「始動。王城への【イグニス・イデア】、【アラーネア・イデア】、【ウェスペルティリオー・イデア】の侵しん入にゆうを確認」

　彼女が解き放った改人達は、刺し客かくだ。単独行動する彼女に対し、〈ＩＦ〉のメンバーであるラ・クリマが預けていた改人。それらを今回のテロで戦せん闘とう員いんとして運用した。

　後に〈ＩＦ〉で運用するためのテストでもあるし、今は素体に秀ひいでた天地で活動するラ・クリマのためのデータ集めでもあるし、今回彼女が皇王から請うけ負おった仕事を果たすための道具でもある。

「良好。ティアンでも超級職がベースならば、準〈超級〉以上には引き上げられている」

　預けられていた改人の中でも最強格である【炎王】フュエル・ラズバーン……コードネーム【イグニス・イデア】は、四本の手で周囲に火を放ちながら城内へと押し入いっている。

　そして開いた城門からは二人の改人……蜘蛛の姿をした【アラーネア・イデア】と蝙蝠の姿をした【ウェスペルティリオー・イデア】が乗り込んでゆく。

「同時進行。城下への【レジーナ・アピス・イデア】、及および【アピス・イデア】の攻こう撃げき行動を確認」

　そう呟くゼタの後方……王都アルテアの街並みからは黒煙と悲鳴が上がり始めている。

　城下の〈マスター〉の動きを制するために、混乱を引き起こす目的でそちらにも超級職素体の改人を一体、それに配下として上級職素体の改人を大量に投入している。

　先日の【兎神】の襲撃と講和会議の護衛で大きく戦力を減じた王都の〈マスター〉では、それらへの対たい抗こうは難しいとゼタは踏ふんでいる。

「行動。既に指令は下っている。タイミングは変わったけれど、私の仕事は変わらない」

　ゼタ――皇王から最終テロの依い頼らいを受けた〈超級スペリオル〉はそう言って、

「目的。王城へと侵入し、盗ぬすむべきものを盗み、消すべきものを消す。それだけ」

　貴族街の邸てい宅たくの上を次々に跳ちよう躍やくし、自らもまた混乱する王城への侵入を果たした。




　そうして、講和会議をトリガーとした皇国の毒どく牙がが動き出す。

　奪うべきものを奪い、殺すべきものを殺すために。
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　クラウディアがスイッチを押した瞬間に、状況は大きく動いた。

　クラウディアが言った『引き鉄』という言葉が文字通りにそうであったかのように。

　レヴィアタンが動いた。

　ベヘモットを置いてアルティミアへと跳とんだ彼女の手には小さな刃は物もの。

　刃は渡わたりはとても短く、殺傷能力はなさそうだが……表面が液体に塗まみれた刃は。

　それを――アルティミアへと投とう擲てきする。

「！」

　何らかの毒物が塗と布ふされた刃を、アルティミアは腰こしの剣けん――【元始聖せい剣けん　アルター】を抜ぬいて切きり払はらう。

　しかし、アルティミアが剣を振ふった直後、至し近きん距きよ離りにレヴィアタン自身が近づいていた。

「確保、ッ！」

「――木断」

　肉にく薄はくするレヴィアタンに、横合いからシュウの上段蹴げりが突つき刺ささる。

　既すでに【熊ゆう神しん衣い　キムンカムイ】へと装備を変形させていたがゆえ、初撃限定の光学迷めい彩さいと気配遮しや断だんが効果を発揮。不可視の一いち撃げきがレヴィアタンの頚けい椎ついにめり込んだ。

　彼女達がいつ動いても対応できるように構えていたシュウの一撃は狙ねらい通りの位置に当たり、最大の効率でその威力を発揮する。

「ッ！」

　かつて伝説級に相当するモンスターを一撃で破は壊かいしたその蹴りに、さしものレヴィアタンでも踏ん張ばれず、砲ほう弾だんの如き勢いで弾はじき飛とばされ……激げき突とつした壁かべに穴を空ける。

　だがしかし――直撃を受けたその首は千切れても、折れてもいない。

　レヴィアタンは吹ふき飛ばされた先ですぐに起き上がっている。

　追つい撃げきでマリーから放たれていた貫かん通つう誘ゆう導どう弾だんを、両腕を振るって木こっ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいする。

　そこまでの攻こう防ぼうに要した時間は五秒足らず。

　その場にいた他の護衛の多くには、動どう揺ようが見られた。

　何より、唐とう突とつに講和会議の全権代理人を襲撃したレヴィアタンの凶きよう行こうに、皇国側の他の護衛からも驚きよう愕がくと動揺が見える。

　その様子にシュウは、『皇国側もベヘモットとレヴィアタン以外はこの段取りを聞かされていなかったのだろう』と理解した。

　全権代理人であるクラウディアと、皇王の側近中の側近である【獣王】以外に、この場で講和会議の策さく謀ぼうの全容を知る者は……皇国側にもいなかったのだ。

「やっぱり駄目でしたわね」

　自らが指示した凶行の阻そ止しを、むしろ当然という風にクラウディアはそう言った。

「殺していいのなら、余計な手間を掛かけてしくじることもありませんでしたが」

「他がどれだけ死んでも、アルティミアは生きて確保。これは厳守ですわ」

「……それだと私には向きませんね。やはりベヘモットにお願いします」

『ＫＫいいよ』

　凶行で緊迫した空気の中でどこか和なごやかに、……けれど内容は王国の国家元首代理であるアルティミアの誘ゆう拐かいを狙っていることを、隠かくしもせずに述べている。

「クラウディア！　アナタは、どういうつもりで……！　さっきのスイッチは……！」

「これで講和会議はお終しまい、ということですわ」

　何でもないことのようにクラウディアはそう言った。

「さっきそこの彼……名前はレイで合っていますわよね？　レイがこちらの思おも惑わくを読み解いてくれたでしょう？　ああも詳つまびらかに手の内を晒さらされては、この場での講和など不可能で、今後もこちらが望む講和の目はなくなりましたわ」

　どれほどに表面上は穏おだやかな講和条件であっても、皇国は罠を仕掛けてくる。

　ゆえに今後の講和では今よりも遥かに警けい戒かいし、今回のような罠は不可能だろう。

「ですが、皇国が戦争を起こしたくないのは事実。それは最後の手段ですもの。ですので戦争前に王国という国を潰つぶしますわ」

「……どうやってだ？」

　王国を潰すと気負いなく言ったクラウディアに対し、レイが問とい質ただす。

「まず、第二王女と第三王女の確保又または殺害。この場でアルティミアを確保します」

「ッ!?」

「さっきのスイッチで、あなたが指し摘てきした【盗賊王】ゼタが彼女の本来の仲間と一いつ緒しよに王都を襲撃しているはずですわ」

　事も無げに放たれた『王女達の確保又は殺害』、そして『王都襲撃』という衝しよう撃げき的てきな言葉に、動揺が走る。文官は通信魔法で王都と連れん絡らくを取ろうとしているし、マリーなどは外へ出ようとしていた。

　レイもまた咄とつ嗟さに王都の方角を向きかけて、

「動くな」

　それらの動きを、シュウが一言で制した。

　今はここを動くな、と。

　ここもまた、王都襲撃に匹ひつ敵てきするか……凌りよう駕がするほどの最前線なのだ、と。

　あるいは、目を逸そらした瞬間に殺されかねない相手……【獣王】がいるからか。

　既に戦せん闘とう態勢に入っている【破壊王シユウ】は、最大の緊きん張ちようと共にあった。

「……私達がいなくなっただけで、王国が潰れると本気で思っているの？」

　王都襲撃と……その目的にされているであろう妹達を思いながら、しかし国家を預かる者としての責任でその場から動かず、アルティミアはクラウディアに問い質した。

「思いますわよ？　だって、王国が王国であるのは、建国王の子孫であるアルティミア達……王族が残っているからですもの」

　そう言って、クラウディアはアルティミアを指差す。

「今、王国がまとまっているのはアルティミアがいるからですわ。では、翻ひるがえって……他の貴族にまとめられますかしら？」

「……！」

「王国貴族で最大規模のルニングス公こう爵しやく家は、【グローリア】事件で一族郎ろう党とう壊かい滅めつ済み。先の戦争でも多くの貴族家が被害を受けていますわね。無事な貴族で位が高いのはフィンドル侯こう爵しやく？　けれど、あの方は諜ちよう報ほうの取りまとめ。国のトップに立つ人物ではない。そうでなければギデオン伯爵？　けれど、若すぎますわね。彼をトップとすれば混乱に拍はく車しやが掛かる。代理の王すら立てられなければ、【誓せい約やく書しよ】も〈戦争結界〉も……国家元首に由来するあらゆる行動が出来ず、国は機能不全に陥おちいりますわ」

　クラウディアは「それに……」と続ける。

「混乱を収めるために無理やり誰かが上に立とうとしても、必ずそうなってほしくない誰かが足を引っ張る。ボロゼル侯爵のように、王女の暗殺計画を立ててでも利権を拡大したい貴族がいることを考えれば当たり前ですわね。そして王族がいなくなれば、こちらに恭きよう順じゆんする貴族もいくらかは見当がついてますわ。それに皇国に加わらないだろう諸しよ侯こうでも、皇国以外なら分からない。南西に領地を持つニッサ辺へん境きよう伯はくはレジェンダリアと仲が良いですから、この機会にあちらに併へい合ごうされることを望むかしら。それで言えば、西の港こう湾わん地帯を治めるキオーラ伯爵もグランバロアの貿易船団ととても仲がいいですわ。グランバロアも陸の領地は欲ほしいでしょうし、好条件で迎むかえられそうですわね。……とまぁ、柱がなくなればそんなことが多々起こって、かつての戦国時代のようにバラバラになりますわ」

　王族がいなくなれば、王国は幾つもの小国へと四散するとクラウディアは告げる。

　元々、幾つもの小国を建国王が一つに纏めた国。再び戻もどることは考えられる。

　だが、それよりも問題なのは……クラウディアが王国の内情を把は握あくしすぎていることだ。

　アルティミアどころか、〈ＤＩＮ〉ですら把握しているかも怪あやしい情報。それを幾つも抱かかえ込んでいる。

　その情報源は、【盗賊王】に由来する。

【盗賊王】の所属するクランである〈ＩＦ〉。オーナーであるゼクスが、王国内でどれだけの情報を抱え込んでいたのかは、誰にも想像がつかない。

　そして彼はそれらの情報を〈ＩＦ〉のメンバーにも渡わたしており、情報共有している。それに加えて、ゼタ自身も多くの情報を収集しているため、〈ＩＦ〉のデータベースは膨ぼう大だい。

　今回のテロと、王国に関する裏情報の売ばい却きやく。

　皇国が【盗賊王】に求めたのはその二点であった。

　王族を排はいして国そのものを機能不全に追い込み、他国からの干かん渉しようでバラバラにする。

　この戦略の肝きもは、他国が本当に親交ある貴族の抱え込みに動くかだが……。

（……そういう線もあるか）

　グランバロアやレジェンダリアとは話がついているのかもしれない、とシュウは考えた。

　あの二ヶ国こくは、王国と皇国の戦争には参戦しない。

　だが、王国が崩くずれた後には、領地を吸収しにくる。

　そういった約定……あの二国からすれば得しかない契けい約やくを結んでいる可能性はあった。

　皇国にも利点はある。

　王国が崩れれば、最大の仮想敵国であるカルディナの対抗勢力が崩れることになる。

　しかし下手人である皇国に靡なびく王国勢は少ないため、同じくカルディナと敵対する他の国を加わらせて王国を穏やかに吸収させる。そういう狙いだ。

（……王国と黄こう河がの婚こん姻いん同盟も、第二王女がいなくなれば立ち消えか。黄河がそのことで皇国に文句をつけようにも、間にはカルディナがある。軍の侵しん攻こうなど不可能。むしろそうなってくれればカルディナを削けずれて万ばん々ばん歳ざいといったところか）

　もう一つのルートである〈厳冬山脈〉横断も、カルディナ以上に不可能だとシュウは知っている。かつてそれをやろうとした〈超級〉が、〈厳冬山脈〉の空の王者である【彗すい星せい神鳥　ツングースカ】によって自じ慢まんの浮ふ遊ゆう要よう塞さいを墜つい落らくさせられた事件に巻き込まれたのだから。

　皇国の思惑は、王国や他国のどちらであっても、ティアンへの対処は十二分に施しているように思えるが……。

「……ティアンに限ればそうなるかもしれない。だが、俺おれ達たち……〈マスター〉はどうなる？　王国がなくなっても、皇国に噛かみつく奴は多いぞ？」

　シュウはちらりと己の弟を見ながらそう言った。

　国としてバラバラになろうとも、皇国へ反はん抗こうする元王国の〈マスター〉は必ず出る。

　特に、【絶影マリー】や【暗殺王月影】による要人暗殺を防ぐのは難しい。

「せやねー。指名手配で縛しばるにしても仕返しの一つ二つはできそうやしねー」

「報ほう酬しゆうは奮発しますから皇国に来ませんこと？」

「うちらがそう簡単に寝ね返がえると思ったら大おお間ま違ちがいやー」

「〈月げつ世せいの会〉を皇国の国教にしても構いませんわよ？」

「……う、うちらがそう簡単に……。ちょっとタンマ、考えさせて……」

　かつて王国に断られた最大級の要求をあっさりと提示されたことで、月つく夜よは半ば本気で揺ゆれ動うごいていた。

「……全員が全員、女おんな化け生しよう先せん輩ぱいみたいに報酬で転ぶ〈マスター〉ばかりだと思うな」

　月夜への好感度を少し下げながら、レイはクラウディアを牽けん制せいするようにそう言った。

「ですわね。あなたのような〈マスター〉もいることは知ってますわ。むしろ、あの敗戦の後に王国に残り続けている〈マスター〉なら、そういう方が多いことも承知の上」

　利益優先の〈マスター〉ならとっくに他国に移るか、先のギデオンの事件でフランクリンが雇やとった寝返り組のようになっている。今残っている〈マスター〉は王国に縁えん深いティアンがいるか、王国そのものが好きで守りたいと思っている者が多い。

　クラウディアは「ですから……」と言葉を繋つなげ、

「そんな〈マスター〉の動きを封ふうじる策を用意もせずに、強きよう硬こう手段に出るとでも？」

「…………その策ってのは？」

「言えませんわ。だって、まだそれの前段ですもの」

　クラウディアはアルティミアへと視線を戻しながら、言葉を述べる。

「王都で二人の王女を、ここでアルティミアを押おさえる。〈マスター〉への対策を行うのはその後ですわ」

　一連の発言に、《真しん偽ぎ判定》はやはり反応しない。

　本当に、王国を崩した後の〈マスター〉への対処は考えてあるのだろう。

（暗殺への警戒姿勢を見せていないところからしても、色々とろくでもないことを考えていそうだ。そうなるとここでの肝はやはり……）

　皇国の手から王女達たちを守ることが、最重要のポイントだった。

　王国が王国として存続できなければ、皇国の思惑通りに事が転がる。

（そもそもテレジアにちょっかいを出される事がまずい。最悪……詰つむぞ）

　テレジアの真の特異性を知る数少ない人物の一人であるシュウは、眼前の【獣王】に相対して流す汗あせとは違う汗を背中に流した。

　最善は早さつ急きゆうに王都の防衛へ向かうことだと考える。

　今の王都は先の【兎神クロノ】の襲しゆう撃げきと講和会議の護衛で、突とつ出しゆつした戦力はほぼ蛻もぬけの殻からだからだ。相手の規模次し第だいでは何もかもが終わってしまう。

　しかし王都に戻る前の最大の問題は……相手が容易には逃にがしてはくれないということだ。〝物理最強〟の【獣王】を相手に、撤てつ退たい戦は悪手である。

（恐おそらくは〈超級殺し〉や月つき影かげみたいなＡＧＩ型を先に潰すだろうな。消えようが影に沈しずもうが、お構い無しでマップごと潰しに来る。よしんばあの二人だけは逃のがれられたとしても、俺おれ達たち鈍どん足そくじゃあの二人より速いだろう【獣王】相手に撤退は不可能。必ず回り込まれる『にげる』なんざやるだけ無む駄だだ。それくらいならば向こうの護衛対象クラウデイアがいて無差別破壊は出来ないここで戦った方がまだマシか）

　それにもしも【獣王】がいなくとも、超ちよう音おん速そく機動が使えなければ王都に戻るまでにどれだけ時間が掛かるかも分からない。

（だが、どちらにしても戦った分だけ王都への到とう着ちやくが遅おくれることは変わらない。現状の最善手はここでアルティミアを守りきることか、それでも脱だつ出しゆつを強行することか……）

　シュウが考えを回していると、

「……一つ尋ねるわ、クラウディア」

　クラウディアの策略を聞いてから黙もくしていたアルティミアが声を発した。

「ええ、聞きますわ」

「王都での凶行。アナタからの指示で止められるのかしら？」

「ええ。このスイッチの下のボタンを押し込めばそれで止まる手て筈はずに……」

　彼かの女じよがテロを止める手段を暴ばく露ろしながら、スイッチを持った右手を見せた瞬間。

　アルティミアは手にした【アルター】をクラウディアの手元に振るい、




　スイッチを持った右手を――――手首から切り落とした。




　アルティミアは剣とは逆の手で落ちる手首を掴つかもうとするが、剣の間合いギリギリだったがゆえにまだ届かない。

　それよりも早く、クラウディアが左手で自らの右手首を弾はじき、後方へと飛ばす。

　目の前に手首が落ちてきた皇国の〈マスター〉達が、悲鳴を上げて思わず後ずさった。

「……もう」

　床ゆかに落ちた右手首を見ながら、クラウディアは頬ほおを膨らませて不ふ機き嫌げんをアピールした。

「手首を切り落としてまでスイッチを奪うばおうなんて、私と手を切りたい……友達をやめたいという意思表示ですの!?」

　手首を切断されたにしてはひどく薄うすい怒いかりの色で、クラウディアはそう言った。

「いいえ。アナタは親友よ、クラウディア」

　対して、アルティミアは彼女の言葉を否定する。

「けれど、アナタとアナタの兄の企たくらみで命を狙われているあの子達の姉として、そしてこの国を背負う者として……アナタに剣を向ける。親友アナタに一いつ生しよう涯がい恨うらまれることも覚かく悟ごしてやっているわ」

　否定した上で、己おのれの意思を告げる。

　そんなアルティミアを見るクラウディアの目に怒りはない。

　むしろ……喜びが見えた。

「フフフ。そういうところ、やっぱり私達は似たもの同士ですのね」

「……そうかしら？」

「ええ、私もあなたに一生恨うらまれてでも、あなたを奪うつもりですもの」

　そう言って、クラウディアは嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

「けれど、私は手を切られたくらいであなたを恨んだりはしませんわ。きっと、首を切られても同じ。千の痛みを受けようとも変わりませんわ」

　クラウディアの視線にあるのは深い友情と……それに混ざった違う感情。

「ただ今回は……さほど痛くもありませんわね」

　クラウディアがそう呟くと……グシャリという音が議場に響いた。

　その音の発生源を見れば、切り落とされたクラウディアの右手首が……ひとりでに動いてスイッチを握にぎり潰していた。

　その手首の断面からはパチパチと火花が散って……金属のフレームや電気配線が赤い液体に塗れている。

「クラウディア。アナタ……」

「私も修しゆ羅ら場ばを潜っておりますもの。元の体を幾いくらか失くすくらいはしていますわ。〈マスター〉の言葉ではサイボーグ、というらしいですわね？」

　クラウディアは何でもないように言って……右手の肘ひじから先を外した。

　そしてアイテムボックスから新たな腕を取り出し、断面を見せる肘に接合する。

　人ひと肌はだを模したカバーが張られておらず、無骨で戦闘用にしか見えないものだ。

「さて、最も手っ取り早い停止手段であるスイッチはなくなりましたわ。けれど……私が通信魔法で停止を呼びかけた場合も、ゼタは王都から退くことになっていますの。【契けい約やく書しよ】で約しているから確実ですわ」

「……クラウディア？」

　わざわざ王都のテロを止める手段を、自ら提示しながら……クラウディアは微笑む。

　その発言にも、先刻同様に嘘うそがないと《真偽判定》が告げていた。

　丁度そのとき、最初のレヴィアタンとの攻防による衝しよう撃げき音おんを聞きつけたためか、外部警備の〈マスター〉達が議場にあつまってきた。

　それはお互たがいの護衛の残るほぼ全すべてであったが、王国側には【猫神ザ・リンクス】トム・キャットがおらず、皇国側には【兎神ザ・ラビツト】クロノ・クラウンがいなかった。

「……〈マスター〉も集まってきた。丁度いいですわね」

　クラウディアは周囲を見回してそう呟つぶやいた。

　それから機械の右手で自らを指差し、次いでアルティミアを指差す。

「私達はあなたの身み柄がらが欲しい。あなた達は王都のテロを止めるために私の身柄が欲しい。刃を向け合い、もはや講和の場でもなくなった。なら、どうすればいいかしら？」

　そう言いながら、クラウディアは《瞬間装着》で全身に鎧よろいを纏う。

　否、それは鎧ではなく……機械甲冑パワードスーツ。

　特典素材を用いて作られた、彼女専用の……鮮せん血けつのように紅あかい機械甲冑。

「私達はお互いを奪い合あう。そして護衛は自分達の守るべき対象を守る」

　次いで取り出したのは、機械式の螺旋馬上槍ドリル・ランス。

　かつて彼女自身が古代伝説級の〈ＵＢＭ〉を討とう伐ばつして手に入れた槍。

　クラウディアは、巨きよ大だいな槍を重さなど感じないかのようにクルクルと回す。

「お兄様のプランとは少し違いますけれど、分かりやすい構図にしてさしあげましたわ」

（……そういうことかよ）

　シュウは納なつ得とくして……歯は軋ぎしりする。

　クラウディアが王都への襲撃を教えたのも、自分というテロのブレーキを餌えさにアルティミア達が逃げる理由を削り、引き止める理由を増やすため。

　加えて、これで王国側はクラウディアを殺せなくなった。

　生かしたまま、停止命令を出させなければならないのだから。

　それ自体は【魅み了りよう】でどうにかできるが、死んでいればそれも不可能になる。

　どの道、王都への急行を選んでも【獣王】や移動速度を考えれば王都防衛は困難。

　最短でテロを止める手立ては……目の前のクラウディアの確保しかない。

　つまりはクラウディアの思惑に乗り、その上で勝利する以外に道はない。

「それでは――始めますわよ？」

　クラウディアは螺旋馬上槍の先せん端たんをアルティミアへと向けて、闘とう争そうの開始を宣言した。




　クラウディアに開始を宣言されても、殆ほとんどの〈マスター〉は瞬しゆん時じに動けない。

　話についていけていない、というよりは狂きよう気き的な切り替かわりについていけない者。

　あるいは、守るべきものに意識を集中させて自らは動けない者。

　停てい滞たいはほんの一いつ瞬しゆんで、歴戦の〈マスター〉であれば一瞬後には迅じん速そくに動き出せる。




　しかし、他者が動けなかった最初の一瞬で――動いた〈マスター〉が四人いた。




【魔将軍】ローガン・ゴッドハルトが「なるほど。つまりレイ・スターリングとこの場で戦って倒たおしてもいいということだな！」と得心して、己の新戦術を行使しようとし。

【獣王】ベヘモットの意を受けたレヴィアタンが、今のメイデン体から己の全ステータスを解放できるガーディアン体への変貌を始め。

【女教皇】扶ふ桑そう月夜が、《月面除算結界・薄はく明めい》を「皇国の〈マスター〉」の「合計レベル」を対象に実行し。

【破壊王】シュウ・スターリングが、変へん貌ぼう途と中ちゆうのレヴィアタンに肉薄した。

「フハハハッ！　行くぞ！　《コール・デヴィル……」

　ローガンが悪あく魔ま召しよう喚かんを発動しようとした直前。

　彼かれを始めとした皇国側の護衛が月夜の《薄明》で合計レベルを六分の一にされ、




「――《絶死結界》」

　月夜が発動したスキルにより――【獣王】以外の全員が即そく死しした。

【ブローチ】の発動で一瞬だけ耐たえはしたものの、絶え間ない即死判定によってあっという間に砕くだけ散ちり、声もなく即死する。




　それこそは『半径五〇〇メテル以内の合計レベル一〇〇以下の人間範疇生物を即死させる』装備スキル――超級武具【グローリアβ】の《絶死結界》。

　外部の警備をしていた者も含ふくめた皇国側の護衛のほぼ全ては、かつての【グローリア】事件でその脅きよう威いに相対した〈マスター〉のように、何が起きたかもわからないままにデスペナルティとなる。

　合計レベルそのものを六分の一にする《薄明》と、合計レベル一〇〇以下を抹まつ殺さつする《絶死結界》のコンボ。対象を人間に限定されてはいるが、かつての【グローリア】よりも恐ろしい結果を引き起こす、【女教皇】扶桑月夜の切り札の一つ。

　免まぬがれたのは……元の合計レベル六〇〇以上であったために即死を免れた【獣王】のみ。

　同じ超級職であっても、レベルの上げ直し中だった【魔将軍】はあえなく即死していた。

『……何と役に立たない』

　徐じよ々じよに膨ぼう張ちようし、人間の形を捨てながらレヴィアタンはそう吐はき捨すてた。

『それで、あなたは何をするつもりですか？』

　巨大化していく己にしがみついているシュウを見下ろして、レヴィアタンは尋たずねる。

　だが、シュウはそれには答えず、己の弟……レイを振り返かえる。

「…………」

　自分のこれからの行動が最善手であると判断し、現状で最も【獣王】への勝算が高い戦術はこれだと確信しながらも……僅わずかに躊躇ためらいはあった。

　なぜなら、確実に弟とその仲間を死地へと送り込むことになるからだ。

　クラウディアがこの企くわだてに踏み切った最大の要因であり、勝利を確信するほどの存在が……【獣王】。

　そんな相手と、王国側の最大戦力であるシュウを欠いて戦うことは、死し刑けい宣告に等しい。




　だが、振り返ったシュウが見たレイの目は……欠片かけらも怯おびえてはいなかった。




　怯えなど、既に覚悟の中に消えているのだ。

　ゆえに、シュウも覚悟を決めて……最大最強の敵をここに残していくと決意した。

　そして彼は弟に向けて……一言だけ言い残した。

「――ここは任せた」

「――任された」

　そう言葉を交かわして、シュウは己の全力で両足を踏み込む。シュウの破格のＳＴＲは議場の床を大きく破壊しながら、反動を自身と抱えたレヴィアタンに伝える。

　脚力ＳＴＲによる踏み込みでの高速移動。シュウはその勢いのまま砲弾の如く飛ひ翔しようし、先刻レヴィアタンが激突して壁が崩れた一角から議場の外へと消えた。

　この場での戦いを、弟に託たくして……。




◇




　皇国側の護衛の殆どが即死して。

　シュウ・スターリングとレヴィアタンが共にこの場を離はなれて。

　後に残ったのは剣と槍を向け合う二人の姫ひめ君ぎみ。

〈デス・ピリオド〉と〈月世の会〉の混成……八六人の王国の〈マスター〉。

　そして、皇国でただ一匹ぴき……否、一人だけ残った〈マスター〉。

　皇国最強にして〝物理最強〟――【獣王】ベヘモットがそこには残っていた。

　ベヘモットは壁に開いた穴と、そこに消えた二人を見送りながら……沈ちん黙もくしている。

『……相手がいなくなった。レヴィ、ずるい』

　余よ程ほどショックを受けたのか、スラングではなく普ふ通つうの言葉で呟いて、溜ため息いきをつく。

　王国の〈マスター〉に半包囲されているというのに、まるでシュウ以外の誰だれも相手にならないのだと嘆なげくように、その身に纏まとう雰ふん囲い気きを暗くする。

『仕方ない……。すぐに王国の王女を確保して……、シュウのところにわたしも……』

　ベヘモットはそう言ってアルティミアに向き直るが……。

「――違ちがう」

　そんな彼女を止めるように、一人の〈マスター〉が声をあげた。

「お前の相手は兄貴じゃない」

『？』

　一人の〈マスター〉――レイ・スターリングは、




「お前の相手は、俺達だ。――俺達が【獣王お前】を止める」

〝物理最強ベヘモツト〟を真まっ直すぐに見み据すえ…――かつての兄のように、そう宣言した。




　ベヘモットは、レイと彼の周りで意思を同じくしている仲間達を見つめる。

『珍めずらしいもの』でも見るような目で瞼まぶたをパチクリと開き、閉じて、また開き……。

『i m b a … …アンバランスだとは思うけれど』

　獣の顎あごの口角を上げ、笑えみを浮うかべながら、

『――I like itよく言つた』

　全身から獰どう猛もうな気配を立ちのぼらせて――戦闘態勢に移行した。




　そして、幕は上がる。

　レイ・スターリングにとって、〝最強〟との最初の戦いが……始まった。
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第八話　主なき者達の戦場







　□■XXXX years ago




　豊かな自然に溢あふれた風景が広がっていた。

　風に揺れた葉の擦こすれる音、小川のせせらぎ、小鳥の歌。

　木々は緑に、大地は落ち葉と豊かな土の色で染まり、空は果てしなく、そして蒼あおい。

　人の手が入らないありのままの自然としか思えない風景。

　その中に、一人の若い……少年にも見える男性が立っていた。

　彼は不可解なことに、両手に一つずつ懐かい中ちゆう時計を握り締しめている。

「この風景に、本物は一つもない」

　懐中時計の男性は、不意にそう呟いた。

　少年のような見た目の彼は、その身に老いて疲つかれたような雰囲気を纏っている。

　実際に彼の心が経た年月は、肉体の経た年月を大きく上回っている。

　肉体自体はとある〈エンブリオ〉……〈無限エンブリオ〉の能力でレストアしているために、老いて見えないだけだった。

「空気と樹木は【無限流る転てん】が再現したもの。空は【無限幻げん想そう】が見せているだけのもの。それらを五感で受ける私の肉体ですら、【無限生誕】が作った体の一つに過ぎない」

　彼は肉体ではなく精神の老いを滲にじませながら、独り言を続ける。

　しかしそれは……彼が握った懐中時計に話しかけているようでもあった。

「しかし、本物が存在しないわけではない。肉体は作り物でも、私の命は本物だ。それに、お前が司つかさどる力もまた……本物ではあるだろう」

　ジッと、懐中時計を見ながら老いた少年は話しかける。

「アレを除けば、十二番目の〈無限エンブリオ〉……【無限時間】。如い何かなるものにも必ず在る時の流れこそは、偽にせ物ものではありえない本物だ」

　そう言ってから、彼はフッと息を吐き……苦く笑しようした。

「それゆえに……私は寿じゆ命みようを迎える。本物であるからこそ、私の命も限界らしい」

『…………』

「私が死んでもお前は残る。〈無限〉に到とう達たつするとはそういうことだ。第七以下は〈マスター〉の完全死とリンクしてリソースが結けつ晶しよう化かし、次代の糧第〇形態を数多あまた残す。だが……〈無限〉はその名の通り、核かくが砕かれない限りは無限に稼か動どうできる。……もっとも〈マスター〉の存命時と違い、核が砕かれた後の再構成はできなくなるが、な」

　彼は「しかし……」と言葉を繋げる。

「それでも、お前の無限にも終わりは来るだろう。いずれ、我々のプロジェクトが完かん了りようを迎える時には……な」

『…………』

「……最後に少し、私の話をしよう」

　彼は、少年の見た目でありながらひどく辛つらそうに、木に背を預けながら座すわり込んだ。

「私はここしか知らない。ここで生まれ、ここでお前と共に育ち、ここで……死ぬ」

『…………』

「そのことに不満はない。我々は……皆みなそうだ。終着を求め、〈無限エンブリオ〉を増やしながら、果て無き道を往ゆく。それが我々の在り方だ。むしろ〈無限〉に至れた私は、限りなく幸運な一人と言える。生の意味があり、こうして限界まで生きられたのだから」

　座り込んだ彼は、懐中時計に向かってそう話していたが……不意にその両りよう腕うでが力をなくして落ちる。まるで、もう自分の身体さえも支えられないとでも言うかのように。

「だがそんな私にも……一つだけ、心残りもある」

　彼は空を見上げて……彼が言う偽物の空を見上げて、ポツリと呟いた。

「一度くらいは、本物の世界を生きてみたかった。ここではない空を……見たかった」

　まるで一度もその機会に恵めぐまれなかったかのように、どこか悲しげな……そして諦あきらめたような目で蒼い空を見つめた。

　空には小鳥が飛んでいて、彼は羨うらやむようにそれを目で追った。

「だが、無限に稼動できるお前なら……、本物の世界で生きる機会もあるかもしれない」

『…………』

「……フフ、私も……臨終は少し心細いのかもな。これまで一度だってお前と話したことなどなかったのに……」

　彼の〈エンブリオ〉は完全な非生物型であり、自じ我がも宿さない類の〈エンブリオ〉だ。

　ゆえに、話しかけても応こたえることなどあるはずはない。

「もしも……お前が、本物の世界を生きることが、できたなら……、プロジェクトの後……私に教えてくれ。本物の世界が……どんなものだったのかを。私の……代わりに……」

『…………』

「ふふふ……まぁ、死後の世界など、あるかも……わからな――――」

　彼は言葉を途と中ちゆうで止めて……そのまま口を閉じなかった。

『…………m……a』

　懐中時計は、微かすかにその身を軋きしらせながら何かの音を発しようとした。

　けれど、彼の〈マスター〉であった男性は、既すでにそれを聞いていない。

　もう、聞こえない。

『……ma……s……ter……』

　言葉など話せないはずの〈エンブリオ〉が彼を呼んでも……答える声はない。

　やがて、小鳥の歌が止み……空の色が変わる。

　蒼く澄すみ渡るような空は消えて、金属で覆おおわれた天てん井じようが晒される。

　唯ゆい一いつの利用者がいなくなり、蒼い偽物の空は消えて……無機質な本物に戻っていた。

　冷たくなっていく彼の両手には、まだ懐中時計が握られている。

『…………』

『十二号の〈マスター〉、クロノ・クラウン氏の死亡を確かく認にん。遺体は安置室に移動。十二号は回収し、独立稼動の訓練へと移行』

　無機質な声が聞こえ、誰かが彼の遺体を丁てい重ちように抱え上あげた。

　その拍ひよう子しに彼の胸ポケットから、もう一つ……懐中時計が零こぼれ落おちる。

　両手と胸ポケットで、合わせて三つの懐中時計。

　それぞれにギリシャ語で『χρ[image: ]νοςクロノス』、『καιρ[image: ]ςカイロス』、『α[image: ][image: ]νアイオーン』と銘めいが刻まれた懐中時計は、いずれもチクタクと音を鳴らしている。

　その針の音は……どこか悲しげだった。




◇◆◇




　□■現在　国境地帯・森林部




　講和会議の議場でクラウディアが戦いの始まりを告げ、王都でゼタと数多の改人が動き出し、王国と皇国の両陣営が対たい峙じしていた頃ころ。

　議場に程ほど近ちかい場所で、もう一つの対峙が起きていた。

「やれやれ。まさか護衛中に秘ひ匿とく通信で呼び出されるとは思わなかったよ」

「……心当たりはないのかなー？」

　国境地帯で議場から少し離れた緑深き森の中で、二人の男が相対している。

　丸々としたネコを頭に乗せ、前まえ髪がみで両目を隠かくした青年……【猫神】トム・キャット。

　金属ブーツを履はき、兎うさぎの耳をした少年……【兎神】クロノ・クラウン。

　共に管理ＡＩが人のアバターを得た存在である。

「ないよ。それにしてもトム・キャット。雑用も闘とう技ぎ場じようの蓋ふたもせず、何をノコノコとこんなところまで来ているんだい？　職務怠たい慢まんというものだよね？」

　人里離れていても、どこに人の目があるか分からない。そのため、クロノはアバターとしての名でトムを呼ぶ。そしてそれはトムも同様だった。

「……クロノこそ、随ずい分ぶんと恣し意い的てきに事を起こしたものだねー」

　今も本体で王国内の情報を受け取りながら、トムはそう言った。

　クロノの襲撃で戦力が減じた分、王都も講和会議も王国が不利な状態だ。

「恣意的？　僕ぼくをわざわざ呼び出したのはそのため？」

「ああ。……それにしても分からないねー。結果として君の活動が皇国を利することになっているけれど、……こうなっていなければ無意味だ。むしろ、国家間の感情を悪化させるだけに終わっていたはずだよ」

　トムの言葉にクロノは首を傾かしげた。

　その様子に、トムは「やはり」と納得してこう言った。

「君もバンダースナッチも……人間の心理というものを理解していない」

　それはトム……チェシャのような生物型との差異。

　非生物型管理ＡＩの宿しゆく業ごうと言うべきものだ。

　トゥイードルの二人も彼らと同じく非生物型だったが、あちらは管理ＡＩ最大の演算能力である程度は心理の読みができている。

　だが、クロノは……時間担当管理ＡＩラビットは違う。非生物型であり、同時に演算能力の大半を今も〈Infinite Dendrogram〉の基本法則である三倍時間の維い持じに費やしている。

　人間的思考に回せる演算能力は多くはなく、ゆえにその思考も人間と大差ない。

　だからこそ、アバターであるクロノの行動は短たん絡らく的てきだ。普ふ段だんの彼がＰＫしかアバターとしての仕事を任されていないのも、短絡的な行動で問題がない仕事がそれだからだ。

　他の管理ＡＩからすれば、ラビットには時間管理のみを担になって欲ほしいと考えている。

　しかし、アバターでの活動は……ラビット自身の望みだった。

「人間の心理……かぁ」

　ラビットのアバターであるクロノは、トムから言われた言葉を呟きながら空を見上げる。

　一瞬だけ、その目に何か苦い感情を混ぜてから、視線をトムに戻もどし……睨にらんだ。

「それはもちろん理解していないさ。……理解しているわけがないだろう！」

　急激に……爆ばく発はつするようにクロノは言葉を荒あららげた。

「君達と違って、この体で人を理解するような時間は僕にはなかった！　只管ひたすらにこの世界を加速させ続け、君達に準備を整える時間を与あたえていたのは僕だ！」

　王国のランカーをＰＫしていたときのような余よ裕ゆうぶった言こと葉ば遣づかいではなく、心の奥おく底そこを吐き出だすような声こわ音ねだった。

「ああ！　無論理解しているとも！　修正したプロジェクトには時間が必要だった！　それが可能なのは僕しかいないということも！　時間加速に特化した、僕しかいない！」

「…………」

「だが、新たな〈マスター〉達を受け入れるまでの間……僕はそれしか出来なかった！」

　それは、血を吐き出すような叫さけびだった。

「彼らが訪おとずれ、時間加速が三倍にまで落とせるようになって、僕はようやくこの体で動けるようになった！　世界を歩けるようになった！　そのときの僕の気持ちが分かるか!?　分かる訳がない!!」

　クロノから溢れる感情は、怒りとも悔くいともつかないもの。溜め込んだ不満を吐と露ろしているようにも、溢れた感情にクロノ自身が振ふり回まわされているようにも見える。

「クロノ……」

　トムは知っている。アリスから聞かされている。非生物型の〈エンブリオ〉がアリスの力でアバターを得たとき、二種類のパターンがあると。

　表面上はともかく根幹はあくまでも元のように冷れい徹てつであるか。

　あるいは……肉体から生まれる感情を制せい御ぎよできないか。

　クロノは、言うまでもなく後者だった。

　クロノがアバターを得たのは、ほんの数年前。

　他の管理ＡＩと比べれば数百分の一の期間。

　それゆえに……今になってその問題が発はつ露ろしているのだ。

「本物の世界で生きる！　それが僕の〈マスター〉……クロノ・クラウンが生しよう涯がい抱いた唯一の願いだった！　閉じた環かん境きようの中だけの生ではない！　本物の世界で自由に生きたかった！　それにはあまりにも目的地が遠すぎて、あまりにも時間が足りなかった！　だからきっと……時間を操あやつる僕が生まれた!!」

「…………」

　トムには彼の言っていることが理解できる。トムもまた……彼の〈マスター〉が友を欲ほつしたがゆえに、今の自分として生まれたのだから。

「僕は、彼の死しに際ぎわに頼たのまれたんだ！　僕が終わった後に、本物の世界の思い出を教えてくれと！　今になって、僕はようやくそれが出来ているんだ！　かつての〈マスター〉クロノ・クラウンを模したこの顔で！　懐中時計僕を持って！　自由にこの世界を……本物を歩けるようになった……そのときの気持ちが分かるのか!!　文化流る布ふ担当として、自由に生きてきた君に、分かるのか……！」

　クロノは歯を噛かみ締め、軋らせながら、尚なおも吼ほえる。

「それが、戦争？　〈戦争結界〉だと!?　前回の戦争、あれはまたあの日々と同じだった！　あれが動けば、何も出来ない時間ばかりになる！　僕の自由はまたなくなってしまう！　僕が終わった後に、〈マスター〉に教えられるものが減ってしまう！　本物の世界の思い出が！　僕にはもっと必要なんだ！」

　それが、彼が恣意的なＰＫを行った理由。

　彼にとって、彼自身が何も出来なくなる戦争という時間は、最も疎うとむべき事象。

　なぜなら、限られた時間……彼が過ごす最後の時間が削けずられるのだから。

〈マスター〉の願いを叶かなえるための時間が、削られるのだから。

　ゆえに彼は、こう言うのだ。




「時間がもったいない！　僕は……忙しいんだよ!!」




　クロノの両目から、涙なみだが流れる。

　赤い色の、血の涙。

　本来は自我なき〈エンブリオ〉であったはずの彼が、自我を得て。

　その全ての思いが、涙として両目から溢れ出でる。

「だから戦争なんかに……あんな無意味なものに僕の時間を奪われるくらいなら、それよりも先に、戦争を起こしようがないくらい一方を完かん膚ぷなきまでに潰つぶす！　それの……何が悪いと言うんだ!!　グリマルキンッ!!」

「……クロノス・カイロス・アイオーン」

　二人の管理ＡＩは向かい合い、お互いに相手を真の名で呼ぶ。

　クロノは、邪じや魔ま者ものであり、自らが欲してやまないものを得続けた妬ねたむべき仲間として。

　トムは、道を誤ろうとしている同どう僚りようであり、亡なき同調者への想おもいは近しい仲間として。

　二体の管理ＡＩは、人の姿で真っ向から対峙している。

「……状じよう況きようが、変わった」

　不意に、クロノはポケットに入れていた両手を出した。

　そこには懐中時計が一つずつ握られていた。

　彼自身である三つの懐中時計のうち、核である一つを除いた二つ。
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「僕はもう行く」

　そして彼は服の袖そでで血の涙を拭ぬぐい、強い視線で議場のある方角を睨む。

「議場と王都の様子は僕もモニターしている。王女を確保すれば皇国の勝利とも理解した。もうお前と問答している時間はないよ。今から僕があそこに行って、王女を攫さらう。誰も追いつけない。王都でも同じだ。皇国の目的は完かん遂すいされる。戦争も起きなくなる」

「……させないよ」

　阻はばむように、トムが声を発する。

「彼らの行く末は僕ぼく達たち管理ＡＩが主導すべきじゃない。〈マスター〉の自由によって導かれるものだ。僕達が、恣意的に歪ゆがめるべきじゃないのさ」

「だったらお前もこんなところにいるんじゃない!!」

「君を止める必要がなければ……僕もここには来なかったよ」

　暴走しはじめたクロノのアバターを止めなければならないから。

　それでもトムは、『アリスがギデオンでトムにしたようにアバターを制止させれば』とは最初から考えていなかった。

　クロノの感情の暴走は、止めなければならない。

　しかし、亡き主を想うがゆえの暴走を強権で止めてはならないとも考えた。

　正面からぶつかって、止めてやらなければと……考える。

　だから、一つのことだけをアリスに頼んでいた。

「クロノ。もしも君が僕を倒さないうちに王国のティアンに手を出すようなら、君のアバターを停止するようにアリスに話を取りつけてある」

「……何？」

「つまりこういうことさ」

　頭上のネコが飛び降りてトムへと変じ、それが増ぞう殖しよくして……八人になった。

　八人は、クロノを取り囲んでいる。

「ここを通りたければ……僕を倒してからにしなよ。【兎神】クロノ・クラウン」

　あえて仮かり初そめのジョブを含めた名で呼んで、八人のトムがクロノに武器を向ける。

　クロノはトム達たちを睨みつけて、「ハッ」と短く息を吐いて笑った。

「僕に勝てたことが……一度でもあったかい？　【猫神】トム・キャット!!」

　そして一瞬の後に、戦いは始まった。

　管理ＡＩ同士の……主を亡くした悲しみを知る〈エンブリオ〉同士の戦いが。




◇◆




　ＴＹＰＥ：インフィニット・レギオン、【無限増殖　グリマルキン】。

　第八形態……〈無限エンブリオ〉に到達した〈エンブリオ〉の一体であり、その特性は増殖分身。トム・キャットとして第六形態相当に出力を落とした現状であっても、八体の分身を独立して動かし、欠ける度に増殖して補うことが出来る。

　トムを倒しきるには、広こう範はん囲いの大規模攻こう撃げきで全ての分身を一度に撃げき滅めつするか、増殖よりも速いスピードで削りきるしかない。

　だが、それは至難。彼が壁かべとなっていた王国の決けつ闘とうランキングにおいて、成しえたのがただの二人だけであった事実が物語っている。




　しかし――クロノ・クラウンには増殖を上回る撃げき破はが可能だった。




「ッ！」

　クロノの姿が消えた次の瞬しゆん間かん、八人のトム全員の頭部の傍そばに――爆ばく弾だんが浮いていた。

　トム達は咄とつ嗟さに飛とび退のく。だが、ほんの僅かな時間差で爆発した爆弾のうち、前の四発に該がい当とうする四人のトムが頭ず蓋がいを吹ふき飛ばされた。

　死んだ分身は、ネコに姿を変えて消えていく。

（危ない、な……！）

　八人の意識がリンクし、一人目の前に爆弾が置かれた時点で他の七人が反応できていなければ、全員爆ばく死ししていただろう。

（……やっぱり、相あい性しようは悪いか！）

〈エンブリオ〉には、どこまでいっても相性差がつきまとう。

　それは〈無限エンブリオ〉でも同じ。

　出力が同じならば、能力の方向性が有利と不利を明確にする。

　己おのれの増殖速度よりも相手の撃破速度の方が速いことは、かつてグリマルキンが無限になった後の訓練の結果でトムにも分かりきっていた。

　トムは即そく座ざに《猫八色グリマルキン》による分身を行って数を補ほ充じゆうするが……、更さらなる爆弾の追つい撃げきでまたも四人のトムが消し飛ぶ。

　ほんの一手でも対応が遅おくれれば、そのまま人数を減らされて押おし切きられるだろう。

（……爆弾か。思ったよりも彼の能力と食い合わせがいいね）

　まるで時間でも止められたかのように、一いつ斉せいに配された爆弾。

　それを成しえたのは、言うまでもなくクロノの〈エンブリオ〉としての能力。




　彼の本体の名は【無限時間　クロノス・カイロス・アイオーン】。

　対象の時間……が経過する速度をコントロールする〈エンブリオ〉である。




　クロノが手にした『χρ[image: ]νοςクロノス』と『καιρ[image: ]ςカイロス』は本体の子機であり、〈無限エンブリオ〉としてＴＹＰＥ：インフィニット・ワールドに至る前はＴＹＰＥ：ワールド・ルール・カリキュレーターという三重複合型だったことの名な残ごり。

　右手の『χρ[image: ]νος』は通常の時計の二倍速で、左手の『καιρ[image: ]ς』は一〇倍速で針が文も字じ盤ばんを回っている。

　両手の懐中時計の有り様は、そのまま能力を物語っている。

『χρ[image: ]νος』は《世界時間加速全体ＡＧＩバフ》で周囲一帯の選せん択たくした対象を……自身と起き爆ばくする爆弾、そして触ふれる空気の時間経過を二倍速に。

『καιρ[image: ]ς』は《主観時間加速単体ＡＧＩバフ》で自身を一〇倍速にしている。

　つまり、二つのスキルを併へい用ようしたクロノのＡＧＩは通常の二〇倍。

　速度に特化したアバターの元のＡＧＩが一三〇〇〇前後であることを踏ふまえれば、二六万という破格の速度で自在に動き続けられる。

　トムも超ちよう音おん速そく機動を可能とするＡＧＩ型ではあるが、速度が違いすぎて視界に捉とらえることすら容易ではない。

（向こうはまだ通常稼動。必殺スキルによる最高速度を出していない……）

　加えて、トムの知るとおりならば、必殺スキルを使用すれば左右の時計それぞれがさらに倍速を叩たたき出す。そのＡＧＩは……一〇〇万オーバーに届く。

（……それでも欠点はある）

　トムにとっては同じ〈無限エンブリオ〉として何千年と付き合いがある相手。

　アバターとしての戦いは初めてでも、特とく徴ちようと弱点はすぐに理解できていた。

　ましてやトムは、管理ＡＩの中で最も長くアバターでの活動を行っていたのだから。己の経験と、自分が知る相手の能力を摺すり合あわせて予測することは難しくない。

（小さい欠点は、懐中時計で両手が塞ふさがっていること）

　スキルを行使するための懐中時計子機を持っているがために、両手が使えない。

　だからこそ、クロノは足を……金属製のブレードブーツを武器にしている。

　しかし、手の方も指の間に爆弾や【ジェム】を挟はさむ程度には使えているため、これはさほど欠点とは言えない。

　だが、より大きな欠点は別にある。

（……そして、アバターの体ではその速度を活いかしきれないみたいだね）

　速度だけで言えばトムとクロノの差は二〇倍以上。八体の分身を悉ことごとく倒たおされていても不思議ではないはずのトムが、未いまだ分身を削りきられていないことには理由がある。

（さっきから爆弾しか使ってこない。やっぱり、直接攻撃は減速の必要があるみたいだ）

　最高速度を発揮するクロノに欠点があるとすれば、その一点。どれほど速かろうと、その速度を攻撃に活かすのは今やっているような爆弾の設置が関の山だ。

　なぜならば……。

（ＡＧＩに特化したそのアバターの耐たい久きゆう力りよくでは、音速の数十倍なんてスピードで相手にぶつかったら無事ではいられない）

　速くぶつかればそれだけ衝しよう撃げきは大きいという、至し極ごく当然の物理法則によるもの。

　これがＳＴＲによって攻こう撃げき力りよくを発揮するならば、自分の攻撃の反動にも肉体は耐たえられるだろう。高速でぶつかるにしても、ある程度見合った耐久力……ＡＧＩの十分の一程度でもＥＮＤがあれば耐えられるだろう。

　だが、クロノの戦せん闘とう速度は、彼かれの耐久力に比して速すぎる。二六万オーバーという破格のＡＧＩを叩き出しながら、ＡＧＩに特化したアバターのＥＮＤはギリギリで四桁けた程度。

　だからこそ、直接攻撃の際は加速状態で相手の死角にまで接近した後、相手と話せるほどに減速してからブレードで斬きりつける。

　そうでなければ、相手を蹴けりつけるクロノの足にも重大なダメージが生じてしまうから。

　加速状態のクロノは爆弾を放ほうり投なげる間接的な攻撃に終始しているのもそれが理由だ。

　同様にＡＧＩのみが跳はね上がる戦闘スタイルをとる〝王国最速〟のカシミヤの場合は、自身のＡＧＩと同値だけ相手のＥＮＤを差し引く《剣けん速そく徹し》を使用し、『ぶつかる反動や抵てい抗こうが存在しない』状態にしてから相手の首を切断している。

　そんなジョブスキルは持ち合わせていない、管理ＡＩのアバターであるがゆえに持ち合わせることが出来ないクロノにその戦術は使えず、攻撃は減速後か間接的かに絞しぼられてしまう。

　それが、【無限時間　クロノス・カイロス・アイオーン】にとって最大の欠点だった。

（もっとも、その欠点は今だけのものだけど）

　これは第六形態までに出力制限されている現状だからこそ存在する欠点。

　仮に【無限時間】が第七形態以上の出力を発揮するならば、この弱点は雲うん散さん霧む消しようする。

（彼のメインウェポンである《時壊剣》は、今の出力では使えない。……ベースの火力が低い今ならば押し切れるか……あるいは耐え切れると思ったけれど）

　しかし、メインウェポンが使えない現状でも、クロノはトムを圧あつ倒とうしている。今のトムは爆ばく破はされながらも回かい避ひし、逃とう走そうし、何とか分身の数を維持している状態……防戦一方だ。

　アバターとしての経験の差はトムが圧倒的に上だが、クロノには自身の能力をアイテムで補強する戦法がある。

　爆弾と【ジェム】の使用がそうであるし、空中で跳ねているのもアイテムの効果だ。

（……恐おそらくは、《空中跳ちよう躍やく》の類のアクセサリー。加えて、着地の反動を軽減する何らかの装備スキルも身につけているね）

　クロノは本来、己の肉体すら持っていなかったからこそ、この〈Infinite Dendrogram〉を旅した短期間で新たな力を身につけている。

（戦い方は僕より上う手まいかも。……ていうか、僕は基本的に増殖分身のゴリ押ししかできないからなー。『いくらでも湧わいて出るな。無む尽じん蔵ぞうか。しかし恐ろしくはない。むしろ詰つまらん。飽あきる。もっと変化を出せ』とか、【覇王ロクフエル】にも散々言われたっけ）

　三強時代……【猫神】シュレディンガー・キャットとして活動していた当時は〈超級スペリオルエンブリオ〉に相当する出力であったので、分身の最大数は八〇〇だった。

　……それでも【覇王】によって一度全ぜん滅めつさせられた上、駄だ目め出だしまでされている。

　もっとも相手の方がティアンとして規格外に過ぎたのだが。

（……演算能力の方向性の問題でもあるかな）

　先刻から戦せん況きよう分ぶん析せきだけでなく過去の回想等をしながらも、防戦に回るトムの動きには一いつ切さいの乱れがない。並列思考と並列作業を得手とするがゆえに、思考しながら八人分の体を動かすことなど造作もないのである。

（結局、僕は量に特化したタイプだから、戦せん闘とう技術の質を高められない）

　仮に分身の一人一人が、彼がこの〈Infinite Dendrogram〉で見てきた人じん智ちの外にある達人達の域に達していれば、クロノが音速の数十倍で動こうと対応はできただろう。

　だが、現状でそれができていないのなら、別の手段をとるしかない。

「トム・キャット！　僕を止めるというのは、その防戦一方の時間稼かせぎのことかッ！」

「さーてね。案外、こうしている今も罠わなを仕し掛かけている真っ最中かもしれな……」

　一いつ瞬しゆんだけ減速したクロノの声に応えると、トムの背後で《クリムゾン・スフィア》の【ジェム】が起爆して分身を灰へと変える。

　連れん鎖さするように、さらにトムが爆散していく。

（……使い捨てのアイテムをよくもこれだけ。買い集めて回ったのか、生産者に伝つ手てでも作ったのか。この数年でそこまでできているのは、流石さすがだよ）

　勝負はトムの分身が尽つきるのが先か、クロノのアイテムが尽きるのが先かという様相を呈し始める。

　だが、トム自身にはそんな根こん競くらべをするつもりはない。

（だけどクロノ。君が使ってるのは、今のティアンが作った生産アイテムだ）

　トムは知っている。

　戦争の道具に関してはかつて大陸全土で戦乱が巻き起こった時代、……チェシャがシュレディンガー・キャットとして活動していたあの時代の方が遥はるかに恐ろしい、と。

　しかし、それはクロノが決して知らない時代の産物。加速のためにその全能力を使い、意識すらなかったクロノでは……知ることすらできない兵器の数々。

　今はもう残っていない、悪夢の数々。

「…………なんて、ね」

　トムは微かすかに自じ嘲ちようする。そうした道具を……後のバランスを崩くずしかねないものを潰して回ったのは自分達だったな、と。

（それを今から使おうというのだから……僕も面の皮が厚いね）

　だが、そうでなければ暴走するクロノを止めることなどできはしない。

「久しぶりだよ、これを着るのは」

　トムの一人が絹の如き質感の透とう明めいな外がい套とうをアイテムボックスから取り出し、身に纏まとう。




　瞬間――そのトムの姿が掻かき消きえて、気配さえも消しよう滅めつする。




　それはトムが有する装備の中でも彼の戦術にとって最も重要なものであり、【ノーバディ・ウィスパー】という名の魔ま法ほう装備である。

　彼がかつて三強時代にシュレディンガー・キャットとして活動していた頃。【覇王】達に対たい抗こうするため、とある超級職の元に素材を持ち込んで作製を依い頼らいしたもの。

　高レベル相当の《気配遮しや断だん》によって装備したものの気配を消し、《光学迷めい彩さい》で姿をも隠す装備である。

　隠れるだけの装備とも言えるが、トムが使えば分身を常に一体は隠したまま増殖分身を繰くり返かえすことが出来る。三強時代のシュレディンガー・キャットを支えた装備である。

　しかし普段ならば、彼がこれを使うことはない。

　決闘で使うにはあまりにも強力であるし、そもそもシュレディンガー・キャットの名と共にその逸いつ話わが語られており、使うことそのものに問題があるからだ（付け加えれば、視覚でも気配でもない探知能力を有していたであろうカルチェラタンの煌こう玉ぎよく兵へいに対しては、無意味なので使用しなかった）。

　だが、相手が事情を知る同僚ならば話は別だ。

（そして……こちらは死蔵しておくつもりだったけれど、君を止めるためなら仕方ない）

　隠れた一人を除く七人の分身が懐ふところのアイテムボックスに手を入れる。

　トムのアイテムボックスは、全すべての分身が持っているものの中身は共通。

　ゆえに、【ノーバディ・ウィスパー】のように他の分身が取り出したものを取り出すことは出来ないが……彼らが取り出そうとしたものは人数分ある。

　七人のトムが取り出したのは――首輪。

　露ろ骨こつなまでの瘴気を放ち、呪のろわれていることを隠しもしない呪具。

　七人のトムは躊躇ためらわず――装着前に三人が爆死しながら――それを首に嵌はめる。

　直後、首輪を嵌めた四人のトムも、クロノの爆弾によって死に至り――。




【《無理心中マーダー・スーサイド》――起動】

　首輪が、歪んだ音を立てた。




◇◆




　かつて、王国の位置する西方中央部は乱世の中にあった。

　小国群による度たび重かさなる戦争。

　その渦か中ちゆうで生まれた【覇王】という規格外の強者による巨きよ大だい国家の誕生。

　そこから始まった【覇王】、【龍帝】、【猫神】による三強時代。

　三強時代が【覇王】封ふう印いんと【龍帝】の死、【猫神】の失しつ踪そうで幕を閉じた後の、戦乱。

　後に【聖剣王キング・オブ・セイクリツド】……初代アズライトがアルター王国を建国するまで、この地から戦乱が消えることはなかった。

　そして戦乱の中では多くの兵器が生まれ、多くの戦術が編み出された。

【死兵】を用いた特とつ攻こう戦術もその一つ。爆弾を抱かかえた【死兵デス・ソルジヤー】奴ど隷れいを敵てき陣じんに突っ込ませ、守りを強行突とつ破ぱする戦術。

　しかしこの戦術には幾いくつもの欠点があった。

　ＨＰがゼロになった後も動ける《ラスト・コマンド》であるが、それも手足が残っていればの話だ。戦場で死ぬほどのダメージを受ければ、動けなくなるほどの欠損を受けることはいくらでもある。

　抱えていた爆弾に引火してバラバラになった……などという笑えない笑い話もある。

　特攻戦術を使用する国も、流石に「これはまずい」と考えた。

　奴隷を死なせることに倫りん理り的てきな呵か責しやくはなくとも、資源的な損失は感じていたのだから。

　より効率的に、【死兵】の死を無む駄だなく利用して敵を殺さなければならないと考えた。

『人の死を無駄にしてはいけない』などと、いっそ性た質ちの悪いジョークのような話だったが、当時の士官達は大おお真ま面じ目めだった。

　そんな彼らに解決方法を提示したのは、一人の錬れん金きん術じゆつ師しだった。

　彼は超級職ではなく、ただの【高位錬金術師ハイ・アルケミスト】だった。

　超ちよう越えつ的てきなスキルを持っていた訳ではなく、先々期文明の名工フラグマンのように人智を超こえた大天才だった訳でもない。

　サブジョブとして【大死霊リツチ】を持っていたことだけが彼の特徴だろう。

　しかしそのビルドゆえか、……あるいはそんなビルドにするような人格ゆえか、彼は怨おん念ねんの取とり扱あつかいが上手かった。

　怨念……呪いを含ふくんだアイテムを作ることにかけては、当時の錬金術師の中でも最上位であったが……評価はされない。

　彼が作るものが、装備したものに【出血】と【呪じゆ縛ばく】と【衰すい弱じやく】を強しいる【ＣＢＲアーマー】など、通常用よう途との使用に耐えないものが多かったからだ。

　使用者を苦しませることにのみ特化したアイテム作成者。拷ごう問もん器具の受注を主な仕事としていた彼だが、あるとき己の運命を劇的に変える発明をした。

　それは【石と金は等価ストーン・イコール・ゴールド】という、首輪の形をしたアイテムだった。

　錬金術師らしいと言うべきか、らしからぬと言うべきか。それは個々人の判断に委ゆだねる名めい称しようのアイテムであったが、機能としては単純だ。

　装着者の絶命と同時に、最も身近にいる生物に呪いを飛ばす。それだけのもの。

　しかし死と引ひき換かえの呪い――《無理心中》は凄すさまじく、格上の相手であろうと絶命か……さもなければ重じゆう篤とくな後こう遺い症しようを齎もたらす。

　石ころの如き奴隷の命で、金きん塊かいの如き敵の猛も者さの命を取ることも可能。【死兵】の無む駄だ死じにもなくなる。

　最も身近な相手を呪うのならば、【死兵】の間で呪殺が連鎖するのではないかという危き惧ぐもあったが、それは錬金術師が《無理心中》の対象外となるアクセサリーも開発したことで問題ではなくなった。

　特攻戦術を用いる士官達は、これで完かん璧ぺきだと錬金術師を褒ほめ称たたえ、早さつ速そく実戦に投入しようと量産を決定した。




　しかし、【石と金は等価】が実戦に使われることはなかった。量産を決定した日の夜に、開発者である錬金術師と士官達が全員、何者かに殺されたからだ。

　加えて、幾つかは完成していた試作品と、開発のための資料も消え失うせていた。詳しよう細さいを知る者がいなくなって資料もなくなったため、この発明は歴史の闇やみに消えていった。

　一体誰だれが関係者を殺し、完成品を持ち去ったのかも含めて……。




　なお、これは関係のない余談であるが、件くだんの錬金術師……人馬種の錬金術師は怨念の取り扱いに関しても資料を残していた。そちらは首輪の開発とは無関係な場所に保管されており、後年に彼の子孫が見つけることになる。

　その子孫は資料を元に死霊術師の道を進み、オリジナルの死し霊りよう魔ま法ほうを開発していくのだが……それはまた別の話である。




◇◆◇




　クロノの爆弾によって四人のトムが絶命した直後、彼らが装備していた首輪――【石と金は等価】が起動。放たれた四つの呪いが、最も身近な生者であるクロノへと向かう。

「……！」

　クロノは爆弾を呪いの塊かたまりへと投じるが、呪いが爆発で影えい響きようを受ける様子はない。

　クロノは即座に、それが自身を追つい尾びし続ける呪いの類たぐいであると理解した。

　同時に、爆発等のエネルギーや物理攻撃には反応を示さないものである、とも。

　クロノの速度と比すれば、浮ふ遊ゆうしてくる呪いはあまりに遅おそく、逃にげ切ることは容易たやすい。

（だったら……！）

　ぶつかる寸前にどこかの誰かを盾たてにして、擦なすり付つけてしまえばそれで無力化できる。

「……ッ!?」

　だが、それはできない。




　――もしも君が僕を倒さないうちに王国のティアンに手を出すようなら

　――君のアバターを停止するようにアリスに話を取りつけてある




「……あいつ!!」

　クロノは理解する。トムのあの発言が自分を倒せと言うだけのものではなく、この呪いからの逃走を封ふうじるためのものだった、と。

　もしも仮にティアンに出くわして呪いを擦りつけようとすれば、その時点でクロノの動きは停止して呪いの餌え食じきになる。

〈マスター〉ならば……とも思ったがこの付近にいるのは護衛の〈マスター〉ばかり。

　自然、近くには護衛対象のティアンがいる。

　ならばモンスターでも……と考えたが、気配がない。

（逃げた……いや、違ちがう！）

　元より然さ程ほど強いモンスターが多い地域ではなく、弱いモンスターは先刻からの爆ばく音おんで逃げているのだろうと考えて、否定した。

　空気には、僅わずかに樹木のそれとは違う匂においが混ざっている。恐らくは何らかのアイテムが撒さん布ぷされ、モンスターを除よけていたのだろうとクロノは察した。

　この場所に呼び出したのはトム自身であり……即すなわちこの仕掛けが彼の手によるものであることの証左でもある。

　昼前に議場についたときではなく、昨晩……レイ達がアルティミアと相談をしているうちに単身で国境地帯まで訪れ、この森林に仕掛けを施ほどこしていたのだ。

　分身を使えるトムならば王国の護衛から気づかれずに抜ぬけ出ることも、手分けして準備をすることも容易だ。

　全ては今日、ここにクロノを呼び出し、この状況に追い込むために。

（最初から、狙ねらっていたのか……！）

　まるでそれが経験の差とでも言うように、トムはクロノを罠に嵌めていた。

　そして、罠はそれだけではない。

　逃走するクロノの周囲。設置された爆ばく薬やくで地面や樹木が弾はじけ、空中に撒まき散ちらされる。

　それを回避するためにクロノは軌き道どうの変へん更こうと、減速を余よ儀ぎなくされる。

「ッ!!」

　小さな石や木もく片へん。普ふ通つうならば何ということのないもの。

　しかし、音速の二六倍で動くクロノにとっては……体を貫かん通つうする脅きよう威いになりえる。

　ゆえにクロノはぶつからぬように軌道を変えるか、ぶつかっても耐えられる程度に速度を落とさねばならなかった。

　だが、速度を落とす度に呪いの塊は距きよ離りを詰める。

　その距離は次し第だいに近づき、




「…………！」

　――彼ひ我がの距離はゼロとなった。




　呪いの炸さく裂れつを示す黒い輝かがやきが迸ほとばしる。

　呪いは四度輝かがやき、その効力を発揮した後に雲散霧消。

　直後に……クロノは地面へと倒れた。




「…………」

　倒れるクロノを見て、隠かくれていた最後のトムが姿を隠したままクロノへと近づいていく。

　そのトムは【ノーバディ・ウィスパー】と共に、かつて【石は金と等価】と共に回収していた呪い避よけのアクセサリーを身につけていた。

　呪いの対象をクロノから逸そらさないために分身も使えなかったが、結果は成功。

（呪いは、確実にクロノに着ちやく弾だんした）

　クロノが制止し、地面に倒れこんでいるのがその証左。

　四発もの呪いは致ち命めいだったのか、その体からは光の塵ちりが立ち上りはじめる。

（強ごう引いんな手段ではあったけれど、これでクロノの暴走を止められたのなら……？）

　だが、トムは不意に違い和わ感かんに気がつく。

　光の塵が立ち上っているが、クロノ自身の死体が中々消えない。

　管理ＡＩのアバターといえど、消滅とリソース回収は〈マスター〉のそれと変わらないはずであるのに。




「――そこか、トム・キャット」

　直後、倒れていたはずのクロノの姿が掻き消えて――姿を消していたトムの周囲に無数の爆弾と【ジェム】が浮遊する。




「クッ!?」

　咄嗟に退たい避ひしながら、トムは自身の失敗を悟さとった。

　クロノの退路を塞ぐために設置しておいた爆弾で作った小石や木こっ端ぱの壁。

　地面に落ちたそれらが、姿の見えないトムの接近を報しらせるものとなっていたことに気がついたのである。

　無数の爆弾は姿を隠したままのトムの位置を正確に捉えていたわけではない。

　大まかな位置だけを頼たよりに、アイテムを連続で投じてその周辺を爆破せんとしたもの。

（けど、呪いは直ちよく撃げきしたはず……！　どうして無事に……？）

　回避行動をとり、分身を生じさせながらトムはその疑問について考えた。

　だが、答えが出る前に爆弾が一斉に起爆し……分身の全てが爆散する。

「……ッ!!」

　トムの内の一体だけはその連続爆ばく発はつの中でも生存する。

　だが、そのトムも無事ではない。絶命を避けるために両手足を犠ぎ牲せいにして防ぼう御ぎよしたため、もはや自力で動くのも難しい状態にまで追い込まれている。

　そんな状態のトムの眼前に、減速したクロノが立っていた。

「お前が僕ぼくを知っているように、僕もお前を知っているよ。お前の増殖分身は、存命中の分身の中で最も健常な状態の分身をベースに行われるから。……一体しかいないお前が両手足に傷を負っていれば、これから出てくる分身も同じだ」

　分身はまだ出せるが、その分身も今のトム同様に両手足が使用不能なほどのダメージを負っているため、戦せん闘とう行こう為いは不可能に近い。

　改めて残りの【石と金は等価】を身につけることすら難しいだろう。

「……一体どうやって、あの呪いを回避してみせたんだい？」

　確実に呪いはクロノに当たっていたはずだ。あれを無力化するような……それも四発も耐える装備は、それに特化した特典武具でもなければ難しい。

　その上、ジュリエットの遺のこした呪いによってクロノは装備を変更できない。

　決して防げないはずであり、それゆえの問いだったが……クロノの答えは先刻まで自分が倒れていたところに視線を移すだけだった。

　しかし、それが全ての答えでもあった。

　クロノの倒れていた場所には……光の塵を立ち上らせながら消えていくものがあった。

　それは……。

「鳥の……死し骸がい？」

　四羽わの小鳥に似たモンスターの死骸が、地面に落ちていた。

　恐らく先刻は倒れたクロノ自身の体の下に置かれていたためにトムが気づけず、クロノ自身のアバターの消滅と誤ご認にんさせられる要因となったもの。

《無理心中》は最も近きん距きよ離りの生物に呪いを飛ばす装備スキル。

　それゆえに、人間範はん疇ちゆう生物でなくとも自身より手前に配すれば盾に使える。

　だが、そもそもそれを防ぐために、野生のモンスターは予あらかじめトムが除いていたはずだ。

　ならばあの小鳥のモンスターは……どこから現れたのか。

「マスターは本物の空に憧あこがれていた。……空を飛ぶ鳥の歌も、好きだった」

　トムの疑問に答えたのは、クロノ自身の言葉だった。

　それは、過去を思い出す声こわ音ね。

　末期の瞬間。【無限幻げん想そう】の見せた偽にせ物ものの自然の中で、空を見つめ、小鳥の歌を聴きいていた己の〈マスター〉をクロノは思い出す。

「それに倣ならって、僕も小鳥を何なん羽わか……【ジュエル】に入れて飼っていただけだ」

「……！」

　元より、クロノ自身がモンスターを飼っていた。

　それを着弾の寸前に【ジュエル】から解き放ち、呪いの対象を自分から逸らした。

　皮肉なことだ。もしも【ジュエル】から出したのが戦闘用のモンスターであれば、トムもすぐに異常に気づけただろう。

　小さく無力な小鳥だからこそ、呪いが外れたことにも、クロノがその死骸の消滅を自身のものと誤認させていることにも気づけなかった。

「……悪いことをしたと言うべきかな」

「いいさ、仕し舞まっているだけだったからね。……正直に言えば、僕には小鳥の鳴き声の良よし悪あしなんて、分からなかったから」

「…………」

　クロノの声は、『〈マスター〉の好むものを理解できなかった』という悔くやしさのようなものが隠しきれていなかった。

　だが、クロノはその感情を切り替かえ、冷たい視線でトムを見下ろす。

「……これで終わりだ。トム・キャット。何も出来ない分身を出して時間を稼ぐならそうすればいい。またばら撒いて、出てくる全てを燃やしてやる。君に随ずい分ぶんと削けずられたけれど、まだそのくらいには残ってる」

　そう言って、クロノは両手をポケットから出す。

　懐かい中ちゆう時計を握にぎった両手の指の間に、幾つもの【ジェム】を挟みながら、トムを見下ろす。

「…………」

「さよなら、【猫神】トム・キャット」

　そう言って、クロノは【ジェム】を倒れたトムの上に撒いた。







第九話　バトル・オブ・ヴォーパルバニー







　□■王都アルテア・市街地




　アルター王国の王都は混乱の只ただ中なかにあった。

　突とつ如じよとして、街の中に現れて人々を襲おそい始めた異形の軍団。

　蜂はちに似た人型の怪かい物ぶつ。〈超級エンブリオ〉である【真像改かい竄ざん　イデア】によって改造された上級職素体イデア――【アピス蜂・イデア】。その総数は、五〇〇体を優に超こえる。

『ＢＵＢＵＢＵ……』

「きゃああああ……!?」

　黄色と黒の危険信号に彩いろどられた改人達たちは街中に散りながら、目についたティアンに襲い掛かかり、槍やりと見み紛まがう体器官で貫つらぬき、殺傷していく。

「クソッ！　これ以上やらせるか！」

　王都の衛兵が剣を抜き、【アピス・イデア】に斬りつけるも……体を覆おおう頑がん強きような殻からには僅かな傷しかつかない。

　そうした衛兵の抵抗を容易く薙なぎ払はらい、【アピス・イデア】は殺傷を繰り返していく。

　放たれた【アピス・イデア】は量産型の改人であるが、そのステータスは亜あ竜りゆうクラスを上回り、Ｃランク補正――ティアンの二倍程度のステータス補正――を得た五〇〇レベルの〈マスター〉に匹ひつ敵てきする。王都の衛兵に太た刀ち打うちできるものではなく、王都に滞たい在ざいしていた〈マスター〉でも苦戦を強いられるほどだった。

　しかしその中で、僅かながら抗こう戦せんできている者達もいた。

『ＢＵＢＵＢＵ……ＢＵ？』

　犠ぎ牲せい者しやを求めて王都の大路を進む三体の【アピス・イデア】の中心に、鳥の鳴き声のような音を上げながら一本の矢……鏑かぶら矢やが落下する。

「合わせ……斉せい射しやァ！」

　直後、鏑矢の軌道に沿うように数千の矢が【アピス・イデア】達に降り注ぐ。

　それは《五月雨さみだれ矢羽》と呼ばれる、天地の上級職【強弓武者ヘヴイ・ボウ・サムライ】のスキル。

　一射で一〇〇の矢を放つそのスキルを三〇人で放ち、三〇〇〇の矢として重ね合わせる。

　自分達の一〇〇〇倍の数の矢に穿うがたれ、身を覆う殻も貫かれ、三体の【アピス・イデア】は絶命する。

　直後、【アピス・イデア】は内部から膨ぼう張ちようし、大だい爆ばく発はつを起こした。

「やはり、こいつらは死ぬと爆発するようだな」

「……見た目だけでなくそんなところまで昔の特とく撮さつっぽいですね」

　爆発する【アピス・イデア】を見ながら、二人の女性がそんな言葉を交かわした。

　彼かの女じよ達たちは王国の第三位クランにしてＰＫクランである〈Ｋ＆Ｒ〉に所属する者。

　その中でも多数による射しや撃げきを担当する集団戦術グループのリーダーとその補ほ佐さだった。

〈Ｋ＆Ｒ〉の集団戦術グループはレベル上げ途と中ちゆうの未熟な者が多いが、指揮する彼女達はベテランだ。それこそ、未だ〈Ｋ＆Ｒ〉が〈Ｋ＆Ｒ〉でなく、狼桜ローザの率いるＰＫクランとして天地で暴れまわっていた頃ころからの猛者である。

「部隊戦術グループも苦労してるっぽいです。何人か道連れでやられたっぽいです」

「ならば私達はこれからも距離をとりつつ、確実に仕留めていく。それで、うち以外に対抗できてるところは？」

　ゼタの放った改人による王都テロに際し、王都に本ほん拠きよ地ちを置くクランである〈Ｋ＆Ｒ〉はログイン中だったメンバーで即そく座ざに対応を行っていた。

　メンバーのほぼ全てが戦闘ビルドである〈Ｋ＆Ｒ〉は、この状じよう況きようにおいて一大戦力として【アピス・イデア】に抗あらがっていた。

「ティアンは戦力差がひどいっぽいです。おまけに王城でも騒さわぎがあったみたいで、騎き士し団だんはそっちに集中してるっぽいです」

　リーダーが城へと視線を向けると、城からは黒々とした煙けむりが立ち上っている。

　明らかに攻せめられていた。

「部隊戦術グループが一隊だけ王城にも向かったそうですけど、何か『炎ほのおの怪物にでくわした』って報告の後に連れん絡らくが途と絶だえました。フレンドのリスト見てもログアウト中なんでやられたっぽいです。どうします？」

「……どの道、私達の戦術は屋内じゃ使えない。そっちは他の〈マスター〉に任せよう。それで、他のクランは？」

「〈月げつ世せいの会〉は熟練の戦闘メンバーのほとんどが例の護衛に回ってるっぽいです。残りの人員じゃあの蜂人間の相手は無理っぽいです」

「あの事件でうちを壊かい滅めつさせた〈月世の会〉が……か」

「あそこの集団戦闘は教祖のデバフが前提っぽいですからね。うちだってあれがなければ、きっと五分に近い戦いは出来たんじゃないかなーって思いたいです」

「……次、〈月世の会〉以外の……例の〈デス・ピリオド〉は護衛だろうから、〈ＡＥＴＬ連合〉などは？」

「集団で対抗できてるクランは少ないっぽいです。〈ＡＥＴＬ連合〉も人数が減ってる上に、他の都市に散ってたみたいで……。〈編へん纂さん部〉と〈アライアンス〉も同じく」

「肝かん心じんな時に……他には？」

　他の巨大クランの現状を思い、リーダーは顔をしかめた。

「〈バビロニア戦闘団〉も動いてるっぽいです。決けつ闘とう六位の仮面さんと、舎しや弟ていのヒポクリフ乗りが蜂人間相手に戦ってるのを集合前に見ました」

「彼らは数こそ少ないが、個々人の戦力は天地のカンストと同格だ。頼りに出来る」

「…………あー、それは強いですね」

「思い出したか」

「……はい。天地の戦場っておっかなかったですね」

「王国に来て少し鈍にぶっていたからな。戦争前だ、蜂人間を相手に勘かんを取り戻もどすとしよう」

「はい。……それにしても、タイミング悪かったっぽいですね」

「オーナーのことか？」

「はい」

　補佐の言葉に、リーダーは肩かたをすくめて苦く笑しようする。

「オーナーに頑がん張ばりを見て欲ほしかった、というところか？」

「それもあるんですけど、やっぱりオーナーと姐あねさんがいるかどうかで、グループのテンションの上がり具合が全然違うっぽいです」

「まぁ、これまでの狩かりは二人のどちらかが私達を率いていたからな。二人共いない状態で集団戦をやるケースはなかった。しかし、タイミング次第でこういうこともあるさ。二人がいなくても……私達だけでもやれるか試ためされているのが、今だ」

　リーダーは「それに……」と言葉を続け、

「あちらもきっと……死合の真っ最中だろう」

　その視線を遥か西方……国境地帯の方角へと向けた。




◇◆◇




　□■国境地帯・森林部




　クロノがトムへと【ジェム】をばら撒き、その点火によってアバターを焼しよう却きやくする寸前。

　一台の車が、二人へと突とつ撃げきしてきた。

「何ッ!?」

　クロノはその車の接近に気づけなかった。

　その車には地を駆かける音も、木々にぶつかる音も、空気との擦さつ過か音すらもなかったのだ。

　まるで幽ゆう霊れいの如くおぼろげに、その車は全てをすり抜けて一直線に突つっ走ぱしってきた。

　その車に、クロノは見覚えがあった。

（この〈エンブリオ〉は、あの時の……）

　それは一昨晩、〈Ｋ＆Ｒ〉のサブオーナーである狼桜を襲しゆう撃げきした際に現場から取り逃のがした車型の〈エンブリオ〉……トミカのオボログルマだった。

　あの時のように必殺スキルを発動させた状態で、オボログルマはクロノと倒たおれたトム目め掛がけて一直線に進んでいる。

　クロノは咄とつ嗟さに飛とび退のき、トムはオボログルマが通り過ぎる際に助手席のドアから何者かに車内へと引きずり込まれた。

　直後、オボログルマのすぐ後方で【ジェム】が点火し、《クリムゾン・スフィア》がオボログルマのリアを炙あぶった。

「ひぃ!?　ちょっと熱い!?　もしかしてオボログルマって熱とかすり抜けられないの!?」

「トミカさん、自分の〈エンブリオ〉の性能は把は握あくしておいた方がいいですよ？」

　涙なみだ目めで悲鳴を上げるトミカに、助手席に座すわった人物は穏おだやかにそう言った。

　後部座席に引きずり込まれたトムは、その人物を見て驚おどろいたように声を上げる。

「君は……」

「トムさん。端たん的てきに二点だけ教えてほしいのです」

　その人物は、指を二本立ててそう言った。

「彼かれとあなたの関係。彼が一連のランカー襲撃犯で合っているかどうか。その二点です」

　トムはその質問に少し考えて、答えを口にした。

「……僕がデスペナになると、彼が王女を誘ゆう拐かいする関係。それと、襲撃犯で合ってるよ」

「分かりやすい説明、感謝します」

　理由を省いたトムの答えにも納なつ得とくして頷うなずきながら、彼は助手席のドアに手をかける。

「それではトミカさん。このままトムさんを乗せて逃げてください。僕は降ります」

「え、あ、あの……!?」

「トムさん。お相手、貰もらってもいいですか？」

「……ああ。どの道、僕にはもう打つ手がない」

　相あい性しよう差があるクロノに勝つため、十全な準備を重ねたはずだった。

　それでも討うち取れず両手足まで損そこなった今、トムにはもう勝算がない。

　それゆえ、彼に希望を託たくした。

　自分の力で止めてやりたかった同どう僚りようの暴走を、他者に委ねることに抵てい抗こうもある。

　だが、同時に確信もしていた。

　加速の極きわみに達し、他者とは異なる時間世界を生きるクロノ。

　その領域に足を踏ふみ入いれ、打だ倒とうしえる存在は……王国には彼以外にいないのだと。

「僕はここまで。……あとは君にバトンタッチさせてもらうよ」

「はい、最初から死合うつもりで来たので良かったです。ではトミカさん、ここまで連れてきてくれてありがとうございました」

　笑え顔がおでそう言って、その人物は走るオボログルマの助手席のドアを開けた。




　直後、ドアが開くのを待っていたかのように、車内に向けて爆ばく弾だんが投げ込まれた。




　それは、既すでに加速状態でオボログルマに併へい走そうしていたクロノの投じたもの。

　外部からの攻こう撃げきを無む為いとするオボログルマに匿かくまわれたトムを抹まつ殺さつするため、クロノは扉とびらが開く瞬しゆん間かんを待っていたのだ。

　投じられたのは、クロノの手持ちの中でも威い力りよく重視のダイナマイトに似た爆弾。

　それは誰にも認にん識しきできぬ超ちよう々音速で車内へと放ほうり込まれ、間もなく炸裂――




　――しなかった。




　何事もないかのように、オボログルマの車内で起き爆ばくしないまま転がった。

「……何？」

　加速状態のまま、クロノはその様子に目を見張る。

　併走しながら車内を見れば、爆弾の傍そばに……断たれた導線が落ちている。

　それが意味することは……爆弾が起爆するまでの一いつ瞬しゆんに、何者かが爆弾から導線を切り離したということ。

　だが、それよりも大きな問題は……。

（見えなかっ、た……？）

　加速状態のクロノをして、切断の瞬間が認識できなかったのだ。

　そんなことがありえるのかと、クロノは疑問を抱き……。

「……ッ!?」

　その直後、クロノの人の肉体アバターが己おのれに迫せまる危険を伝えた。

　それは瞼まぶたを閉じた目に突とつ起き物ぶつを近づけるような、肌はだの粟あわ立だつ感覚。

　首の裏に伝わる、危機感。

「ッ!!」

　クロノは、咄嗟に自らの必殺スキルを起動する。《世界時間加速》と《主観時間加速》のＡＧＩバフがそれぞれに倍化し、クロノのＡＧＩは一時的に一〇〇万を突破する。

　そして、最大加速のまま、振ふり返かえりもせずに全力で前進。




　直後、微かすかな痛みが首の裏の皮ひ膚ふに走った。




「ッ!?」

　そのまま移動し続けて距離を取りながら、クロノは首の裏に右手の甲こうを当てる。

　首は濡ぬれており、……手の甲に付着した液体は赤かった。

　それが自分の血であり、何者かに背後に回られて斬きりつけられたのだと、クロノが理解するには少しの時を要した。

（……バカな）

　どこの誰が……加速状態にあるクロノに気づかれずに背後を取れるというのか。

　恐おそらくは【獣王ベヘモツト】でさえ、ＡＧＩだけはクロノに一歩譲ゆずるというのに。

　そんなことができる相手を、記き憶おくから探して……。

「……そうか。一人、いたっけ」

　一人の人物に……思い至る。

　その人物の情報は、クロノも持っていた。

　なぜなら、本来はその人物も一昨晩に襲撃するはずだったからだ。

　しかし当時はログアウト中であり、結局相対することはなかった。

　護衛のメンバーにも含まれていなかったため、今の今まで思考の外に置いていたが……。

「……ッ」

　クロノは足を止めて、振り返る。

　オボログルマを追うことも、相手から距離を取ることも、クロノは選ばない。

　オボログルマの〈マスター〉は、追ってくる相手の仲間。

　コースを指示してクロノと彼を鉢はち合あわせさせることも容易だ。

　そして、オボログルマへの襲撃に意識を割さけば、今度こそ首を落とされかねない。

　クロノはそう判断し、迫る相手を迎むかえ撃うつことに決めた。

「…………」

　加速状態は維い持じ。その上で、いつでも必殺スキルを発動できるように準備する。

　既にクロノは理解している。

　自らの通常の加速状態よりも相手の方が速いが、必殺スキルを使用すれば自分が上回る。

　だからこそ、そのタイミングを逃すまいと……追って来る相手を立ったまま待つ。

　しかし、相手のやってくる速度は……クロノの予想よりもずっと遅かった。

　森の土を踏む音をゆっくりと鳴らしながら、一歩ずつ、ゆっくりと歩いてくる。

「お待たせしました」

　森の木々の間からその人物――クロノよりも幼い見た目の少年が現れる。

　背は低く、羊毛に似た質感のコートを着込んでいる。腰こしの両側には大太た刀ちを佩はき、両方の鞘さやに兎うさぎの頭ず蓋がい骨こつと鮫さめの頭部を連ねた鎖くさりが噛かみ付いている。

　一目見れば忘れがたい特とく徴ちようを持つその少年の名は……。

「やっぱり――カシミヤ、か」




　少年の名は――【抜刀神ジ・アンシース】カシミヤ。

　決闘でトムを破った第二位のランカーにして、〈Ｋ＆Ｒ〉のオーナー。

　そして、〝王国最速〟と〝断頭台〟の二つ名を持つＰＫである。




「はい。貴方あなたは……クロノ・クラウンさんですか？」

「……ああ」

　カシミヤに名を呼ばれたことを、クロノは別段驚きはしなかった。

　一昨晩の襲撃の手口からクロノに辿たどりつくことは考えられる。

　実際、カシミヤが知っていたのは、シュウ・スターリングがクロノだと言い当てた場に〈Ｋ＆Ｒ〉のトミカもおり、彼かの女じよの口からカシミヤに伝えられたためである。

（……この分だと、最初から僕が目当てだったと見える）

　カシミヤが自分をターゲットに定めていることをクロノは理解した。

　問題はクロノを狙う動機だが、それもすぐに思い当たる。

「なるほど。そういえば決闘五位の狼桜は君のクランのメンバーだったね。差さし詰ずめ、仲間の仇あだ討うちに来たってところかい？」

「え？」

「……え？」

　クロノがそれしかないだろうと思っていた動機に対し、カシミヤは首を傾かしげ、その反応にクロノも首を傾げる。

「いえ、狼桜さんの仇討ちはしませんよ？　扶ふ桑そう月つく夜よさんにもしていないですし」

　三月に起きた王都包囲テロで、狼桜含ふくむ〈Ｋ＆Ｒ〉を殲せん滅めつした〈月世の会〉のオーナーの名を出し、カシミヤはクロノの予想を否定した。

「狼桜さんもＰＫなので、誰かにＰＫされても仕方ないことです。もちろん僕もそうなので、クランの皆みなさんには『報復ＰＫの必要は全然ないですよ』っていつも言ってて……」

「……なら、王国の〈マスター〉として、王女の護衛に馳はせ参さんじたとでも言うのかい？」

「それも……違うと思います」

「じゃあ、どうしてここに来たって言うんだ！」

　トムを倒す直前に邪じや魔まをした相手に対し、声を荒あららげてクロノは問う。

　対してカシミヤは少し困ったような表情で……、しかしハッキリとした声音で述べる。

「貴方を斬るためです」

「…………は？」

　仇討ちでなく、護衛のためでなく、クロノを斬るためだけにここに来たのだと、カシミヤは言った。

「どういう、意味だい？」

「ええと、貴方はランカーを襲撃した人で、皇国で一番速いＰＫなんですよね？」

「だったら……？」

「僕よりも速い人を斬る機会なんてほとんどないので、今しかないと思ったのです。さっきも僕より速く動かれて、首を斬り損ねましたし」

　クロノが自分よりも速いから、それを斬りたいという欲求のためだけにここにいるのだと、何の後ろめたさもない口調でカシミヤは言った。

　その返答にクロノは額に青筋を浮うかべながら、怒いかりと共に問う。

「お前……ふざけているのか!?　僕がどれほどの思いでここにいて！　トムを倒そうとして！　戦争を起こさせまいとしているのか……分かっているのか!?」

「いいえ。さっぱり分かりませんし、知りません」

　あっさりと、カシミヤはそう言った。

「お前……！」

「それに、さっきも言ったじゃないですか」

　クロノが怒りを向けても、平然とした顔で……カシミヤは自らの論理を述べる。

「僕も貴方も、己のやりたいことのために他のプレイヤーを殺すＰＫです。だからこそ、ＰＫ同士が死合う時は……相手の事情とか理由の重さを斟しん酌しやくする必要はないですよね？」

「何……？」

「だって、いつも相手を殺して自分の都合を優先しているのがＰＫじゃないですか。それなのに、自分が殺されるときは斟酌してくれというのは、変です」

　だから、ＰＫである狼桜の仇討ちに来たわけでもない。自分の都合で相手を殺すＰＫは、いつ何時、誰だれに殺ＰＫされたとしても……それが当然なのだから。

　だからカシミヤも――今ここでクロノをＰＫする心算なのである。

　事ここに至り、カシミヤにとってクロノの事情や心情は考こう慮りよをする必要すらない。

　クロノが述べた「戦争を起こさせまいとしている」という言葉にすら、一いつ切さいの疑問を向ける素そ振ぶりすらない。

　もしも管理ＡＩとしての話せぬ事情まで含めた全すべてを話したとしても、カシミヤの答えは変わらないのだろう。

　カシミヤにとって重要なことは二つだけ。

　己より速い者を斬ること、そしてＰＫ同士で死合うことの唯ただ二つ。

　そんなカシミヤに……クロノは一つのことを納得せざるを得なかった。

（カシミヤのリアルは子供だったはずだけど、……ああ、そうか。そもそも……）

　そもそも、前提として……。

（まともな子供なら、国内最大のＰＫクランのオーナーなんてやっているわけがない）

　カシミヤが今の地位にいるのは、成り行きだけでそうなったのではない。

　なるべくしてそうなっている、と納得した。

「……〈Ｋ＆Ｒ〉には『ＰＫ前に相手に許きよ諾だくさせる』ルールがあると聞いていたけど？」

　カシミヤ自身が提言した、予告と許諾によるＰＫである。

　カシミヤはその言葉に頷いた後……指を一本立てた。

「はい。だけどそれには一つ例外があるのです」

「例外？」

「『相手がＰＫだけならば、必要なし』。これはクランを作る前からの信条なのです」

　既に述べたように、ＰＫを相手にするときは一切の事情を斟酌せずに戦いを挑いどむ。

　だからこそ、カシミヤは王国最強のＰＫと呼ばれているのである。

　そう、エルドリッジやバルバロイ・バッド・バーンといった王国で名の知れたＰＫ――全員と戦って倒したがゆえの、最強。

「なるほど。分かった。理解した。……もういい」

　クロノは溜ため息いきを一つ吐ついて、――――カシミヤを睨にらんだ。




「お前を殺ＰＫしてから、トムを捜して殺す。手順が一つ増えただけだ」

「はい。そうしてください。僕も貴方を殺ＰＫします」




　クロノは両手の懐中時計を握りしめ、殺意を最大に高める。

　カシミヤもまた、両腰の大太刀を提さげる鎖――自身の〈エンブリオ〉である【自在抜刀　イナバ】を動かし、二刀二腕二鎖という彼だけの抜刀の構えを取る。

　あたかも西部劇の決闘の如く、二人は向かい合い、




　二人は――――同時に消失した。




　それが、死合の始まり。

　管理ＡＩのアバターにして、皇国最速を誇ほこる【兎神】クロノ・クラウン。

　王国の決闘二位にして、王国最速を誇る【抜刀神】カシミヤ。

　最速の首狩り兎ヴオーパル・バニー同士の――殺し合い。




　あえて言うならば――決着は一瞬だった。




◇◆




　王国の決闘ランカー、そしてＰＫ達は知っている。

　カシミヤの斬撃は終わってから気づく、と。

　首が落ちて、それで自分が斬られたのだと知る。

　カシミヤに倒された者は誰しもそれを経験していた。

　それは純じゆん粋すいな速度によるもの。【抜刀神】の《神域抜刀》によって、抜刀時のみカシミヤはＡＧＩに一〇〇倍の補正を得る。

　数値にして五〇万超。音速をも凌りよう駕がした一いつ閃せんを、捉とらえられるものなど誰もいなかった。

　まして、【自在抜刀　イナバ】のスキル、《鮫兎無歩コートムーブ》によってカシミヤは抜刀の一瞬で距きよ離りを詰つめられる。音速の五〇倍で肉にく薄はくして放たれる一閃は正に必殺必中であり、トムのように分身でもしていなければ対応できない。

　だが、ここに例外が現れる。

　カシミヤと相対した【兎神】クロノ・クラウン。

　彼は加速状態――カシミヤの半分程度の速度は発揮した二六万のＡＧＩであったがゆえに、誰も目視すら出来なかったカシミヤの抜刀の始まりを知覚することが出来た。

「――《世界は右にクロノス、主観は左にカイロス、掌握するは永久なる理アイオーン》」

　カシミヤが距離を詰めるまでの間に、自身の必殺スキルを発動する。




　右手のクロノスと左手のカイロス、二つの懐中時計の針の回りが倍速化し、クロノのＡＧＩを更さらに四倍化する。

　ここに両者の速度は逆転し、カシミヤに倍する速度を獲かく得とくしたクロノが後方へと跳ちよう躍やく。

　着地の衝しよう撃げきを緩かん和わするアクセサリーを以もつてしても体が軋きしむが、それを代だい償しようとして必殺の刃やいばはクロノに届かない。

　音速の五〇倍で放たれた必殺の一閃を、頭二つ程度の距離を空けて回かい避ひしてみせたのだ。

　同時に、クロノは手にしていた【ジェム】をカシミヤの周囲に投じる。

　カシミヤの加速と高速移動は抜刀時のみ。

　ゆえに、抜刀の終点に合わせて攻撃すれば、カシミヤに回避は不能。

　抜刀を終えて右手を振り切ったカシミヤは、このまま散る。




　クロノがそう考えた直後、カシミヤは左手での抜刀に移行した。




　ノータイム。まるで最初から回避されると予想していたかのように、カシミヤの左手はもう一本の大太刀の柄つかに手を掛けていた。

　そして《神域抜刀》の加速は途と切ぎれることなく、第二の抜刀に移行する。

　発動が継けい続ぞくした《鮫兎無歩》による移動で【ジェム】の隙すき間まをすり抜ぬけながら、二の太刀をクロノの首へと放つ。

（……コイツッ！）

　その二つの抜刀の間かん隙げきのなさこそが、クロノには脅きよう威いだった。

　両手による連続抜刀という離はなれ業わざが、一つの動作として連なっている。

　抜刀と抜刀の間に隙すきがないと、《神域抜刀》によって加速したままの刃が証明している。

　それは抜刀補助に特化したイナバという〈エンブリオ〉、増えた鎖の補助腕ゆえになせることであると同時に、カシミヤ自身の桁けた外はずれの技量によっても為なされている。

　この若さをして【神】に到とう達たつした才覚は、この連続抜刀術にこそ顕あらわれていた。

（それでも……速いのは僕ぼくだ！）

　いかなる神速神技であろうと、今のクロノはそれをも超えた超ちよう神しん速そく。クロノにとっては自身の半分程度の速度による抜刀であり、速くはあるが見えるし、回避も可能。

　再び、頭二つ分の距離を空けて回避。

　両方の大太刀を使い切ったカシミヤに、再度【ジェム】を投とう擲てきしようとして。

（……何？）

　気づく。

　大太刀を振り切ったはずのカシミヤの右手が……納刀された大太刀の柄に手を掛けていることに。

　それは第一の大太刀を鞘に納めたのではない。

　鞘に納まった三本目の大太刀を、新たに手にしていたのである。

（《瞬間装備》か……！）

　瞬しゆん間かん的てきに武器を変へん更こうするスキルの存在を思い出し、クロノは息を呑のむ。

　今のカシミヤの構えは歪いびつである。

　上段から袈け裟さ懸がけに斬り下ろすような、抜刀術としてはありえない軌き道どう。

　しかし、鎖型の補助腕であるイナバは如い何かなる角度であっても鞘を保持する。

　そして彼の加速が今も途切れぬことが、それもまた神域の抜刀であることの証明。

　第三の抜刀が、クロノの首を斜ななめに両断せんとする。

　しかし、想定外の一いち撃げきによって僅わずかに距離を詰められたものの、クロノはその一閃も回避せしめた。

　両手の抜刀と、《瞬間装備》を用いた第三の抜刀。カシミヤの放てる全ての連続抜刀を回避したとクロノが考え、またもアイテムを投じた直後、




　――左手が四本目の大太刀を抜刀していた。




（ありえない……！）

　既に《瞬間装備》による大太刀の変更は行っている。

　スキルには使用後のクールタイムがある以上、連続しての変更は不可能。

　それができるとすれば……。

（……まさか、《瞬間装備》のクールタイムをなくすスキルか!?）

〈エンブリオ〉は〈マスター〉に合わせて進化する。

　カシミヤのイナバは、その全てがカシミヤの補助に特化している。

　ゆえに、鞘に納めた状態の大太刀がカシミヤには必ひつ須すであったのならば、進化の過程で《瞬間装備》の欠点をなくす何らかのスキルを獲得していても不思議はない。

　その予想は事実であり、しかし予想を上回る。




　カシミヤが用いているスキルの名は、《意無刃イナバ》。

　イナバの必殺スキルであり――カシミヤの用いるアクティブスキルのクールタイムを無とする、常時発動型必殺スキルである。

　ゆえに、カシミヤは己の意と体の動くままに、待機時間無しで刃を振るうことが出来る。

　それこそが、カシミヤの抜刀を補助するために生まれた【自在抜刀　イナバ】の真骨頂。

　白しろ兎うさぎが波間の鮫を跳はねるが如く、息も吐かせぬスキルの連続行使。

（……あの〈エンブリオ〉は、その全てをカシミヤの抜刀術に捧ささげている）

　想定外の四閃目を辛くも回避したクロノの目には、後方に退たい避ひする彼に追おい縋すがりながら、既に右手で五本目を抜き始めているカシミヤが見えている。

〈エンブリオイナバ〉は、主が抜刀を行うためにその全力を尽つくしている。

　だが、それはあくまで補助への全力。

　この抜刀術は、〈エンブリオ〉のみに頼たよるものではない。

（〈エンブリオ〉は……一いつ切さい抜ばつ刀とう術の威力は高めていないし、自動でもない。あくまで動きを補助するだけ。抜刀術はカシミヤ自身のもの……）

《瞬間装備》のクールタイムがないからといって、それだけで抜刀術が成立するわけではない。

　刀を持もち替かえた上で一糸乱れぬ抜刀でなければ、《神域抜刀》の加速は途切れる。

　そして、それほどの抜刀を為しているのは、カシミヤ自身の技量である。

　鞘を持つ鎖を動かしているのも、抜刀を途切れさせないタイミングで《瞬間装備》を行っているのも、《鮫兎無歩》の移動と位置取りをしているのも、カシミヤ自身。

（〈エンブリオ〉という補助腕はあれど、まだ幼い子供がこの領域に到達している……）

　四閃から五閃へも、一いつ片ぺんの隙もない。

　間断なく続く、流れるような連続抜刀術。

　ジョブ、〈エンブリオ〉、そして使用者自身の技量スキルが織り成す三重絶技。




　それこそが神速の八連斬撃――《我が流りゆう魔ま剣けん・八やく色さの雷いか公づち》。

　八人のトムを一瞬で斬断せしめた……カシミヤにしか放てぬ魔ま剣けんである。




（……なんとも、世界は広いよ。マスター）

　迫る刃に背筋を震ふるわせながら、しかし同時に感かん嘆たんをクロノは抱き始めていた。

　それは己の望みを邪魔する者に向ける怒りよりも僅かに大きい。

　だが、それでもクロノの戦意とカシミヤの刃は止まらず、止める気もない。

　カシミヤの斬撃を回避しながら、クロノは勝機を探さぐる。

（これが……五本目。鞘の色が違ちがうのは、取り出す刀を誤らないための方策か？）

　既に使用した……抜刀した大太刀を取り出さないために鞘を色分けし、瞬間的なイメージで次の大太刀を《瞬間装備》できるようにしている。

　余人からすれば、一瞬の間に八度放たれる剣けん閃せん。トムを相手にしたように八人を瞬しゆん時じに抹殺することも、一人に致ち命めい傷しようを八度与あたえて【ブローチ】を砕くだいて抹殺することも出来る。

　一撃必殺の連続剣という矛む盾じゆんなれども、魔剣の名に相応ふさわしい威力。

　しかしその魔剣をして――クロノの首には未いまだ届かず。

（これで……六度目！）

　神速の抜刀が幾いく度ど放たれようとも、クロノがカシミヤよりも速いことに変わりはない。

　僅かずつ距離を詰められているものの、それでもまだ《八色雷公》はクロノに触ふれず。

（……絶技と言うほかない抜刀術。けれど、それも永遠に続けられるわけではないはずだ。必ず、どこかに間隙が生じる）

　クロノの読みは正しく、カシミヤの《八色雷公》はその名の通りの八連斬撃。

　カシミヤをして、それ以上の連続抜刀は未だ完成していない。

　ゆえに、クロノは抜刀の絶える間を待って、攻こう勢せいに出ることを決意する。

（……けれど、爆弾と【ジェム】はもう心こころ許もとない）

　ランカー狩りやトムとの戦いで使いすぎた。

　既に手持ちの消費アイテムは底を突きかけている。

　しかし同時に、こうも考える。

（……どちらにしても、この相手にアイテムでは勝てない）

　間隙を狙ねらったところで、アイテム程度では仕留められないのではないかという予感。

　この短くも長い時間の中で、クロノはそれほどまでに認めている。

　カシミヤこそは、自身がアバターで相対した人類の中で最も恐ろしい相手である、と。

　ゆえに、クロノも決断する。

　この敵手を認めよう、と。

（……左足一本でも追いつける。トムを仕留め、それから王女を攫さらうこともできる）

　その思考が意味することは唯ただ一つ。

　クロノが本気で、カシミヤを倒すと決めたということ。

　己の足一本……犠ぎ牲せいにしてでも倒す価値あり、と認めたということ。

　これよりクロノが放つは、このアバターにおける最大の切り札。

　必殺スキルによる極限加速状態での――ブレードキック。

　激げき突とつの反動で足が砕け散ちることは必至。

　だが、一〇〇万を超こえるＡＧＩで放たれる一撃は、神話級金属であろうと粉ふん砕さいせしめる。

　クロノが唯一、自ら名づけた必殺の一撃。

　その名は、《ゼロタイム・デッド》。

　時の経過を認識する暇ひますらなく、相手は死ぬ。

（無論、【ブローチ】を装備している可能性は高い……それでもやれる）

【ブローチ】で致命傷を無効化した場合、クロノの足への反動も抑おさえられる。

　そうであればすかさずもう一撃を放ち、今度こそ致命傷とすればいい。

　カシミヤの倍速以上で動けるクロノには、その時間もある。

　まして、被ひ弾だんすればさしものカシミヤの抜刀術も崩くずれ、速度が一時的に常人のそれに戻るのだから。

（見み極きわめるんだ……その瞬間を！）

　自らの切り札を放つ瞬間を見定めんとクロノがカシミヤの七閃目を回避したとき。

　ほんの僅か……八本目を抜こうとするカシミヤの動きが遅おそかった。

　あるいはそれは己に勝まさる速さを持つ相手に初めて相対したがゆえの、……必殺の八連斬撃の七連目までが掠かすりもしなかったことによる僅かな仕損じか。

　生じたのは極小の差異だったが……その隙をクロノは見み逃のがさない。

　カシミヤの懐ふところに飛び込み、その首目掛けてブレードブーツの蹴撃を放ち、




　――瞬間、クロノの右足が膝ひざの裏から切断された。




「――――」

　瞬時に、クロノは理解する。

　カシミヤの八本目の抜刀が遅おくれたのは……仕損じではない。

　八本目で、連続抜刀を自ら変速していたのだ。

　鞘内での抜き始めのみ速度を僅かに抑おさえ、同時に別のスキルを使用していた。

　そのスキルの名は、《居合い》。

　相手が己の間合いに侵しん入にゆうした際、ＡＧＩを倍化するスキル。

　後の先カウンターの斬撃を放つための、抜刀術の基き礎そスキルの一つ。

　しかし、《神域抜刀》と合わせたその速度は……クロノにも届く。

　カシミヤは読んでいたのだ。己の連続抜刀がいつまでも続けられるはずがないと気づいたクロノが、己の攻撃の間隙に仕し掛かけてくるであろうことを。

　それが既に幾度もしくじった爆弾等の間接的なものではなく、速度を武器としたクロノ自身による攻撃であろうことを、同じ神速で戦う者として察していたのである。

　それゆえに懐に入ることを誘さそい、その上でカウンターの一撃を見み舞まったのである。

　賭かけに近い読みであったが、結果としてカシミヤはクロノの右足を獲とった。

「まだだ……!!」

　だが、右足を失ってもクロノは勝利を諦あきらめてはいない。

　地に落下する寸前に、自分自身である懐かい中ちゆう時計を地に押し当あてながら、倒とう立りつのように体を支え――手を突き放はなして再度、跳とぶ。

　必殺加速は未だ続行。

　残る左足での《ゼロタイム・デッド》で、今度こそカシミヤの首を獲る。

　カシミヤもまた、新たな大太刀に持ち替えて右手での抜刀を実行。

　己に迫るクロノを迎え撃つ軌道で、最後の一閃を放つ。




　しかしその一閃は――クロノが間合いに入るよりも早く振られてしまう。




「――――」

　目測の誤り、ではない。

　カシミヤは確かに、自らよりも速いクロノの攻撃に合わせて剣を振った。

　だが、クロノによってずらされたのだ。

　クロノス・カイロス・アイオーンのスキルが一つ、周囲一帯から対象を任意選せん択たくして倍速化する〈世界時間加速〉。

　このスキルの対象には、相手を選択することも出来る。

　クロノは抜刀を開始した瞬間にカシミヤも加速させることで、己と刃の接せつ触しよくタイミングをずらし、空から振ぶりさせたのだ。

（殺とった!!）

　刃が通り過ぎた直後。左手での抜刀が放たれる前の間隙に、クロノのブレードブーツがカシミヤの頭部目め掛がけて突つき進すすむ。




　しかし、その左足は――叩たたき砕かれた。




　それを為したのは、右手での抜刀に用いた大太刀の鞘。

　補助腕の一つが保持していたそれを、抜刀が終わる前の加速状態の最中に振るい、クロノの左足に叩きつけたのである。

　無論、鞘は刃ではない。剣けん術じゆつのスキルである《剣速徹し》の適用外であり、生じた反動は鞘を粉砕した。反動はそれに留とどまらず、補助腕の一本を千切れさせ、鎖と繋つながったカシミヤ自身にさえ傷を与あたえただろう。

　だが、その威力は凄すさまじい。クロノが使おうとした《ゼロタイム・デッド》と同様に、加速を極めたその一撃はクロノの足を文字通り粉砕した。

（また読んでいたのか……いや、違う！　こいつは抜刀が始まった時点で、自分の速度が違うことを感覚で察して……そして、一瞬で切り替えた！）

　自らの一閃が当たらないことを察して、即そく座ざに鞘による連撃に切り替えたのである。

　刹せつ那なの判断。しかしてそれは功を奏し、【兎神】の両足をもぎ取った。

（何て……奴やつだ……。世界には……こんな奴も……いたのか……）

　地に落ちるクロノに、左手での抜刀姿勢をとったカシミヤがトドメを刺ささんと迫る。

　しかし自らを倒たおそうとするカシミヤに対してクロノが抱いたのは、戦う前の苛いら立だちではなく、驚きよう愕がくと……純粋な感嘆だった。

（想像を超えるもの。僕が及およばないもの。自然ではなく、人もまた、同じ。マスターが見たかった世界は、きっとこんな……。ああ…………）

　仰あお向むけに落下していくクロノの両目には、真っ青な空が視界いっぱいに広がっている。

　その空の美しさと、今しがた自分が体験した絶技。

（きっとどちらも……マスターに伝えるに相応しい、思い出で……はは、本当に……）

「世界は、広い……、なぁ……」

　直後にカシミヤの最後の一閃が、断頭台の如くクロノの首を断ち切った。




　そうして【兎神】クロノ・クラウンは、今度こそ光の塵ちりになる。

　己の目的は果たせなかったとしても、それを途と中ちゆうで遮さえぎられたとしても。

　どこか、思いがけない満足感を得て。

　想像を超えられた瞬しゆん間かんの思い出を抱いて……消しよう滅めつした。







接続話　見物人







　■国境地帯・某ぼう所しよ




　現在、国境地帯では複数の戦せん闘とうが同時に発生している。クロノとトムの……そしてカシミヤの戦闘が終わっても、講和会議を巡めぐる戦いは終わらない。

　他の戦場に立つ者達たちは、死合があったことさえ気づいてはいないだろう。

　だが、全ての戦場を観ている者もいた。

（カシミヤ【抜刀神】とクロノ【兎神】の戦せん闘とう終しゆう了りよう。視界切きり替え）

　木々の陰かげに隠かくれるように立ち、両眼を閉じたまま手元の手帳にメモを書く男。

　王国討とう伐ばつランキング三〇位、【光王キング・オブ・シヤイン】エフ。

　愛闘祭においてレイと矛ほこを交えた男は、あの日と同じように独りで俯ふ瞰かんしていた。

（案の定、〝不屈彼〟の戦場は見み応ごたえがあるが、今回は他にも見るべき場所が多い）

　彼は〈エンブリオ〉であるゾディアックが観測した光景を、左右の眼球にそれぞれ映し出している。左目は常に一つの戦場……レイ達の戦いを観ているが、右目は幾いくつかの戦いを切り替えて観ている。

　それは今しがた決着したカシミヤとクロノの死合であり、二人の姫ひめの武ぶ闘とうであり、機械巨神と巨きよ大だい怪かい獣じゆうの激突である。

　エフはこの地に立つことで、そうそう見ることのできないものを数多あまた同時に観察できている。むしろ、重なりすぎて困るとさえ考えていた。

　しかし同時に、見逃しているものもある。

　とある縁えんで、彼は王都で起きている襲しゆう撃げき事件についても知りえていた。

　だが、この国境地帯と王都は遠く離はなれ、彼のゾディアックの遠えん隔かく操作の限界を超えていたため、どちらかしか観察に来られなかったのである。

　結局は自身を破り、自身に理解できぬ心証を与えたレイを優先して国境地帯に追ってきた形だが……惜おしいと思う気持ちもあった。

（此こ処こよりも王都は人数が多い。動画である程度確かく認にんできることを祈いのる）

　ゾディアックで俯瞰するのが最高で最適の取材方法だとは思っているが、目が届かない場合は仕方がないと考えた。

「……？」

　ふと、右目……【破壊王シユウ】とベヘモットの激突を遠巻きに観ていたゾディアックに奇き妙みようなものが映り込んだ。

　それは、眼球に蝙蝠こうもりの羽を生やしたようなモンスターだった。

　似たようなものの情報を、エフは既すでに持っている。それと同じものであれば、きっと『自分と同じことをしている』のだろうと、エフは察した。

（……[image: ]フフランクリン【大教授】）

　皇国において〝最弱最悪〟と呼ばれるマッドサイエンティスト。

　その手て駒ごまが、自分と同じようにこの国境地帯での戦闘を俯瞰している。

　遠方からの監かん視しか……あるいは。

「…………」

　エフはあちらに気づいたが、あちらはエフに気づいているのかどうか。

　だが、どちらでも構わないとエフは考えた。

　いずれにしろ、自分はこの戦場で巻き起こる事象の見物人に過ぎない、と。

　そうして、再び観察に集中した彼の視界で……また一つ大きな動きがあった。




To be continued
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